
227
October 2015

観光文化　第227号
第39巻4号通巻第227号

発行日 ： 2015年10月10日
●

発行所 ： 公益財団法人  日本交通公社
  東京都千代田区大手町２   ‒ ６‒１
  朝日生命大手町ビル17F
  〒100-0004　K03‒5255‒6071
   http://www.jtb.or.jp
編集室 ： 東京都千代田区大手町２   ‒ ６‒１
  朝日生命大手町ビル17F   観光研究情報室内
  〒100-0004　K03‒5255‒6090

kankoubunka@jtb.or.jp
編集人 ： 片桐美徳
発行人 ： 志賀典人
●

制作・印刷 ： 株式会社REGION

禁無断転載

I S S N   0 3 8 5 - 5 5 5 4

観光文化
機関誌

機関誌

特 集

Cover Story
豊臣秀次が築いた八幡山城からファインダー越しに見えた
近江八幡の城下町は江戸期以前の風情を残す。碁盤目状の
街並みが逆光に輝いて素晴らしい光景を醸し出していた。

 （Photo and Words by 樋口健二）

「平準化」を考える
｜｜成熟化社会の旅と観光地に向けて

特
集
｜「
平
準
化
」を
考
え
る
―
成
熟
化
社
会
の
旅
と
観
光
地
に
向
け
て

観
光
文
化

２
２
７
号

機
関
誌

青い鳥を探す「観光」の旅　　神野 直彦……1

1 「平準化」をめぐるいくつかの論点 ̶̶̶ 平準化の意味と本特集の構成　梅川 智也……2

2 データから見る観光需要の偏在　塩谷 英生／五木田 玲子……6

3 わが国の休暇・休日制度と需要の平準化　矢ケ崎 紀子……12

4 わが国のスキーリゾート産業における平準化
スノーリゾートにおける需要の平準化へ向けて　坂倉 海彦……17
スキーリゾートにおける需要の平準化の実態　和田 寛……20

5 わが国の宿泊産業における平準化
需要の平準化と旅館・ホテルの生産性向上に関する考察　大野 正人……24
温泉地における長期滞在化への取り組み　首藤 勝次氏に聞く……30

6 細切れの休暇より長期休暇を　廻 洋子……33

 インタビュー 平準化̶̶ 社会全体で環境づくりを！　 本保 芳明……38
 平準化̶̶ 鍵は学校休暇の地方別分散　星野 佳路……41

「平準化」――社会への期待、観光地への提案、そしてその先にあるもの
　梅川 智也／堀木 美告……44

実践的な「観光地経営」の取り組み
――“伊勢志摩サミット”を目前にした三重県鳥羽市を例にして　西川 亮／梅川 智也……49

Euro-Asia Tourism Studies Association（EATSA）発足会議参加報告
外山 昌樹……57

活動報告……59

連載 当財団専門委員 
Ⅰ　私の研究と観光　第２回

 「旅行の楽しさ」の研究　村上 和夫……66

 Ⅱ　わたしの1冊　第２回
 『Hosts and Guests‒ The Anthropology of Tourism』Second Edition
 Valene L. Smith Editor　西山 徳明……68

図書館リニューアルオープンに向けて
出版物のご案内・当財団からのおしらせ

特集テーマからの視座

観光研究最前線

特 集

巻　頭　言

観光研究レビュー

観光文化227号表1表.indd   1 2015/10/02   18:43



其
の
七
十
二

四 国・内 子 宿

白
壁
の
美
し
い
屋
敷
や
町
屋
が
建
ち
並
び
、
お
遍
路
さ
ん
が
往
来

す
る
街
並
み
は
愛
媛
県
内
子
町
八
日
市
護
国
地
区
に
あ
る
。
私
は
ま

る
で
時
代
劇
の
セ
ッ
ト
の
中
に
入
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
お
ぼ
え
た
。

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
木も

く
ろ
う蝋
生
産
で
繁
栄
し
た
と
言
う

だ
け
あ
っ
て
、
豪
壮
な
街
並
み
が
形
づ
く
ら
れ
た
。
重
要
文
化
財
に
、

上か
み

芳は

が我
邸て

い

（
木
蝋
資
料
館
）
は
じ
め
３
カ
所
が
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に

四
国
で
は
初
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
１
９
８
２

年
（
昭
和
57
年
）
に
選
定
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
は
大
洲
や
松
山
間
を

繋
い
だ
旧
街
道
沿
い
に
形
成
さ
れ
た
街
並
み
で
、
金
毘
羅
参
詣
や

お
遍
路
道
だ
け
に
江
戸
時
代
を
髣
髴
と
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

１
９
１
６
年
（
大
正
５
年
）
に
商
家
の
旦
那
衆
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ

た
内
子
座
は
木
造
二
階
建
て
瓦
葺
き
入
母
屋
造
り
の
地
方
歌
舞
伎
劇

場
で
、
回
り
舞
台
、
花
道
、
マ
ス
席
ま
で
設
け
ら
れ
見
ご
た
え
が
あ
る
。

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
に
は
創
建
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。「
安
易
な
観
光
手
段
で
は
な
い
、

住
民
に
と
っ
て
住
み
易
い
環
境
づ
く
り
…
…
」の
理
念
も
素
晴
ら
し
い
。

（
写
真
・
文　

樋
口
健
二
） 
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日
本
の
旅
の
ル
ー
ツ
に
は
、
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

一
つ
は
明
確
な
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
「
伊
勢
参
り
」
タ
イ
プ
の
旅

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
行こ

う
う
ん雲
流り

ゅ
う

水す
い

の
よ
う
に
、さ
す
ら
う
「
奥
の
細
道
」

タ
イ
プ
の
旅
で
あ
る
。「
伊
勢
参
り
」
タ
イ
プ
の
旅
は
、
目
的
を
実
現

す
る
た
め
の
「
手
段
と
し
て
の
旅
」
な
の
に
対
し
、「
奥
の
細
道
」
タ

イ
プ
の
旅
は
、
旅
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
「
目
的
と
し
て
の
旅
」
だ

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

人
間
の
欲
求
に
は
「
所
有
（having

）
欲
求
」
と
、「
存
在
（being

）

欲
求
」
が
あ
る
。「
所
有
欲
求
」
と
は
人
間
の
外
側
に
存
在
す
る
事
物

を
所
有
す
る
こ
と
で
充
足
さ
れ
る
欲
求
で
あ
り
、「
存
在
欲
求
」
と
は

人
間
と
人
間
、
人
間
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
欲

求
で
あ
る
。「
所
有
欲
求
」
が
充
足
さ
れ
る
と
、
人
間
は
「
豊
か
さ
」

を
実
感
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
存
在
欲
求
」
が
充
足
さ
れ
る
と
、
人

間
は
「
幸
福
」
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
子

供
た
ち
に
、
こ
れ
ま
で
の
人
間
社
会
は
欠
乏
を
克
服
す
る
た
め
に
、「
存

在
欲
求
」
を
犠
牲
に
し
て
、「
所
有
欲
求
」
を
充
足
し
て
き
た
け
れ
ど
も
、

一
定
の
「
所
有
欲
求
」
を
充
足
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
人
間
の

人
間
的
欲
求
で
あ
る
「
存
在
欲
求
」
を
追
求
す
る
社
会
が
花
開
く
こ

と
に
な
る
と
教
え
諭
し
て
い
る
。

「
存
在
欲
求
」
を
追
求
す
る
人
生
は
、
走
り
抜
け
る
よ
う
に
生
き
る

の
で
は
な
く
、
行
き
交
う
人
々
と
会
話
を
し
、
道
端
に
咲
く
草
花
を
愛め

で
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
む
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
な
る
。
そ
う
す
る
と

人
生
に
譬た

と

え
ら
れ
る
旅
も
、
人
々
や
自
然
と
触
れ
合
い
、「
存
在
欲
求
」

を
充
足
す
る
ス
ロ
ー
な
旅
と
な
る
。
つ
ま
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
旅
行
の
よ
う

な
効
率
が
求
め
ら
れ
る
「
手
段
と
し
て
の
旅
」
で
は
な
く
、
旅
そ
れ
自

体
を
楽
し
む
「
目
的
と
し
て
の
旅
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
は
「
観
光
」
の
旅
の
本
来
の
意
味
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
だ
と
言

っ
て
も
よ
い
。「
観
光
」の「
観
」と
は
悟
り
を
開
く
こ
と
で
あ
る
。「
光
」

は
明
る
い
希
望
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、「
観
光
」
と
は
人
々
や
自
然

と
触
れ
合
い
、
明
る
い
希
望
を
見
い
だ
し
、
悟
り
を
開
く
こ
と
な
の
で

あ
る
。

あ
え
て
繰
り
返
せ
ば
、「
存
在
欲
求
」
が
充
足
さ
れ
る
と
、「
幸
福
」

を
実
感
で
き
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、「
存
在
欲
求
」
を
追
求
す
る
「
観

光
」
の
旅
と
は
、「
幸
福
の
青
い
鳥
」
を
探
し
求
め
て
、
さ
す
ら
う
旅

だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
幸
福
の
青
い
鳥
」
が
我
が

家
の
炉
辺
に
い
た
よ
う
に
、自
己
の
「
生
」
の
う
ち
に
「
幸
福
の
青
い
鳥
」

を
見
い
だ
し
、
悟
り
を
開
く
た
め
に
、
私
た
ち
は
旅
の
衣
を
整
え
て
旅

立
つ
。
成
熟
化
社
会
の
旅
と
は
、
そ
う
し
た
「
幸
福
の
青
い
鳥
」
を
探

し
求
め
る
「
観
光
」
の
旅
な
の
で
あ
る
。

（
じ
ん
の　

な
お
ひ
こ
）

巻　頭　言
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今
年
（
２
０
１
５
年
）
は
２
０
０
９
年

（
平
成
21
年
）以
来
６
年
ぶ
り
に
秋
の
連
続

休
暇（
シ
ル
バー
ウ
イ
ー
ク
）が
成
立
し
た
。＊

こ
れ
に
よ
っ
て
、
夏
休
み
に
予
定
し
て
い

た
旅
行
を
後
ろ
倒
し
に
し
た
、
あ
る
い
は

秋
か
ら
冬
に
予
定
し
て
い
た
旅
行
を
前
倒

し
に
し
た
な
ど
観
光
需
要
の
平
準
化
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は

国
内
旅
行
の
総
量
を
増
大
さ
せ
た
可
能
性

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
観
光
地
に
目
を
向
け
る
と
、
近

年
の
外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
よ
っ
て
需

要
の
平
準
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
見
ら
れ
る
。
日
本
人
が
旅
行
し
な
い
時

期
に
外
国
人
が
来
訪
し
て
季
節
変
動
・
月

別
変
動
の
平
準
化
に
寄
与
し
て
い
る
例
や
、

1
2

外
国
人
が
平
日
も
含
め
て
長
期
滞
在
す
る

こ
と
に
よ
り
、
週
末
集
中
型
だ
っ
た
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト
の
曜
日
変
動
が
平
準
化
す
る

な
ど
で
あ
る
。

＊
次
の
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
は
、４
連
休
が
２
０
２
０
年

（
平
成
32
年
）、５
連
休
は
２
０
２
６
年（
平
成
38
年
）

で
11
年
後
と
な
る
。

製
造
業
と
比
較
し
て

―
―「
在
庫
」
が
利
か
な
い

わ
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
、
今
や
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
や
雇
用
者
数
の

約
７
割
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か

し
製
造
業
な
ど
と
比
べ
て
必
ず
し
も
生
産

性
は
高
く
な
く
、
米
国
な
ど
の
５
～
６
割

程
度
の
水
準
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

要
因
と
し
て
、
国
内
需
要
に
大
半
を
依
存

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
応
す
る

努
力
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
、ま
た
サ
ー
ビ
ス

産
業
に
は
中
小
企
業
や
個
人
事
業
者
が
多

い
た
め
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
経
営
改

善
の
努
力
に
欠
け
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
中
で

も
宿
泊
業
や
飲
食
業
を
は
じ
め
と
す
る

旅
行
・
観
光
産
業
は
、
需
要
の
変
動
が
激

し
く
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
中
で
も
特
に
生

産
性
が
低
い
と
言
わ
れ
て
き
た
。
と
り
わ

け
、
製
造
業
に
比
べ
て
決
定
的
に
異
な
る

の
は
、
商
品
の
「
在
庫
」
が
利
か
な
い
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
日
の
座
席
、
今

日
の
客
室
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
な
く
な

る
の
で
あ
る
。

「
平
準
化
」を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
論
点

―
―
平
準
化
の
意
味
と
本
特
集
の
構
成

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
理
事
・
観
光
政
策
研
究
部
長

梅
川  

智
也
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「
生
産
性
向
上
」の
た
め
に
は「
付
加
価

値
の
拡
大
」と「
効
率
性
の
向
上
」と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
旅
行
・
観
光
産
業
の
場
合

に
と
っ
て
は
「
需
要
の
平
準
化
」
に
よ
る

効
果
が
大
き
い
。

「
平
準
化
」の
意
味
と

メ
リ
ッ
ト

―
―
平
準
化
が
も
た
ら
す
も
の
と
は

観
光
需
要
に
お
け
る「
平
準
化
」
を
定

義
づ
け
る
と
す
れ
ば
、「
季
節
や
曜
日
、天

候
な
ど
に
よ
る
旅
行
者
、
観
光
客
の
需
要

変
動
が
少
な
く
な
る
こ
と
」
で
あ
る
。
そ

の
結
果
と
し
て
、「
旅
行
・
観
光
産
業
は
、

繁
閑
の
差
が
少
な
く
な
り
、
常
に
安
定
し

た
需
要
、
そ
し
て
収
入
が
確
保
で
き
、
雇

用
面
で
も
安
定
し
た
労
働
環
境
が
維
持
で

き
る
こ
と
」
に
な
る
。
一
方
で
「
旅
行
者
、

観
光
客
に
と
っ
て
は
、
交
通
機
関
や
観
光

地
が
混
雑
す
る
こ
と
な
く
、
快
適
な
環
境

の
中
で
旅
行
で
き
る
こ
と
」に
な
る
。つ
ま

り
、「
平
準
化
」
に
よ
っ
て
供
給
側
、
需
要

側
双
方
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト

が
も
た
ら
さ
れ
る
。

観
光
需
要
の
集
中
を
解
消
し
て
平
準
化

す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、図
１

に
整
理
で
き
る
。具
体
的
に
は
、

○�

旅
行
者
・
観
光
客
―
ゆ
と

り
あ
る
快
適
な
旅
の
実
現
、

こ
れ
ま
で
と
違
う
地
域
の

魅
力
発
見　

な
ど

○�

旅
行
・
観
光
産
業
―
変
動

幅
の
小
さ
い
安
定
し
た
売

り
上
げ
の
確
保
、
雇
用
の

安
定
化　

な
ど

○�

観
光
地
―
交
通
渋
滞
の
緩

和
、
快
適
な
空
間
の
提
供

な
ど

で
あ
る
。

適
度
な
需
要
を

前
提
と
し
た
「
平
準
化
」

単
純
に
変
動
が
少
な
く
、
安
定
し
て
い

れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ど
の

程
度
の
量
で
平
準
化
し
て
い
れ
ば
よ
い
の

か
、
と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
。
交
通
機

関
や
観
光
施
設
、
観
光
地
（
供
給
側
）
な

ど
に
と
っ
て
は
、
入
込
が
多
け
れ
ば
多
い

ほ
ど
儲も

う

か
る
し
、
旅
行
者
や
観
光
客
（
需

要
側
）
に
と
っ
て
は
、
人
が
少
な
け
れ
ば

少
な
い
ほ
ど
快
適
で
あ
る
、
と
い
っ
た
単

純
な
構
図
と
は
な
ら
な
い
の
が
旅
行
・
観

光
産
業
で
あ
る
。
供
給
側
と
し
て
は
、
入

込
が
多
す
ぎ
て
も
売
上
が
上
が
ら
な
く
な

る
し（
図
２
）、需
要
側
と
し
て
は
、
入
込

わが国の観光を考える上で重要なキーワードである「平準化」。

従来旅行・観光産業は、需要の変動が大きいことによる生産性の低さが指摘されてきた。

その解決はもはや業界を超え、社会全体に課せられた課題でもあるが、一方で「平準化」は、

旅行者からすれば「快適な旅」、そして「豊かな旅」を実現させる重要なファクターの一つである。

これからの成熟化社会にふさわしい快適で豊かな旅を現実のものとするため、

本号では「平準化」にスポットを当て、

わが国の社会が取り組むべき課題やこれからの観光地が進むべき方向性について考えてみたい。

3 特集◉「平準化」を考える——成熟化社会の旅と観光地に向けて
特集1「平準化」をめぐるいくつかの論点——平準化の意味と本特集の構成

図１ 「平準化」によるメリット

旅行者・観光客

平準化によって

旅行・観光産業 観光地

○ゆとりある快適な旅の実現
○これまでと違う地域の魅力発見
など

○安定した売り上げの確保
○雇用の安定化
など

○交通渋滞の緩和
○快適な空間の提供
など

図２ 観光需要（入込）と売上との関係

注：観光施設や観光地全体の売上は、ある一定の入込を超える
と減少に向かうことが知られている

最大売上

適正入込 入込（人）

（
円
）

売
上
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が
少
な
す
ぎ
て
も
逆
に
閑
散
と
し
て
し
ま

う
。
つ
ま
り
、
両
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い

の
は
「
適
度
な
需
要
」（
採
算
性
が
確
保

で
き
る
程
度
）を
前
提
と
し
た「
平
準
化
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日
集
中
率
を

な
だ
ら
か
に
す
る
の
が

「
平
準
化
」

観
光
地
や
観
光
施
設
の
１
日
当
た
り
の

利
用
者
数
を
平
均
化
し
、
年
間
を
通
し
て

で
き
る
限
り
“
な
だ
ら
か
”
に
す
る
の
が

「
平
準
化
」
で
あ
る
（
図
３
）。
交
通
計
画

や
観
光
計
画
の
分
野
で
は
、
１
日
の
利
用

者
数
を
年
間
利
用
者
数
で
割
っ
た
数
値
を

「
日
集
中
率（
％
）」
と
し
て
施
設
容
量
な

ど
の
算
出
に
活
用
し
て
き
た
。
具
体
的
に

は
15
番
目
に
混
雑
す
る
日
の
利
用
者
数

（
入
込
客
数
）を「
計
画
日
入
込
」、そ
の
日

の
集
中
率
を
「
計
画
日
集
中
率
」
と
し
て

施
設
水
準
を
定
め
る
の
が
一
般
的
と
さ
れ

て
き
た
。

日
集
中
率
を
毎
日
一
定
に
す
る
と
い
う

の
が
理
想
で
あ
る
が
、
旅
行
・
観
光
産
業

に
お
い
て
は
そ
れ
は
望
む
べ
く
も
な
い
。

そ
の
た
め
の
産
業
界
の
努
力
、
社
会
制
度

の
変
革
、
国
民
意
識
の
改
革
な
ど
が
今
、

期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
平
準
化
」
に
向
け
た

い
く
つ
か
の
萌ほ

う

芽が

①
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
と
平
準
化

訪
日
外
国
人
の
増
加
に
よ
っ
て
平
準
化

が
進
展
し
て
い
る
。

（ａ
）日
本
人
の
旅
行
発
生
月
と
訪
日
外

国
人
の
来
日
月
が
異
な
る
こ
と
に

よ
って
平
準
化
す
る
と
い
う
こ
と

（
ｂ
）訪
日
外
国
人
の
旅
行
形
態
が
長
期

滞
在
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
曜
日

の
変
動
が
な
く
な
っ
て
平
準
化
す

る
と
い
う
こ
と

の
２
つ
の
要
因
が
あ
る
。

②
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
平
準
化

わ
が
国
で
は
現
役
時
代
の
自
由
時
間
活

動
は
ど
う
し
て
も
仕
事
の
制
限
を
受
け
や

す
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
役
を
リ
タ
イ

ア
す
る
と
、
平
日
に
旅
行
・
観
光
が
可
能

と
な
り
、
土
日
や
祝
日
な
ど
に
集
中
す
る

こ
と
な
く
、
曜
日
変
動
が
少
な
く
な
り
、

平
準
化
に
つ
な
が
る
。
と
は
い
え
、
こ
の

30
年
間
の
旅
行
出
発
月
の
経
年
変
化
を
見

る
と
、
夏
休
み
は
大
き
く
減
少
し
た
も
の

の
、
平
日
の
旅
行
は
、
そ
れ
ほ
ど
増
加
し

て
い
な
い
。
こ
れ
は
同
行
者
の
影
響
で
あ

り
、
孫
や
子
ど
も
な
ど
家
族
と
の
旅
行
を

楽
し
み
た
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

③
休
日
・
休
暇
制
度
と
平
準
化

そ
も
そ
も
休
日
・
祝
日
と
休
暇
は
異
な

る
概
念
で
あ
る
。「
休
日
・
祝
日
」
と
は
、

国
か
ら
（
神
か
ら
）
与
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、「
休
暇
」は
、
自
ら
取
得
す
る
も
の

で
あ
る
。
現
在
は
、
い
ず
れ
も
国
の
「
制

度
」
に
よ
っ
て
、
取
得
が
担
保
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、「
休
暇
」の
取
得
率
は
わ
が
国

で
は
ま
だ
ま
だ
低
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
州
ご
と
に

学
校
の
休
み
を
分
散
化
さ
せ
て
、
需
要
の

集
中
を
避
け
、平
準
化
を
図
っ
て
い
る
。そ

も
そ
も
長
い
連
続
休
暇
を
取
得
し
、
長
期

滞
在
し
て
い
る
か
ら
、
季
節
変
動
は
あ
っ

て
も
曜
日
変
動
は
少
な
い
構
造
と
な
っ
て

い
る
。

④
特
定
地
域（
人
気
観
光
地
）へ
の

集
中
と
平
準
化

わ
が
国
で
は
映
画
や
ド
ラ
マ
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
な
ど
が

あ
る
と
急
激
に
入
込
が
増
加
す
る
と
い
う

傾
向
が
見
ら
れ
る
。「
人
が
行
く
か
ら
自

分
も
行
く
」「
人
が
行
っ
た
と
こ
ろ
に
自

分
も
行
っ
て
み
た
い
」、そ
う
で
な
い
と
流

行
に
遅
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
…
…
と
い

う
日
本
人
に
あ
り
が
ち
な
心
理
が
需
要
の

集
中
に
つ
な
が
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
集
中
は
長
続
き
し
な

い
の
が
通
常
で
あ
り
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
普
段
通
り
に
戻
っ
て
い
く
こ
と
も
事

実
で
あ
る
が
、
成
熟
化
社
会
の
中
で
そ
ろ

そ
ろ
流
行
を
追
い
か
け
る
こ
と
の
是
非
が

問
い
直
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
と
平
準
化

高
速
道
路
の
渋
滞
情
報
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、「
情
報
」
が
混
雑
緩
和
、つ
ま
り

平
準
化
に
寄
与
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
宿
泊
施
設
な

4観光文化227号 October 2015

図３ 日集中率曲線

下げる

計画日
集中率

15番目
混雑日

混雑日順位（番目）

日
集
中
率（
％
）

上げる
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で
あ
る
こ
と
か
ら
、
低
い
賃
金
、
変
則
的

な
労
働
時
間
、脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くな

福
利
厚
生
な
ど
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
近
年
で

は
ま
す
ま
す
雇
用
の
確
保
が
深
刻
化
し
て

お
り
、
外
国
人
の
労
働
力
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
も
散
見
さ
れ
る
。
待
遇
面
で

の
向
上
や
地
域
と
し
て
の
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
な
ど
の
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る

が
、
需
要
が
安
定
し
て
平
準
化
す
る
こ
と

ど
の
予
約
状
況
が
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
明
ら

か
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
予
約
で
き
な

い
＝
混
雑
し
て
い
る
は
ず
＝
そ
こ
に
は
行

か
ず
に
他
の
観
光
地
を
選
択
す
る
と
い
っ

た
分
散
化
、
つ
ま
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
平
準
化

の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
旅
行
・
観
光
産
業
界
の
人
材
確
保

（
雇
用
）と
平
準
化

旅
行
・
観
光
産
業
の
大
半
が
中
小
企
業

に
よ
っ
て
、
季
節
労
働
者
や
パ
ー
ト
労
働

者
も
減
少
し
、安
定
的
な
雇
用
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

「
平
準
化
」を
考
え
る

―
―
本
特
集
の
構
成

こ
れ
ま
で
、旅
行
・
観
光
産
業
や
観
光

地
は「
平
準
化
」に
対
し
て
、“
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
対
策
”
と
称
し
て
地
道
な
努
力
を
続

け
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

①
特
別
価
格
の
設
定
（
割
引
）

ピ
ー
ク
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
、
オ
フ
と
き
め

細
か
な
価
格
設
定
を
実
施

②
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
誘
客

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
誘
客
対
策
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
開
催

③
期
間
限
定
で
の
貴
重
な
観
光
資
源
の

公
開

国
宝
や
重
要
文
化
財
な
ど
普
段
見
ら

れ
な
い
貴
重
な
観
光
資
源
を
オ
フ
シ
ー
ズ

ン
に
公
開

④
温
泉
地
の
冬
枯
れ
対
策
と
し
て
の

ス
キ
ー
場
開
発

冬
場
の
誘
客
対
策
と
し
て
ス
キ
ー
場
な

ど
の
観
光
施
設
を
開
発

⑤
ス
キ
ー
場
の
夏
場
対
策

ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
コ
ス
モ
ス
な
ど
に
よ
っ

て
ス
キ
ー
場
へ
の
夏
場
誘
客
を
実
施

な
ど
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
業

界
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
な
か
な
か
「
平

準
化
」
は
進
ま
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
近
年
、「
平
準
化
」

に
向
け
た
い
く
つ
か
の
萌
芽
が
見
ら
れ
、

こ
れ
ら
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
期
待
の
裏
付
け

と
な
る
論
文
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
本
特
集

を
構
成
し
て
お
り
、
そ
れ
は
図
４
に
示
す

通
り
で
あ
る
。さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら「
平

準
化
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

（
う
め
か
わ　

と
も
や
）

5 特集◉「平準化」を考える——成熟化社会の旅と観光地に向けて
特集1「平準化」をめぐるいくつかの論点——平準化の意味と本特集の構成

図４ 「平準化」をめぐる論点と本特集の構成

データで見る
観光需要の偏在

休日・休暇制度から見た
平準化

宿泊産業における
平準化

社会全体で
環境づくりを！

鍵は学校休暇の
地方別分散

「平準化」の実態
「平準化」に向けた提言

何をもたらすか？

スキーリゾート産業における
平準化

欧米人の余暇観と
日本人

坂倉氏

塩谷
五木田

矢ケ崎氏

廻氏

星野氏

和田氏

大野氏

首藤氏

本保氏

「平準化」をめぐる
いくつかの論点

「平準化」
期待、提案、その先にあるもの

特集１

特集２

特集３

特集５

視座

インタビュー

特集４

特集６

インタビュー
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休
暇
の
取
り
や
す
さ
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
曜
日
が
違
え

ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
違
っ
て
く
る
。
旅
行
出

発
日
の
偏
り
を
、
主
な
同
行
者
セ
グ
メ
ン

ト
別
（
標
本
数
５
０
０
以
上
）
に
見
た
の

が
図
２
で
あ
る
。

ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
の
出
発
が
目
立
つ
セ
グ

メ
ン
ト
は「
小
中
高
生
の
子
ど
も
と
一
緒
の

家
族
旅
行
」で
43
・
４
％
を
占
め
る
。一
方
、

平
日
の「
月
～
木
曜
日
」出
発
は
、「
子
育

て
後
の
女
性
に
よ
る
友
人
旅
行
」
52
・
２

％
で
５
割
を
超
え
て
お
り
、
以
下「
子
育

て
後
の
男
性
に
よ
る
友
人
旅
行
」
45・９
％
、

「
子
育
て
後
の
夫
婦
で
の
旅
行
」
43
・
１
％

の
順
で
高
い
。

金
土
日
曜
・
祝
日
の
出
発
が
多
い
セ
グ

メ
ン
ト
は
、「
未
婚
女
性
に
よ
る
友
人
旅
行
」

55・４
％
、「
未
婚
男
性
に
よ
る
友
人
旅
行
」

50・
７
％
、「
夫
婦
で
の
旅
行
（
子
ど
も
な

し
）」
50
・
０
％
、「
カ
ッ
プ
ル
で
の
旅
行
」

47
・
７
％
な
ど
で
あ
る
。

次
に
年
代
を
軸
に
出
発
日
の
傾
向
を
見

る
と（
図
３
）、若
年
層
か
ら
50
代
に
か
け

て
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
と
金
土
日
曜
・
祝
日

の
出
発
が
多
く
、
60
代
以
上
で
は
「
月
～

木
曜
日
」
出
発
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

旅
行
発
生
量
の
月
別（
出
発
月
）
の
ば

ら
つ
き
に
つ
い
て
整
理
す
る
（
図
４
）。

最
も
宿
泊
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行

が
多
い
月
は
８
月
で
年
間
発
生
量
の
10
・
９

％
を
占
め
て
い
る
。以
下
、年
末
の
12
月
が

10
・７
％
、紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
10
月
が
10
・
３

％
、初
旬
に
Ｇ
Ｗ
が
あ
る
５
月
が
９・５
％

で
続
い
て
い
る
。
逆
に
旅
行
量
が
最
も
少

な
い
月
は
２
月
で
５・６
％
、以
下
６
月
が

６・１
％
、１
月
が
６・４
％
、４
月
が
６・６

％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

年
代
別
に
月
別
の
旅
行
量
の
傾
向
を

見
て
み
よ
う
（
図
５
）。

最
も
旅
行
量
が
多
い
８
月
で
は
、若
年

層
か
ら
50
代
に
か
け
て
の
最
も
旅
行
が
多

い
月
と
な
っ
て
い
る
。一
方
で
60
代
以
上
で

は
酷
暑
を
嫌
う
傾
向
も
あ
り
、８
月
の
旅

本
稿
で
は
、
観
光
需
要
の
時
期
的
な

偏
り
に
つ
い
て
各
種
統
計
デ
ー
タ
を
も
と

に
俯ふ

瞰か
ん

す
る
こ
と
と
す
る
。
第
１
節
で
は

国
内
旅
行
市
場
の
現
状
を
人
数
ベ
ー
ス
、

消
費
額
ベ
ー
ス
の
順
に
見
る
こ
と
に
す
る
。

第
２
節
で
は
、
地
域
別
に
見
た
観
光
需
要

の
偏
り
を
概
観
し
た
上
で
、
外
国
人
客
に

よ
る
地
域
の
宿
泊
需
要
平
準
化
の
貢
献
に

つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

1 

国
内
観
光
需
要
の

時
期
別
に
見
た
偏
在

①
旅
行
出
発
日
お
よ
び
出
発
月
の
現
況

そ
れ
で
は
、
ま
ず
日
本
人
が
「
旅
行

に
行
く
時
期
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
資

2

デ
ー
タ
か
ら
見
る
観
光
需
要
の
偏
在

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
次
長
・
主
席
研
究
員

観
光
文
化
研
究
部
　
主
任
研
究
員

料
は
、
全
国
の
消
費
者
を
対
象
と
し
た

「
２
０
１
４
年
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
旅
行
実
態
調
査
」

（〔
公
財
〕
日
本
交
通
公
社
）
で
あ
る
（
旅

行
標
本
数
２
０
１
５
０
件
）。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
60
代
以

上
の
旅
行
量
が
実
態
よ
り
も
少
な
め
に
反

映
さ
れ
る
点
に
留
意
願
い
た
い
。

日
本
人
の
旅
行
時
期
は
、
ピ
ー
ク
シ
ー

ズ
ン
が
23
・３
％（
夏
休
み
８・５
％
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク〔
以
下
、Ｇ
Ｗ
〕６・７
％
、

年
末
年
始
８・２
％
）、「
月
～
木
曜
日
」
が

31
・３
％
、金
土
日
曜
・
祝
日（
ピ
ー
ク
シ
ー

ズ
ン
を
除
外
）が
45
・
３
％（
う
ち「
金
曜

日
」13
・
０
％
、「
土
曜
日
」17
・
７
％
、「
日

曜
・
祝
祭
日
」
14
・
７
％
）と
な
っ
て
い
る

（
図
１
）。

五
木
田  

玲
子

塩
谷  

英
生
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行
は
７
％
台
に
と
ど
ま
る
。
12
月
も
８
月

と
類
似
し
て
お
り
、60
代
以
上
の
旅
行
は

少
な
い
。
逆
に
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

と
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
は
60
代
以

上
の
旅
行
が
目
立
つ
月
と
な
っ
て
い
る
。

②
観
光
消
費
額
・
消
費
単
価
の
偏
り

観
光
需
要
の
指
標
は
、観
光
客
数
や
延

べ
宿
泊
者
数
な
ど「
人
回
」「
人
泊
」を
単

位
と
す
る
人
数
に
関
す
る
も
の
と
、観
光

消
費
額
な
ど
「
円
」
を
単
位
と
す
る
も

の
に
大
別
で
き
る
。
そ
し
て
、
観
光
経
済

の
視
点
で
は
後
者
の
平
準
化
が
よ
り
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

観
光
庁
の｢

旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調

査｣

を
用
い
て
観
光
消
費
額
の
平
準
化
の

状
況
を
見
て
み
る
。
ま
ず
、
２
０
１
４
年

（
平
成
26
年
）の
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

旅
行
の
消
費
額
は
約
８・５
兆
円
と
推
計

さ
れ
て
い
る（
旅
行
前
後
の
支
出
を
含
む
）。

こ
れ
を
月
別
に
見
る
と
、８
月
の
消
費

額
が
１
・
２
兆
円
と
突
出
し
た
形
と
な
っ

て
お
り
、年
間
の
14
・１
％
を
占
め
て
い
る
。

以
下
、３
月
、５
月
、10
月
、11
月
、９
月
が

７
０
０
０
億
円
台
で
続
い
て
い
る
。
消
費

額
が
少
な
い
月
は
２
月
、４
月
、６
月
で

５
０
０
０
億
円
台
と
な
っ
て
い
る
（
図
６
）。

資料：（公財）日本交通公社「2014年JTBF旅行実態調査」

図１  日本人の宿泊観光レクリエーション旅行の出発日
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

全体
（n=20,150）

8.5 6.7 8.2 31.3 13.0 17.7 14.7

　 夏休み　　 GW　　 年末年始　　 月～木曜日　　 金曜日　　 土曜日　　 日曜・祝祭日

資料：（公財）日本交通公社「2014年JTBF旅行実態調査」

図３  日本人の宿泊観光レクリエーション旅行の出発日（年代別）
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

16〜19歳（n=493）

20代（n=2,912）

30代（n=3,436）

40代（n=3,453）

50代（n=3,263）

60代（n=3,908）

70代（n=2,685）

16.4 5.5 12.4 28.6 12.4 13.0 11.8

8.8 7.1 9.9 23.4 14.9 19.7 16.2

10.0 7.4 10.1 21.5 12.8 22.5 15.6

11.1 7.4 9.2 23.4 12.5 22.4 14.0

9.3 7.3 8.3 25.9 15.7 19.1 14.4

5.7 5.4 5.7 43.3 12.3 13.1 14.5

4.2 5.6 5.5 52.1 9.9 8.9 13.9

　 夏休み　　 GW　　 年末年始　　 月～木曜日　　 金曜日　　 土曜日　　 日曜・祝祭日

資料：（公財）日本交通公社「2014年JTBF旅行実態調査」

図２  日本人の宿泊観光レクリエーション旅行の出発日（同行者セグメント別）
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

乳幼児の子どもと一緒の家族旅行（小中高生を含まない）（n=929）

小中高生の子どもと一緒の家族旅行（乳幼児連れも含む）（n=2,005）

18歳以上のみの家族旅行（n=2,060）

カップルでの旅行（n=1,451）

夫婦での旅行（子どもなし）（n=1,917）

子育て後の夫婦での旅行（末子が18歳以上）（n=3,109）

未婚男性による友人旅行（n=858）

子育て後の男性による友人旅行（末子が18歳以上）（n=796）

未婚女性による友人旅行（n=976）

子育て後の女性による友人旅行（末子が18歳以上）（n=1,039）

男性のひとり旅（n=1,945）

女性のひとり旅（n=1,226）

　 夏休み　　 GW　　 年末年始　　 月～木曜日　　 金曜日　　 土曜日　　 日曜・祝祭日

11.7

22.4

8.8 6.7 10.7 28.5 13.2 17.8 14.2

7.0 8.5 10.1 26.8 13.1 20.9 13.7

8.5 8.8 8.7 24.1 14.3 18.7 17.0

4.8 6.9 6.1 43.1 12.5 12.2 14.4

9.3 7.6 10.4 22.0 13.1 22.1 15.5

3.1 3.8 2.3 45.9 13.7 15.7 15.6

6.1 5.1 5.8 27.5 15.4 24.6 15.5

3.0 4.4 2.4 52.2 11.5 12.9 13.7

8.2 5.8 9.4 32.0 14.1 17.6 12.9

6.0 4.8 8.2 38.0 14.4 16.0 12.6

8.1 12.9 14.6 10.3 18.3 13.4

7.9 10.9 23.9 13.0 18.1 14.5
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8

月
別
に
旅
行
１
人
１
回
当
た
り
の
消

費
単
価
を
見
る
と
、
最
も
消
費
単
価
が

高
い
月
は
10
月
で
５
万
９
９
０
０
円
で
あ

り
、以
下
11
月
５
万
７
８
０
０
円
、１
月

５
万
６
４
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。旅
行
量

が
最
も
多
い
８
月
は
５
万
２
３
０
０
円
と
、

年
間
平
均
の
５
万
３
３
０
０
円
よ
り
も
若

干
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因

の
一
つ
と
し
て
は
、８
月
の
旅
行
が
多
い

若
年
層（
乳
幼
児
を
含
む
）の
消
費
単
価

が
低
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

消
費
額
や
消
費
単
価
の
偏
在
の
し
か
た

は
、
観
光
産
業
の
業
種
に
よ
っ
て
も
異
な

る
。こ
こ
で
は
、同
調
査
か
ら
観
光
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の「
宿
泊
費（
個
人
手
配
旅

行
）」を
月
別
に
見
て
み
る
（
図
７
）。

ま
ず
宿
泊
費
が
、１
月
、10
月
、８
月
の

順
で
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
旅
行
１
回
当

た
り
の
泊
数
は
年
間
平
均
が
１
・
64
泊
に

対
し
て
、１
月
が
１
・
75
泊
、10
月
が
１
・
63

泊
、８
月
が
１・81
泊
と
な
っ
て
お
り
、10
月

の
１
泊
当
た
り
の
宿
泊
単
価
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
宿
泊
費
が
最
も
低
い
月
は
５
月

（
１
万
５
９
０
０
円
）で
あ
り
、Ｇ
Ｗ
の
あ
る

初
旬
と
中
下
旬
の
格
差
が
大
き
く
、ベ
ス
ト

シ
ー
ズ
ン
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
均
宿
泊
費

は
低
い
。こ
の
他
、２
～
３
月
、６
～
７
月
、

観光文化227号 October 2015

資料：（公財）日本交通公社「2014年JTBF旅行実態調査」

図４  日本人の宿泊観光レクリエーション旅行の出発月
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

全体
（n=20,150）

6.4 5.6 8.3 6.6 9.5 6.1 7.0 10.9 9.3 10.3 9.2 10.7

　 1月　　 2月　　 3月　　 4月　　 5月　　 6月　　 7月　　 8月　　 9月　　 10月　　 11月　　 12月

　 1月　　 2月　　 3月　　 4月　　 5月　　 6月　　 7月　　 8月　　 9月　　 10月　　 11月　　 12月
資料：（公財）日本交通公社「2014年JTBF旅行実態調査」

図５  日本人の宿泊観光レクリエーション旅行の出発月（年代別）
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

16〜19歳（n=493）

20代（n=2,912）

30代（n=3,436）

40代（n=3,453）

50代（n=3,263）

60代（n=3,908）

70代（n=2,685）

6.3 6.7 12.6 5.5 4.7 2.4 5.5 18.7 10.1 5.3 5.3 17.0

7.3 7.0 8.4 5.4 8.4 5.0 6.8 12.1 10.0 8.9 7.8 12.9

6.9 5.5 7.7 6.2 8.6 5.3 7.1 12.2 9.4 9.0 9.0 13.2

6.7 5.7 7.3 6.2 9.4 5.4 7.7 13.3 8.7 8.7 9.3 11.6

6.7 5.2 8.2 6.4 10.1 5.3 7.0 11.9 8.9 9.9 9.5 10.8

5.8 5.5 8.6 7.9 10.0 7.8 7.1 7.9 9.3 12.5 10.0 7.8

5.0 4.8 9.0 7.7 11.4 8.5 6.1 7.0 9.3 13.6 10.4 7.3

図６  月別に見た観光・レクリエーション消費額
および消費単価
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0
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0.0

　 観光・レクリエーション消費額 観光・レクリエーション消費単価
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査（2014年）」

6,009

56.4 55.0

48.7

55.1
50.3 49.2

53.9 52.3
52.2

59.9 57.8
52.9

5,338

7,725

5,420

7,516

5,989
6,735

12,019

7,017
7,452 7,351

6,769

（億円） （千円／人回）

図７  月別に見た観光・レクリエーションの宿泊費
25

20

15

10
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査（2014年）」
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９
月
の
宿
泊
費
も
低
い
傾
向
が
あ
る
。

2
地
域
に
お
け
る
観
光
需
要

の
偏
り
と
外
国
人
客
に
よ

る
平
準
化
へ
の
貢
献

①
地
域
別
に
見
た
観
光
需
要
の
偏
り

地
域
単
位
で
見
た
観
光
需
要
の
時
期

的
な
ば
ら
つ
き
は
、も
ち
ろ
ん
日
本
全
体

の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
観
光
地
の
誘
致
力

は
、
地
域
の
観
光
資
源
や
提
供
さ
れ
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
例

え
ば
１
月
の
よ
う
な
寒
い
時
期
で
あ
っ
て

も
、
初
詣
や
ス
キ
ー
と
い
っ
た
季
節
的
な

資
源
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
有
す
る
地
域
で

は
誘
致
力
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
観
光
庁
の「
宿
泊
旅
行
統

計
調
査
（
２
０
１
４
年
確
報
）」を
用
い
て
、

都
道
府
県
単
位
の
偏
り
の
状
況
に
つ
い
て

概
観
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

図
８
は
、年
間
延
べ
宿
泊
者
数（
対
数

表
示
）を
縦
軸
に
、月
別
延
べ
宿
泊
者
数
の

「
変
動
係
数
」を
横
軸
と
し
て
各
都
道
府
県

を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。図
中
の
縦

横
の
破
線
は
全
国
平
均（
延
べ
宿
泊
者
数

１
０
０
７
万
人
泊
、「
変
動
係
数
」０
・
14
）

を
表
し
て
い
る
。ま
た
、宿
泊
客
に
は
ビ
ジ

ネ
ス
客
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
点
に
留
意

願
い
た
い
。

こ
こ
で
、「
変
動
係
数
」
と
は
月
別
宿

泊
数
の
相
対
的
な
ば
ら
つ
き
度
合
い
を
表

す
指
標
で
あ
り
、標
準
偏
差
を
平
均
値
で

除
す
こ
と
で
計
算
さ
れ
る
。
こ
の
数
値
は
、

観
光
客
数
が
突
出
し
て
多
い
月
や
低
い
月

②
観
光
活
動
別
に
見
た
偏
り

図
９
は
、｢

Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
旅
行
実
態
調
査
」

か
ら
各
種
観
光
活
動
の
年
間
平
均
の
実

施
率
を
横
軸
に
、
月
別
構
成
比
の
変
動

係
数
を
縦
軸
に
し
て
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の

で
あ
る
。
横
軸
は
い
わ
ば
市
場
規
模
を
表

し
、
縦
軸
は
季
節
に
よ
る
ば
ら
つ
き
度
合

い
を
示
す
。
な
お
、
各
活
動
の
変
動
係
数

の
単
純
平
均
は
０
・
40
で
あ
る
。

変
動
係
数
が
大
き
い
活
動
と
し
て
は

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」「
海
水
浴
・
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
」
が
頭ず

ぬ抜
け
て
お
り
、
こ

れ
に「
季
節
の
花
見
」「
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
・

エ
コ
ツ
ア
ー
」
が
続
く
。
年
間
に
均な

ら

す
と

こ
れ
ら
の
活
動
の
実
施
率
は
低
い
が
、
季

節
的
、
地
域
的
に
見
る
と
集
中
的
な
需
要

が
発
生
す
る
活
動
で
あ
る
。
こ
う
し
た
活

動
が
誘
客
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
地
域
で

は
、
観
光
地
経
営
の
観
点
か
ら
平
準
化
が

課
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

一
方
で
、変
動
係
数
が
低
く
て
実
施
率

も
高
い
活
動
に
は
、「
自
然･

風
景･

景
勝

地
鑑
賞
」「
温
泉
」「
現
地
グ
ル
メ･

名
物

料
理
」「
歴
史･

文
化
的
な
名
所･

社
寺
仏

閣
」「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ･

買
い
物
」「
ま
ち
並

み
散
策
」
な
ど
が
あ
る
。こ
う
し
た
需
要

は
、夏
場
で
も
冬
場
で
も
比
較
的
安
定
的

が
あ
る
と
大
き
く
な
り
や
す
い
。

大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
、変
動
係
数
が

大
き
い
地
域
は
、甲
信
越
地
方
、北
陸
、北

海
道
、東
北
地
方
な
ど
雪
国
や
北
国
に
比

較
的
多
く
見
ら
れ
る
。一
方
、変
動
係
数
が

低
い
地
域
は
、大
都
市
圏
を
抱
え
る
地
域

や
九
州
地
方
な
ど
で
目
立
っ
て
い
る
。

図８  都道府県別延べ宿泊数と月別延べ宿泊者数の変動係数

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25 0.30 0.35 0.40 0.45

20

2

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査（2014年確報）」

延
べ
宿
泊
者
数
（
百
万
人
泊
）
対
数
表
示

月別延べ宿泊者数の変動係数（標準偏差／平均値）

東京都

大阪府

千葉県

京都府
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北海道
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福島県
全国平均
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奈良県

山梨県

神奈川県

愛知県

宮城県
広島県

鹿児島県
熊本県

長崎県

岐阜県大分県

埼玉県

岡山県
愛媛県

茨城県

宮崎県

佐賀県

三重県 群馬県
新潟県 栃木県

石川県

高知県
島根県

鳥取県

和歌山県
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富山県 香川県 秋田県
福井県
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岩手県

山口県
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10

に
発
生
し
て
い
る
。

③
外
国
人
客
に
よ
る

宿
泊
需
要
平
準
化
へ
の
貢
献

円
安
を
背
景
に
訪
日
外
国
人
客
の
増
加

が
続
い
て
お
り
、
２
０
１
５
年（
平
成
27

年
）の
訪
日
外
客
数
は
上
半
期
の
推
定
値

が
約
９
１
４
万
人（
日
本
政
府
観
光
局〔
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
〕推
計
）、
前
年
比
46
・
０
％
増
と

い
う
驚
異
的
な
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
前

掲
の「
２
０
１
４
年
宿
泊
旅
行
統
計
」
で

見
る
と
、外
国
人
客
の
延
べ
宿
泊
者
数
は

４
４
８
２
万
人
泊
で
、
総
延
べ
宿
泊
者
数

４・７
億
人
泊
の
９・５
％
を
占
め
る
ま
で

に
な
っ
た
（
２
０
１
３
年
は
７・２
％
）。

外
国
人
客
は
、
需
要
の
平
準
化
に
ど
の

程
度
貢
献
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、「
宿

泊
旅
行
統
計
調
査
」
を
用
い
て
宿
泊
需
要

の
平
準
化
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
図
10
は
、

月
別
の
日
本
人
お
よ
び
外
国
人
の
延
べ
宿

泊
者
数
の
構
成
比
と
客
室
稼
働
率
を
見

た
も
の
で
あ
る
。

日
本
人
客
の
ピ
ー
ク
が
８
月（
11・８
％
）

で
あ
る
の
に
対
し
、
外
国
人
客
で
は
桜
の

開
花
期
を
含
む
４
月（
10
・
１
％
）が
ピ
ー

ク
と
な
っ
て
い
る
。
４
月
は
国
内
旅
行
市

場
で
は
オ
フ
に
当
た
る
時
期
で
あ
り
、
外

国
人
の
需
要
は
国
内
旅
行
市
場
の
偏
り
を

観光文化227号 October 2015

図９  観光活動の実施率と変動係数

5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%0%
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資料：（公財）日本交通公社「2014年JTBF旅行実態調査」

当
該
活
動
の
月
別
構
成
比
の
変
動
係
数

当該活動の実施率（年間平均）

季節の花見
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リゾート滞在（海浜）

海水浴･マリンスポーツ

まち並み散策

図10  月別に見た国籍別延べ宿泊者数構成比と客室稼働率

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査（2014年確報）」
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11 特集◉「平準化」を考える——成熟化社会の旅と観光地に向けて
特集2 データから見る観光需要の偏在

効
果
的
に
補
完
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、４
月
に
準
じ
る
ピ
ー
ク
が
７
月

と
10
月
で
あ
り
、こ
の
時
期
の
国
内
旅
行

は
オ
フ
で
は
な
い
が
、８
月
に
比
べ
る
と
客

室
稼
働
率
に
も
若
干
余
裕
が
あ
る
時
期

と
な
っ
て
い
る
。こ
の
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、

気
候
が
良
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、稼
働
率

に
お
い
て
外
国
人
受
け
入
れ
の
余
裕
が
あ

る
時
期
は
、５
月
中
旬
か
ら
６
月
上
旬
に

か
け
て
と
、（
連
休
を
除
く
）９
月
で
あ
る
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
商
品
開
発
を
強
化
す

べ
き
期
間
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

前
掲
の
月
別
延
べ
宿
泊
者
数
の
「
変

動
係
数
（
＝
標
準
偏
差
／
平
均
値
）」
は

全
国
で
０
・
14
で
あ
っ
た
が
、日
本
人
宿
泊

者
の
み
で
計
算
し
た
場
合
は
０
・
15
と
な

る（
図
11
）。
し
た
が
っ
て
、外
国
人
客
の

需
要
が
加
わ
る
こ
と
で
変
動
係
数
は
０
・

01
改
善
し
て
い
る
こ
と
に
な
る（
改
善
率

７・２
％
）。

都
道
府
県
ご
と
の
改
善
率
は
地
域
差

が
大
き
い
が
、最
も
高
い
の
は
国
際
線
ク

ル
ー
の
月
別
需
要
が
安
定
的
な
千
葉
県
の

10
・
３
％
で
あ
り
、次
い
で
山
梨
県
10
・
２

％
、
熊
本
県
７・９
％
、
大
分
県
７・８
％

と
続
い
て
い
る
。な
お
、東
京
都
に
つ
い
て

は
日
本
人
の
需
要
が
非
常
に
安
定
的
で
あ

り
、
外
国
人
を
含
む
変
動
係
数
の
ほ
う
が

４・３
％
悪
化
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

④
観
光
地
経
営
の
視
点
か
ら

以
上
、
観
光
需
要
の
時
期
的
な
偏
在
の

現
況
に
つ
い
て
、
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
て

検
分
を
行
っ
て
き
た
。
月
や
曜
日
が
変
わ

れ
ば
需
要
の
主
体
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し

ま
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識

さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

観
光
地
経
営
の
視
点
か
ら
、観
光
需
要

の
時
期
的
分
散
は
重
要
で
あ
る
。
年
間
を

通
じ
た
安
定
的
利
潤
の
確
保
が
継
続
的

な
投
資
に
つ
な
が
り
、
安
定
雇
用
の
促
進

が
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
維
持
向
上
に
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

観
光
需
要
の
平
準
化
は
、
国
籍
、
年
代
、

同
行
者
、
活
動
、
交
通
機
関
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
類
軸
を
用
い
て
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
を

埋
め
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
抽
出
し
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
よ
う
に
カ
レ
ン
ダ
ー
に
当
て
は

め
て
い
く
作
業
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
限

ら
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
の
観
点

か
ら
は
“
選
択
と
集
中
”
が
要
請
さ
れ
る
。

信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
を
用
い
た
地
域
の
観

光
需
要
の
分
析
が
よ
り
重
要
と
な
る
。

（
し
お
や　
ひ
で
お
／
ご
き
た　
れ
い
こ
）

図11  月別延べ宿泊者数の変動係数と外国人客による改善（上位20道府県）

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査（2014年確報）」をもとに塩谷作成

改善率
順位 都道府県

a.月別延べ宿泊者数の
変動係数
（標準偏差／平均値）

b.月別日本人延べ宿泊者数
の変動係数
（標準偏差／平均値）

外国人受入による変動係数
の改善率％（a.-b.）*100/b.

月別外国人延べ宿泊者数
の変動係数
（標準偏差／平均値）

全国 0.14 0.15 7.2 0.14

1
2
3
4
5
6
7
8
9
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千葉県
山梨県
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0.13
0.42
0.15
0.13
0.10
0.12
0.16
0.21
0.13
0.27

0.17
0.31
0.18
0.20
0.15
0.09
0.14
0.23
0.23
0.18

0.14
0.47
0.17
0.14
0.11
0.13
0.17
0.22
0.14
0.28

0.18
0.33
0.19
0.21
0.16
0.10
0.14
0.24
0.23
0.18

10.3
10.2

7.9
7.8
6.8
6.5
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5.9
5.5
5.4

5.1
4.9
4.8
4.7
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3.5
2.9
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1.9

0.18
0.22
0.14
0.19
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0.26

0.45
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0.29
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わ
が
国
で
は
、
個
々
人
が
休
む
日
を
決

め
る
有
給
休
暇
で
は
な
く
、
国
民
の
祝
日

を
中
心
と
し
た
一
斉
取
得
型
の
休
み
方
が

主
流
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
特
定
時
期
に

観
光
需
要
が
集
中
し
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
事

業
者
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。「
日
本
再
興
戦
略
」
改
定
２
０
１
５

に
お
い
て
、
観
光
産
業
を
、
地
域
経
済
を

牽
引
す
る
基
幹
産
業
へ
と
再
構
築
さ
せ
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
大
き
な
期
待
に
応

え
て
い
く
た
め
に
は
、
観
光
需
要
の
平
準

化
へ
の
挑
戦
が
欠
か
せ
な
い
。

1 

わ
が
国
の
休
暇
・
休
日

1
労
働
者
に
と
っ
て
の
休
暇
・
休
日

休
暇
と
は
、労
働
す
る
義
務
が
あ
る
日

に
、
会
社
が
そ
の
労
働
義
務
を
免
除
す
る

日
で
あ
る
。
労
働
基
準
法
（
以
下
、
労
基

法
）第
39
条
第
１
項
に
、「
雇
入
れ
の
日
か

ら
６
か
月
間
継
続
勤
務
し
、
全
労
働
日
の

８
割
以
上
出
勤
し
た
労
働
者
に
対
し
て
は
、

継
続
し
、
又
は
分
割
し
た
最
低
10
日
の
年

次
有
給
休
暇
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
る
。

休
日
と
は
労
働
す
る
義
務
の
な
い
日
の

こ
と
で
あ
り
、
労
基
法
第
35
条
に「
毎
週

少
な
く
と
も
１
回
又
は
４
週
間
を
通
じ
４

日
以
上
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
労
基
法
は
、
何
曜
日
を

休
日
と
す
る
か
、
国
民
の
祝
日
を
休
日
と

す
る
か
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
ら
ず
、
個

別
企
業
の
就
業
実
態
に
あ
わ
せ
て
、
就
業

規
則
で
休
日
を
定
め
る
。 

2
学
校
休
業
日

学
校
の
休
業
日
は
各
学
校
の
設
置
者

が
定
め
る
。
公
立
の
小
中
学
校
は
市
区
町

村
教
育
委
員
会
で
あ
り
、
県
立
高
校
の

場
合
に
は
県
教
育
委
員
会
で
あ
る
。

近
年
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
連
携
し

て
多
様
な
学
習
活
動
や
体
験
活
動
に
取

り
組
む
「
土
曜
授
業
」
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
土
曜
授
業
は
東
京
都
に
お
い
て
取
組

み
が
進
ん
で
お
り
、
文
部
科
学
省
の
発
表

に
よ
る
と
、
２
０
１
４
年
度
に
土
曜
授
業

を
実
施
し
た
小
学
校
の
割
合
は
全
国
平

均
が
17
・１
％
、
東
京
都
平
均
が
85
・５
％
、

中
学
校
で
は
全
国
平
均
が
18
・
３
％
、
東

京
都
平
均
が
95
・
１
％
で
あ
っ
た
。
東
京

都
の
小
中
学
校
に
お
け
る
年
間
の
実
施
回

数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、 
２
０
１
４
年
度

で
は
、
年
間
６
回
以
上
実
施
の
小
学
校
が

50
・
６
％
、
中
学
校
が
50
・
５
％
で
あ
る
。

な
お
、
大
学
の
年
間
の
講
義
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
期
間
内
に
規
定
の
講
義
コ
マ
数
を
確

保
す
る
た
め
、
土
曜
日
や
祝
日
に
お
い
て

も
講
義
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

3
国
民
の
祝
日

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、

祝
日
法
）
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
祝
日
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
15
日
で
あ
る

が
、２
０
１
６
年
か
ら
、新
た
に
「
山
の
日
」

が
祝
日
と
な
り
年
間
16
日
と
な
る
。
祝
日

法
は
３
つ
の
条
文
か
ら
成
る
短
い
法
律
で
、

第
１
条
に
は
「
国
民
こ
ぞ
っ
て
祝
い
、
感

謝
し
、
又
は
記
念
す
る
日
」
が
祝
日
で
あ

る
と
定
義
さ
れ
、
第
２
条
に
は
具
体
的
な

祝
日
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
第
３
条
に
お

い
て
、
祝
日
が
休
日
で
あ
る
と
さ
れ
、
さ

ら
に
、
同
第
２
項
、
第
３
項
で
、い
わ
ゆ

る
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
の
三
連
休
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。

2 

観
光
需
要
と
休
暇
・
休
日

1
わ
が
国
の
休
暇
・
休
日
制
度
の
特
徴

労
働
者
の
年
間
休
暇
・
休
日
日
数
を

矢
ケ
崎  

紀
子 3

わ
が
国
の
休
暇
・
休
日
制
度
と

需
要
の
平
準
化

東
洋
大
学
国
際
地
域
学
部
　
国
際
観
光
学
科
　
准
教
授
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特集3 わが国の休暇・休日制度と需要の平準化

国
際
比
較
す
る
と
、
英
仏
独
は
週
休
日
以

外
の
休
日
、
す
な
わ
ち
祝
日
が
少
な
く
、

年
次
有
給
休
暇
が
ほ
ぼ
完
全
取
得
状
況

で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
年
次
有

給
休
暇
の
平
均
取
得
日
数
が
英
仏
独
の

３
分
の
１
以
下
で
あ
る
一
方
、
祝
日
が
多

く
な
っ
て
い
る（
図
１
）。
子
ど
も
も
、
土

曜
授
業
、
塾
や
習
い
事
、
部
活
動
等
に
時

間
を
費
や
し
て
お
り
、家
族
全
員
の
休
暇・

休
日
を
あ
わ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
誰
も
が

休
み
や
す
い
国
民
の
祝
日
を
中
心
に
調
整

が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

2
観
光
需
要
の
集
中

わ
が
国
の
旅
行
行
動
の
発
生
日
は
特

定
の
日
数
に
集
中
し
て
い
る
。
図
２
は
、

２
０
０
９
年
の
旅
行
量
を
旅
行
実
施
日
ご

と
に
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
間
旅
行

量
の
59
・
７
％
が
年
末
年
始
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク（
以
下
、Ｇ
Ｗ
）、お
盆
、シ
ル

バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
、三
連
休
に
実
施
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
暦
の
日
数
で
み
る

と
３
６
５
日
の
う
ち
の
12
・
１
％
に
過
ぎ

な
い
。
旅
行
シ
ー
ズ
ン
の
定
番
で
あ
る
年

末
年
始
、Ｇ
Ｗ
、お
盆
だ
け
を
取
り
出
す
と
、

旅
行
量
の
40
・
９
％
が
暦
の
６・６
％（
24

日
間
）
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

図１  年間休暇・休日日数の国際比較（2013年）

注：①週休日とは「日曜日」「土曜日」などの「会社指定休日」を指し、ここでは完全週休2日制と仮定
②年次有給休暇には、繰越日数を含まない。日本は、年次有給休暇の平均取得日数（常用労働者が30人以上の民営企業を対象）

欧州は、労使協約で合意した年次有給休暇の平均付与日数
出典：独立行政法人労働政策研究・研修機構「データブック国際労働比較2015」より作成
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14

な
お
、２
０
０
９
年
は
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー

ク
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
盆
や
三
連
休

で
実
施
さ
れ
る
予
定
の
旅
行
の
一
部
が
シ

ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
時
期
に
シ
フ
ト
し
た
と
の

見
方
も
あ
り
、
例
年
よ
り
も
年
末
年
始
、

Ｇ
Ｗ
、
お
盆
の
時
期
へ
の
集
中
度
合
い
が

若
干
低
く
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

3 

観
光
需
要
の

集
中
が
も
た
ら
す
問
題

1
旅
行
者
へ
の
影
響

毎
年
、
年
末
年
始
、
Ｇ
Ｗ
、
お
盆
の
時

期
に
は
、
高
速
道
路
の
渋
滞
、
新
幹
線
駅

や
主
要
空
港
の
混
雑
が
報
道
さ
れ
る
。
行

き
た
い
宿
に
宿
泊
で
き
な
い
場
合
も
多
い
。

実
際
に
宿
に
行
っ
て
み
る
と
全
館
満
室
で

ゆ
っ
た
り
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
状

況
で
な
い
こ
と
も
多
い
。
観
光
地
や
レ
ジ

ャ
ー
施
設
の
混
雑
も
ま
た
然し

か

り
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
旅
行
者
か
ら
す
る
と
、
混
雑

時
期
に
お
け
る
旅
行
は
“
疲
れ
る
旅
”
に

な
っ
て
し
ま
い
満
足
度
が
低
下
す
る
懸
念

が
あ
る
。

混
雑
を
嫌
っ
て
旅
行
し
な
い
人
が
多
い

こ
と
が
観
光
庁
の
調
査
に
よ
っ
て
示
さ
れ

て
い
る
。観
光
庁「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
お
け
る
観
光
旅
行
調
査
」（
２
０
１
０

年
５
月
、
１
万
人
超
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
）
に
よ
る
と
、
２
０
１
０
年

の
Ｇ
Ｗ
に
国
内
宿
泊
旅
行
を
実
施
し
た
人

の
割
合
は
20
・
２
％
、
日
帰
り
旅
行
を
実

施
し
た
人
の
割
合
は
35
・
０
％
で
あ
っ
た
。

旅
行
を
実
施
し
な
か
っ
た
人
々
に
、「
Ｇ
Ｗ

の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
れ
ば
国
内
宿
泊
旅

行
に
行
く
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
質
問
し

た
と
こ
ろ
、
32
・１
％
が
「
行
く
と
思
う
」

と
回
答
し
て
い
る
。ま
た
、旅
行
し
た
人
々

の
35
・
７
％
が
、
Ｇ
Ｗ
の
混
雑
が
緩
和
さ

れ
れ
ば
、
宿
泊
数
を
増
や
す
、
宿
泊
旅
行

の
回
数
を
も
う
１
回
増
や
す
、
日
帰
り
旅

行
を
宿
泊
旅
行
に
す
る
、
の
い
ず
れ
か
に

回
答
し
て
い
る
。
需
要
集
中
を
嫌
っ
て
埋

没
し
て
い
る
旅
行
意
欲
が
相
当
程
度
に
存

在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

2
事
業
者
へ
の
影
響

観
光
需
要
の
集
中
は
、
観
光
事
業
者

の
経
営
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
交
通
事
業
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
等
は
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
と
観
光
需
要
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
経
営
し
て
い

く
道
が
あ
る
が
、
一
般
観
光
客
が
メ
イ
ン

で
あ
る
地
方
の
旅
館
、
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー

施
設
等
で
は
、
経
営
努
力
が
及
ば
な
い
と

こ
ろ
で
自
社
の
収
入
・
利
益
が
制
約
を
受

け
て
し
ま
う
。

図
２
に
基
づ
け
ば
、１
年
の
34
・５
％
の

日
数（
約
１
２
５
日
）に
相
当
す
る
年
末
年

始
・
Ｇ
Ｗ
を
含
む
祝
日
に
よ
る
連
休
・
お

盆
・
土
日
で
年
間
の
売
上
げ
の
約
８
割
を

稼
ぐ
こ
と
に
な
り
、
残
り
の
約
２
４
０
日

（
65・５
％
）は
売
上
げ
の
16
・５
％
に
し
か

貢
献
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
繁
閑
の
料
金

差
を
設
け
て
い
る
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

年
間
１
２
５
日
の
繁
忙
期
に
得
る
収
入
の

割
合
は
８
割
を
超
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
制
約
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
事

業
者
に
経
営
力
を
磨
こ
う
と
い
う
意
欲

を
損
な
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ど
ん
な
に

頑
張
っ
て
営
業
を
し
て
も
お
客
は
来
な
い

時
に
は
来
な
い
、
営
業
を
し
な
く
と
も
待

っ
て
い
れ
ば
特
定
時
期
に
満
室
に
な
る
ほ

ど
や
っ
て
く
る
、
自
身
の
旅
館
が
人
気
旅

館
で
な
く
と
も
近
隣
に
人
気
の
高
い
旅
館

が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
満
室
に
な
れ
ば
客
は

自
ず
と
流
れ
て
く
る
、
予
約
管
理
は
大
変

な
の
で
全
客
室
を
送
客
事
業
者
に
預
け
て

し
ま
う
。
こ
う
し
た
実
態
も
無
理
か
ら
ぬ

と
こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
収
益
の
源
泉
で

あ
る
正
規
雇
用
の
従
業
員
数
を
低
く
抑

え
る
こ
と
に
も
な
る
。
繁
忙
期
に
パ
ー
ト

や
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
い
、
閑
散
期
を
こ
な

し
て
い
く
だ
け
の
従
業
員
の
雇
用
を
維
持

す
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
に
な
っ
て
し

ま
う
。
こ
の
た
め
、
稼
ぎ
時
で
あ
る
と
と

も
に
、
顧
客
満
足
度
を
あ
げ
て
リ
ピ
ー
タ

ー
に
な
っ
て
も
ら
う
機
会
で
も
あ
る
繁
忙

期
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
う
ち

十
分
な
研
修
や
経
験
を
積
ん
で
ス
キ
ル
を

向
上
さ
せ
て
い
る
人
の
割
合
が
低
く
な
り
、

館
内
の
混
雑
も
あ
い
ま
っ
て
、
顧
客
満
足

度
も
従
業
員
満
足
度
も
上
げ
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

宿
泊
施
設
は
、
た
と
え
宿
泊
客
が
１

人
で
あ
っ
て
も
顧
客
が
移
動
す
る
範
囲
に

は
明
か
り
を
点
し
、
お
風
呂
は
い
つ
で
も

入
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
施
設
能
力
を

ピ
ー
ク
時
対
応
に
設
定
し
て
い
る
た
め
、

光
熱
費
等
が
経
営
を
圧
迫
し
、環
境
負
荷

も
高
く
な
っ
て
い
る
。

特
定
時
期
に
お
け
る
需
要
集
中
は
、観

光
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
労
働
生
産
性
の
低
さ

の
要
因
と
な
っ
て
利
益
率
を
低
下
さ
せ
て

い
る
。
こ
の
状
態
を
打
破
す
る
た
め
の
経

営
努
力
も
そ
れ
が
及
ぶ
範
囲
が
限
定
さ

れ
て
お
り
、
健
全
な
競
争
環
境
の
な
か
で

観光文化227号 October 2015
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15 特集◉「平準化」を考える——成熟化社会の旅と観光地に向けて
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経
営
力
を
磨
い
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
。

こ
う
し
た
状
況
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
経
営

者
の
な
か
に
は
競
争
と
い
う
状
況
に
抵
抗

感
を
持
つ
人
も
出
て
く
る
。
利
益
率
の
低

さ
は
、
従
業
員
の
待
遇
向
上
や
将
来
の
た

め
の
投
資
を
困
難
に
す
る
と
い
っ
た
悪
循

環
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

4 

需
要
平
準
化
へ
の

選
択
肢

1
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

有
給
休
暇
の
取
得
率
が
向
上
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
労
働
者
の
休
暇
が
分
散
し
、

観
光
旅
行
の
需
要
の
分
散
を
起
こ
す
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。
直
近
10
年
間
の
わ

が
国
の
年
次
有
給
休
暇
取
得
率
は
47
％

～
49
％
の
水
準
で
低
迷
し
て
い
る
が
、
仮

に
、
個
々
人
が
も
う
１
日
有
給
休
暇
を
取

得
し
て
通
常
の
土
日
と
あ
わ
せ
て
三
連
休

に
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
平
日
に
２
日
の

連
続
休
暇
を
と
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
観
光

需
要
が
増
加
し
、
か
つ
、
分
散
化
す
る
こ

と
と
な
る
。
観
光
地
域
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
事
務
局
：（
公
財
）
日
本
生
産
性
本
部
）

が
２
０
１
０
年
に
行
っ
た
試
算
に
よ
る
と
、

未
取
得
の
年
次
有
給
休
暇
（
約
４・３
億

日
）
が
完
全
取
得
さ
れ
る
と
約
15
・
６
兆

円
の
経
済
波
及
効
果
が
見
込
め
、
そ
の
う

ち
、
約
８
兆
円
は
余
暇
消
費
支
出
の
増
加

に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

有
給
休
暇
の
取
得
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
経
営
者
と
労
働
者
の
意
識
変
革
と
取

得
促
進
を
保
障
す
る
制
度
や
仕
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
（
注
１
）

に
よ
る
と
、
有
給
休
暇
取
得
を
た
め
ら
う

理
由
と
し
て
「
み
ん
な
に
迷
惑
が
か
か
る

と
感
じ
る
か
ら
」
を
挙
げ
た
労
働
者
の
割

合
は
74
・
２
％
に
達
し
て
い
る
。政
府
が
提

唱
す
る
運
動（
注
２
）
に
加
え
て
、メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
の
一つ
と
し
て
休
暇
を
位
置
づ

け
た
り
、
休
む
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
生
産

性
が
高
ま
る
と
い
っ
た
考
え
方
が
広
ま
っ

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
取
得
促
進

の
た
め
の
制
度
や
仕
組
み
と
し
て
は
、
年

次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与
制
度
（
注
３
）

が
あ
る
が
、
２
０
１
２
年
就
労
条
件
総
合

調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
て

い
る
企
業
の
割
合
は
２
割
に
満
た
な
い
。

な
お
、
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
従
業
員
に

年
５
日
の
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
る

義
務
を
企
業
に
課
す
調
整
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
既
に
平
均
取
得
日
数
が
５
日
を
超

え
て
お
り
、
観
光
需
要
へ
の
影
響
は
限
定

的
で
あ
ろ
う
。

2
有
給
休
暇
の
連
続
取
得

欧
州
で
は
有
給
休
暇
は
連
続
取
得
す
る

も
の
だ
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
る

が
、
わ
が
国
の
労
基
法
は
分
割
取
得
が
可

能
と
し
て
お
り
、
こ
こ
に
有
給
休
暇
に
関

す
る
考
え
方
の
違
い
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
第
１
３
２

号
条
約
に
は
、「
労
働
者
は
１
年
勤
務
に

つ
き
３
労
働
週
の
年
次
有
給
休
暇
の
権
利

を
持
つ
。
休
暇
は
原
則
と
し
て
継
続
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
事
情
に

よ
り
分
割
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
た

だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
分
割
さ
れ
た
一
部

は
連
続
２
労
働
週
を
下
ら
な
い
も
の
と
す

る
」と
あ
り
、わ
が
国
は
未
批
准
で
あ
る
が
、

36
カ
国
が
批
准
し
て
い
る
。

日
本
版
バ
カ
ン
ス
法
の
実
現
を
目
指
す

動
き
と
し
て
は
、
２
０
０
２
年
に
民
主
党

が
長
期
休
暇
制
度
創
設
法
案
（
注
４
）
と
し

て
叩
き
台
を
提
案
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

全
国
的
な
取
組
み
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

一
方
で
、
年
次
有
給
休
暇
を
時
間
単
位
で

取
得
で
き
る
制
度
が
２
０
０
８
年
の
労
基

法
改
正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
、
取
得
方
法

に
細
分
化
の
方
向
が
出
て
き
た
。 

3
学
校
休
業
日
の
分
散

有
給
休
暇
を
ほ
ぼ
完
全
取
得
す
る
仏

独
で
は
、
観
光
需
要
を
分
散
化
す
る
た
め

に
、
学
校
休
業
日
を
地
域
ご
と
に
ず
ら
す

方
法
を
採
っ
て
い
る
。
親
は
子
ど
も
の
休

み
に
あ
わ
せ
て
有
給
休
暇
を
取
得
し
て
家

族
旅
行
に
出
か
け
る
。
仏
の
夏
休
み
は
長

期
間
で
あ
り
、
旅
行
先
が
多
様
で
あ
る
た

め
全
国
一
律
の
開
始
日
で
あ
る
が
、
旅
行

先
が
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
等
に
限
定
さ
れ
、

２
週
間
程
度
の
春
休
み
と
冬
休
み
は
、
全

国
を
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
分
散
取
得

す
る
。
独
は
州
ご
と
に
学
校
休
業
日
を
設

定
し
て
い
る
。
全
州
を
８
つ
の
地
域
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夏
休
み
開
始

日
を
ず
ら
し
て
お
り
、
早
い
開
始
と
遅
い

開
始
で
は
１
ヶ
月
以
上
の
開
き
が
あ
る
。

4
地
域
の
調
整
に
よ
っ
て

休
み
を
つ
く
り
だ
す
取
組
み

観
光
庁
は
２
０
１
０
年
度
か
ら
、
学
校

休
業
日
（
子
ど
も
）
と
有
給
休
暇
（
大
人
）

を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
家
族
の
休
み
を
あ

わ
せ
る
「
家
族
の
時
間
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
の
小

中
学
校
の
設
置
者
が
振
替
休
業
日
等
を

土
日
の
前
後
に
移
動
さ
せ
て
３
日
以
上
の
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矢
ケ
崎
紀
子
（
や
が
さ
き 

の
り
こ
）

東
洋
大
学
国
際
地
域
学
部
国
際
観
光
学
科
准
教
授
。

１
９
８
７
年
国
際
基
督
教
大
学
卒
業
後
、
株
式
会
社
住

友
銀
行
入
行
。
１
９
８
９
年
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究

所
入
社
。
在
職
中
に
九
州
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

し
、
国
土
交
通
省
観
光
庁
参
事
官
・
首
都
大
学
東
京
都

市
環
境
学
部
特
任
准
教
授
を
歴
任
。
２
０
１
４
年
よ
り

現
職
。
国
土
交
通
省
、
観
光
庁
、
経
済
産
業
省
、
文
化

庁
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
組
織
委
員
会
な
ど
で
公
職
・
委
員
な
ど
、
民
間
会
社

の
社
外
取
締
役
も
務
め
る
。

連
続
し
た
学
校
休
業
日
と
し
、
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
、
地
域
の
企
業
が
協
力
し
て
親
が

有
給
休
暇
を
取
得
す
る
。毎
年
10
箇
所
前

後
の
地
域
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
方
公
共
団
体
は
独
自
の
休
日
を
条

例
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
自
治

法
第
４
条
第
３
項
に
は
、「
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
特
別
な
歴
史
的
、
社
会
的
意

義
を
有
し
、
住
民
が
こ
ぞ
っ
て
記
念
す
る

こ
と
が
定
着
し
て
い
る
日
で
、
当
該
地
方

公
共
団
体
の
休
日
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

広
く
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
も

の
」
を
、
総
務
大
臣
と
の
協
議
の
上
で
地

方
公
共
団
体
の
休
日
と
し
て
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。

5
国
民
の
祝
日
を
対
象
と
し
た

需
要
平
準
化

民
主
党
政
権
時
に
、与
党
か
ら
国
民
の

祝
日
を
地
区
別
に
取
得
す
る
と
い
う
提
案

が
な
さ
れ
た
。
全
国
を
３
な
い
し
は
５
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
Ｇ
Ｗ
を
ず
ら
し
て
実

施
し
、
さ
ら
に
、
秋
に
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー

ク
を
定
着
さ
せ
て
、
こ
れ
も
ブ
ロ
ッ
ク
別

に
実
施
す
る
と
い
う
案
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
混
雑
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
観
光
旅
行
が
実
現

し
、
先
に
述
べ
た
混
雑
を
嫌
っ
て
旅
行
し

な
い
層
が
動
き
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
Ｇ
Ｗ

の
時
期
に
約
１
兆
円
の
新
た
な
国
内
旅
行

需
要
が
見
込
め
る
と
の
試
算
が
な
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
提
案
に
は
、
全
国
の
企

業
間
取
引
を
阻
害
す
る
、
銀
行
決
済
や

手
形
決
済
に
支
障
が
出
る
こ
と
に
よ
っ
て

中
小
零
細
企
業
の
資
金
繰
り
が
悪
化
す

る
等
の
産
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
ま

た
、
国
民
の
祝
日
の
意
義
が
失
わ
れ
る
等

の
反
対
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
本
件
を
検
討
し
て
い
た
有
識
者
会

議
で
あ
る
休
暇
改
革
国
民
会
議
は
、「
秋

に
大
型
連
休
を
創
設
す
る
こ
と
を
先
行
さ

せ
る
こ
と
と
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
に
つ
い

て
は
今
後
よ
く
検
討
す
る
」
こ
と
を
提
言

し
た
。
同
時
並
行
で
、
与
党
内
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
組
成
さ
れ
て
本
件
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
、
そ
の
後
の
政
権
交
代
も
あ

っ
て
議
論
は
停
止
し
て
い
る
。

観
光
需
要
平
準
化
へ
の
期
待

近
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
成
長
に

よ
っ
て
、
観
光
需
要
の
平
準
化
に
は
、
日

本
人
の
観
光
旅
行
の
閑
散
期
に
訪
日
外

客
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
選
択
肢
が
現
実

味
を
帯
び
て
き
た
。
団
塊
の
世
代
の
退
職

が
進
む
に
つ
れ
て
平
日
に
旅
行
す
る
人
々

が
増
え
て
い
く
期
待
も
あ
る
。
土
日
祝
日

に
勤
務
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
の
観

光
需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
こ
と
も
検

討
に
値
し
よ
う
。

観
光
産
業
に
対
し
て
、
か
つ
て
な
い
ほ

ど
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
現
在
、
地
域

経
済
の
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
す
る
た
め

に
、
今
一
度
、
需
要
平
準
化
の
課
題
に
真

剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

（
や
が
さ
き　

の
り
こ
）
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（
注
１
）労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
を
通
じ
た
「
仕

事
と
生
活
の
調
和
」
の
実
現
及
び
特
別
な
休

暇
制
度
の
普
及
促
進
に
関
す
る
意
識
調
査

（
２
０
１
３
年
）。

（
注
２
）
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）
を
推
進
す
る
運
動
、
観
光
庁
の
「
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
オ
フ
」
運
動
等
。

（
注
３
）
年
休
を
、
従
業
員
が
自
由
に
取
得
日
を
設
定

で
き
る
５
日
と
、
事
業
主
が
計
画
的
に
付
与
で

き
る
残
り
の
日
数
に
分
け
る
制
度
、
こ
の
制
度

を
実
施
す
る
た
め
に
は
労
使
協
定
あ
る
い
は
労

働
時
間
な
ど
設
定
改
善
企
業
委
員
会
の
決
議

が
必
要
。

（
注
４
）
年
休
を
勤
続
年
数
に
関
わ
ら
ず
一
律
25
日
と
し
、

こ
の
う
ち
、
14
日
間
を
連
続
取
得
さ
せ
る
と
い

う
内
容
。
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ス
キ
ー
場
、
宿
泊
施
設
、
駐
車
場
、
食

堂
な
ど
の
集
積
で
あ
る
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

は
、
収
容
力
が
限
ら
れ
、「
作
り
だ
め
」
や

「
在
庫
」
で
の
供
給
の
調
整
の
で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
集
合
体
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
季
節
や
曜
日
に
よ
る
需

要
の
変
動
が
小
さ
く
、
し
か
も
高
い
稼
働

率
を
達
成
で
き
る
こ
と
が
利
用
客
サ
イ
ド

に
と
っ
て
も
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ド
に

と
っ
て
も
好
都
合
で
あ
る
。
利
用
客
に
と

っ
て
は
混
雑
し
す
ぎ
な
い
環
境
で
ス
ノ
ー

ス
ポ
ー
ツ
や
滞
在
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
め
る

し
、
安
定
し
た
収
入
の
得
ら
れ
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
サ
イ
ド
で
は
、
品
質
の
向
上
や
価

格
面
で
の
競
争
力
の
強
化
が
で
き
る
の
で
、

「
顧
客
満
足
度
の
向
上
→
さ
ら
な
る
品
質

と
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
→
需
要

の
創
造
」
と
い
う
望
ま
し
い
サ
イ
ク
ル
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
と
欧
米
の

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
相
違

季
節
も
長
く
長
期
滞
在
の
バ
カ
ン
ス
客

で
安
定
し
た
経
営
の
で
き
る
欧
米
の
メ
ガ

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
、
か
な
り
の
部
分
を

ス
キ
ー
バ
カ
ン
ス
と
い
う
長
期
滞
在
需
要

に
依
存
し
て
お
り
、
比
較
的
曜
日
変
動
の

少
な
い
平
準
化
し
た
需
要
に
支
え
ら
れ
た

経
営
が
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、日
本
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
、
幅

の
狭
い
縦
長
の
日
本
列
島
の
中
央
の
高
山

地
帯
に
そ
の
多
く
が
立
地
し
て
お
り
、
人

口
の
多
い
太
平
洋
側
の
都
市
部
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
も
容
易
で
、
個
々
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ

ー
ト
の
規
模
が
あ
ま
り
大
き
く
な
い
と
い

坂
倉  

海
彦 4

わ
が
国
の

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
産
業
に
お
け
る
平
準
化

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
お
け
る
需
要
の
平
準
化
へ
向
け
て

―
―
現
状
と
今
後
の
課
題

株
式
会
社
エ
ボ
ン
代
表
取
締
役

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ウ
イ
ン
タ
ー
レ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
事
務
局
長

ヨーロッパの雄大なスキー場の風景 （JTB Photo）

需給関係の望ましいサイクル

需要の創造
さらなる品質と

コストパフォーマ
ンスの向上

顧客満足度の
向上
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う
条
件
の
下
で
発
展
し
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
欧
米
と
は
全
く
異
な
る
、

「
近
く
て
短
時
間
移
動
の
」「
少
な
い
コ
ス

ト
で
」
で
き
る
ス
キ
ー
と
い
う
日
本
型
ス

キ
ー
が
一
般
的
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。つ
ま

り
、
欧
米
で
は
富
裕
層
主
体
に
、
あ
る
程

度
限
ら
れ
た
人
々
に
し
か
実
現
で
き
な
い

ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
、日
本
で
は
誰
で

も
が
容
易
に
楽
し
め
る
と
い
う
環
境
に
あ

っ
た
た
め
、
他
に
類
を
見
な
い
「
大
衆
ス

キ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
生
み
出
さ
れ
、
リ
ゾ

ー
ト
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
１
９
８
０

年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
、
と
て

つ
も
な
い
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
。

日
本
型
ス
キ
ー
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
特
徴

そ
も
そ
も
「
短
距
離
短
時
間
」「
低
コ

ス
ト
」
の
日
本
型
の
ス
キ
ー
ス
タ
イ
ル
で
は
、

わ
ざ
わ
ざ
平
日
に
休
み
を
取
る
必
要
が
な

い
か
ら
、
年
末
年
始
の
休
日
や
週
末
に
利

用
客
が
集
中
し
や
す
く
な
る
の
が
当
然
で

あ
る
た
め
、
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
前
の
70
年
代

か
ら
80
年
代
中
盤
に
か
け
て
も
、
す
で
に

ほ
と
ん
ど
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
混
雑
す

る
週
末
と
閑
散
と
し
た
平
日
と
い
う
対
比

は
存
在
し
て
い
た
。

ま
だ
「
ス
キ
ー
は
宿
泊
で
」
が
多
か
っ
た

90
年
代
初
め
頃
ま
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
や

親
の
援
助
で
遊
ぶ
た
め
の
費
用
を
使
う
こ

と
の
で
き
た
当
時
の
学
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
比
較
的
長
期
の
低
価
格
宿
泊
ス
キ

ー
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
、
平
日
対
策
の

定
番
だ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、「
週
末
に
集
中

し
や
す
い
」
と
い
う
日
本
型
ス
キ
ー
ス
タ

イ
ル
の
と
て
つ
も
な
い
数
の
ブ
ー
ム
に
乗

っ
た
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
、
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た

と
は
い
え
、
ま
だ
限
ら
れ
た
数
の
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
に
押
し
寄
せ
た
の
で
あ
る
か
ら

事
態
は
深
刻
だ
っ
た
。

こ
の
時
期
、
せ
っ
か
く
世
界
に
類
を
見

な
い
大
き
な
大
衆
ス
キ
ー
ヤ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
生
み
出
し
た
の
に
、
多
く
の
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
で
は
利
用
客
の
休
日
集
中
に
よ
る

あ
ま
り
の
混
雑
の
た
め
、「
大
き
な
自
然

空
間
で
滑
走
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
」
と
い

う
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
本
来
の
魅
力
を
味
わ

え
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
少
な
く
、
こ
の
こ
と

が
ブ
ー
ム
後
の
急
激
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮

小
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
。

ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化

ス
キ
ー
ブ
ー
ム
期
に
過
剰
な
ス
キ
ー
場

施
設
供
給
の
増
大
を
し
て
い
た
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
業
界
は
、
ブ
ー
ム
が
去
り
ス
ノ
ー

ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
減
少
し
需
要
が
縮
小
し

始
め
る
と
、一
転
し
て
、
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

産
業
が
全
体
と
し
て
「
供
給
過
剰
で
収
益

を
生
め
な
い
時
代
」
に
突
入
し
て
い
く
。

日
本
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
産
業
で
は
、

「
ス
キ
ー
場
を
や
め
ら
れ
な
い
」
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
が
あ
っ
て
、
市
場
経
済
の
原
理
が

働
か
ず
い
ま
だ
に
供
給
過
剰
状
態
か
ら
脱

出
す
る
道
が
見
え
て
い
な
い
。

な
お
、
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
後
は
右
肩
下
が

り
で
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
減
少
し
て

い
っ
た
が
、
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
需
要
の

平
準
化
が
で
き
な
い
こ
と
が
も
た
ら
す
危

険
性
に
本
当
に
気
が
つ
き
始
め
た
の
は
こ

の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。

ス
キ
ー
ブ
ー
ム
の
名
残
で
大
き
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
存
在
し
た
90
年
代
ま
で
は
、
週

末
の
混
雑
を
避
け
て
平
日
に
利
用
し
よ
う

と
い
う
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
か
な
り
あ
り
、
人

気
の
あ
る
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
は
平
日
も 閑散期・平日のスキー場の風景

ピークシーズン休日のスキー場の風景

（JTB Photo）

（JTB Photo）
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相
当
の
集
客
が
で
き
経
営
的
に
も
成
り

立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
土
曜
日
以
外
は
ほ
と
ん
ど
ガ
ラ

ガ
ラ
と
い
う
近
年
の
状
況
に
近
づ
い
た

２
０
０
０
年
代
に
な
っ
て
、
最
初
に
危
機

を
迎
え
た
の
が
、
平
日
の
宿
泊
客
の
大
半

を
失
っ
た
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
宿
泊
業
者

で
あ
り
、
今
日
で
も
毎
シ
ー
ズ
ン
宿
の
廃

業
が
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
収
容
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
を
押
し
下
げ
、
そ
れ
が
休
日
の
入
込

客
数
、
ひ
い
て
は
通
年
の
リ
ゾ
ー
ト
利
用

者
数
が
減
っ
て
い
く
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
２
０
０
０
年
代
後
半
か
ら
、
結
婚

や
出
産
の
た
め
一
時
休
止
し
て
い
た
人
々

が
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
再
デ

ビ
ュ
ー
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
層
が

需
要
の
相
当
部
分
を
支
え
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
は
子
ど
も
が
学
齢

に
達
す
る
と
平
日
に
は
動
き
に
く
く
な
り
、

平
日
の
利
用
促
進
に
よ
る
平
準
化
に
と
っ

て
は
む
し
ろ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
働
い
て
い
る
。

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

利
用
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大

か
ら
平
準
化
へ

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
し
週
末
で
も
ほ
と

ん
ど
混
雑
す
る
こ
と
な
く
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、

何
を
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
需
給
バ
ラ
ン

ス
の
改
善
の
た
め
と
需
要
の
増
大
の
た
め

の
対
策
と
し
て
は
、
平
日
客
の
開
拓
が
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
現
実
的
に
は
次
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

1
２
０
０
０
年
代
中
盤
よ
り
急
増
し
た
、

ス
ノ
ー
バ
カ
ン
ス
を
楽
し
む
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
を
中
心
と
す
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
の
誘
客

そ
の
た
め
に
は
長
期
滞
在
の
た
め
の
サ

ー
ビ
ス
イ
ン
フ
ラ
（
飲
食
店
、
各
種
の
商

業
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
）
が
備
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
条
件
の
た
め
、
こ
の
層
の
大
量

の
呼
び
込
み
が
可
能
な
の
は
、
ニ
セ
コ
、

白
馬
バ
レ
ー
、
野
沢
温
泉
、
妙
高
高
原
な

ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
早
期
に
宿

の
長
期
予
約
を
し
て
し
ま
う
の
で
日
本
人

客
が
予
約
で
き
ず
、
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

さ
ら
な
る
縮
小
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

2
平
日
に
時
間
の
取
れ
る
リ
タ
イ
ア
後

の
シ
ニ
ア
層
、子
育
て
を
終
え
た
主
婦

層
な
ど
の
誘
客

こ
れ
ら
の
層
は
容
易
に
参
加
で
き
る
観

光
の
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
育
っ
て
き
て
は

い
る
が
、ハ
ー
ド
ル
の
高
い
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
利
用
に
大
量
動
員
す
る
こ
と
は
難
し

そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、い
く
つ
か
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

で
は
、
元
気
な
シ
ニ
ア
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
増

加
す
る
勢
い
で
あ
り
、
平
準
化
と
需
要
の

拡
大
を
推
進
す
る
多
少
の
パ
ワ
ー
に
は
な

り
そ
う
だ
。シ
ニ
ア
層
を
中
心
に
、ス
ノ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
利
用

の
促
進
も
考
え
ら
れ
そ
う
だ
。

望
ま
し
い
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー

ト
を
目
指
し
て

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
需
要
の
平
準
化
は

極
め
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ

の
た
め
に
は
高
い
顧
客
満
足
に
つ
な
げ
ら

れ
る
良
質
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
が
必
要
で

あ
る
。

そ
の
リ
ゾ
ー
ト
に
外
国
人
客
や
シ
ニ
ア

層
を
含
め
て
多
く
の
客
を
集
め
、
経
営
的

に
も
成
功
す
る
こ
と
が
ま
ず
重
要
で
あ
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
需
要
の
平
準
化
が

徐
々
に
実
現
し
て
い
き
、
さ
ら
な
る
ス
ノ

ー
リ
ゾ
ー
ト
の
質
の
向
上
と
経
営
の
健
全

化
が
進
む
と
い
う
の
が
望
ま
し
い
シ
ナ
リ

オ
で
あ
ろ
う
。（

さ
か
く
ら　

う
み
ひ
こ
）

坂
倉
海
彦
（
さ
か
く
ら 

う
み
ひ
こ
）

株
式
会
社
エ
ボ
ン
代
表
取
締
役
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
ウ
イ
ン
タ
ー
レ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
事
務
局
長
。
35
年
以

上
に
わ
た
り
自
動
車
お
よ
び
そ
の
関
連
分
野
、ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
観
光
リ
ゾ
ー
ト
分
野
な
ど
に
お

け
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
と
リ
サ
ー
チ
に
基
づ
く
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ド
バ
イ
ス
業
務
に
従
事
し
て
き
た
。

ほほ笑ましいファミリースキーヤー （JTB Photo）
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ス
キ
ー
場
産
業
は
設
備
投
資
型
産
業
で

あ
り
、
稼
働
率
の
向
上
が
経
営
の
巧
拙
に

直
結
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。
稼
働
率
向

上
に
向
け
た
鍵
の
一
つ
が
繁
閑
の
差
を
小

さ
く
し
（
＝
稼
働
の
平
準
化
）、
来
場
者
数

に
比
し
て
適
切
な
施
設
規
模
を
維
持
す
る

こ
と
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

し
か
し
従
来
の
多
く
の
ス
キ
ー
場
の
実

態
を
見
る
と
、
日
本
人
の
画
一
的
な
休
日

取
得
形
態
の
影
響
を
受
け
て
年
末
年
始
や

週
末
に
来
場
者
の
多
く
が
集
中
す
る
た
め
、

リ
フ
ト
、
ゲ
レ
ン
デ
や
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど

の
施
設
の
キ
ャ
パ
シ
ティ
を
こ
の
来
場
者
数

に
合
わ
せ
て
設
計
せ
ざ
る
を
得
ず
、
結
果

と
し
て
平
日
の
稼
働
率
が
大
幅
に
落
ち
込

む
形
と
な
っ
て
き
て
い
た
。

さ
ら
に
、
来
場
者
の
多
い
日
の
そ
の
数

を
短
時
間
で
「
さ
ば
く
」
こ
と
に
重
点
が

置
か
れ
て
き
た
結
果
、
必
ず
し
も
上
質
と

は
言
え
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
中
心
と
な
っ
て

き
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
で
も
年
末

年
始
や
２
月
の
三
連
休
な
ど
の
特
定
の
ピ

ー
ク
日
に
は
混
雑
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下

が
起
き
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
課
題
の
一

つ
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
最
近
ス
キ
ー
場
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
て
い
る

か
、１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）長
野
五
輪

の
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
会
場
と
も
な
り
、
日

本
最
大
級
の
ス
ケ
ー
ル
を
誇
る
白
馬
八
方

尾
根
ス
キ
ー
場
を
例
に
ご
説
明
を
し
た
い
。

白
馬
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場

で
の
実
態
と
取
り
組
み

稼
働
率
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
要
素

は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
の
中
で
も
白
馬

エ
リ
ア
、
白
馬
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
で
は

２
つ
の
繁
閑
の
差
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

Ａ
：
ス
キ
ー
・
シ
ー
ズ
ン（
11
月
下
旬
～

５
月
上
旬
）で
の
週
末
と
平
日
の

繁
閑
の
差

Ｂ
：
ス
キ
ー
・
シ
ー
ズ
ン
と
そ
れ
以
外

の
シ
ー
ズ
ン（
グ
リ
ー
ン
期
）の
繁

閑
の
差

Ａ
に
関
し
て
は
３
～
４
年
前
ま
で
は
同

じ
月
の
中
で
も
日
に
よ
っ
て
最
大
５
～
７

倍
程
度
の
ス
キ
ー
場
来
場
者
数
の
違
い
が

あ
り（
図
１
）、Ｂ
に
つ
い
て
も
白
馬
村
の
通

年
の
月
別
来
訪
者
数
を
見
る
と
月
単
位
で

最
大
10
倍
以
上
の
開
き
が
あ
っ
た
。
八
方

尾
根
周
辺
に
は
２
０
０
前
後
の
宿
泊
施
設

が
存
在
す
る
が
、
こ
の
繁
閑
の
差
は
宿
泊

施
設
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
し
、

ス
キ
ー
場
も
グ
リ
ー
ン
期
の
低
稼
働
か
ら

通
年
雇
用
が
増
や
せ
ず
、
雇
用
確
保
に
苦

労
す
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
白
馬
で
は
エ
リ
ア
を
挙

げ
て
以
下
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て

き
て
お
り
、
徐
々
に
平
準
化
の
兆
し
も
見

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
お
け
る
需
要
の
平
準
化
の
実
態

―
―
白
馬
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
を
例
に
し
て

白
馬
観
光
開
発
株
式
会
社
　
経
営
企
画
室
長

和
田  

寛

資料：白馬観光開発株式会社

図１  白馬八方尾根スキー場日別来場者数（13-14シーズン）

2014／01／03 2014／01／17 2014／01／31 2014／02／14 2014／02／28
0

この時期で見た場合、来場者数が
最も多い日と少ない日の差が、

日本人では７倍、外国人では2.5倍

国内客 外国人
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え
て
き
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ス
キ
ー
客
の
誘
致

こ
こ
５
～
10
年
ほ
ど
の
間
に
白
馬
エ
リ

ア
全
体
で
外
国
人
ス
キ
ー
客
の
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
て
お
り
、
来
場
者
数
が
大
き

く
増
加
し
て
い
る
。当
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
を
見
る
と
、
外
国
人
ス
キ
ー
客
は

一
度
来
場
す
る
と
平
均
10
日
程
度
滞
在
す

る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
平
日
の
稼
働

率
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る（
図
２
）。

現
在
の
外
国
人
の
主
力
で
あ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
か
ら
は
、
北
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ス
キ
ー
場
よ
り
時
差
も
な
く
、
よ
り
安

価
に
楽
し
め
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
日
本
特
有
の
豊
富
な
積
雪
量
で
簡

単
に
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
が
楽
し
め
る
の
も

人
気
の
秘
訣
で
あ
り
、
国
内
で
先
行
し
た

ニ
セ
コ
・
エ
リ
ア
と
比
べ
て
「
日
本
文
化
が

楽
し
み
や
す
い
」「
東
京
、
京
都
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
し
や
す
い
」
と
い
っ
た
こ
と
も
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
お
客
様
に
は
評
価

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

１
～
２
月
の
平
日
の
ス
キ
ー
場
の
来
場

者
の
過
半
数
を
外
国
人
ス
キ
ー
客
が
占
め

る
日
も
生
ま
れ
て
き
て
お
り
、リ
ゾ
ー
ト
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る（
写
真
１
）。

高
齢
・
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
割
合
の
増
加

国
内
ス
キ
ー
人
口
の
分
布
が
高
い
年
齢

層
に
シ
フ
ト
す
る
中
、
白
馬
八
方
尾
根
ス

キ
ー
場
で
も
15
％
前
後
の
お
客
様
が
60
歳

以
上
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
お
客
様

の
多
く
は
年
間
滑
走
日
数
の
多
い
「
ヘ
ビ

ー
ユ
ー
ザ
ー
」
で
あ
り
、
稼
働
率
の
平
準

化
に
寄
与
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
シ
ー

ズ
ン
券
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
る
お
客
様

も
多
く
、
全
来
場
者
に
お
け
る
シ
ー
ズ
ン

券
購
入
者
の
割
合
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

白
馬
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
で
は
こ
う
し
た

ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
の
満
足
度
を
よ
り
高
め

ら
れ
る
よ
う
シ
ー
ズ
ン
券
保
有
者
向
け
ラ

ウ
ン
ジ
の
新
設
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
高

い
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
る
（
写
真
２
）。

グ
リ
ー
ン
期
の
来
場
者
割
合
の
増
加

国
内
ス
キ
ー
人
口
の
減
少
と
裏
返
し
だ

写
真
１  

白
馬
な
ら
で
は
の
絶
景
と
豊
富
な
パ
ウ
ダ
ー

ス
ノ
ー
を
楽
し
む
外
国
人
た
ち

写
真
２  

シ
ー
ズ
ン
券
保
有
者
向
け
に
開
始
し
た

ラ
ウ
ン
ジ
サ
ー
ビ
ス

写真提供：Hakuba Valley事務局

写真提供：八方尾根開発株式会社

図２  白馬バレーの外国人スキー客数
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資料：Hakuba Valley事務局
2009-10

100

2013-14

141

2014-15

183

（チケット発券枚数ベース：09-10シーズン＝100として指数化）

昨季
は対
前年
比約
30％
の増
加
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が
、白
馬
エ
リ
ア
全
体
を
見
て
も
グ
リ
ー
ン

期
に
来
場
さ
れ
る
お
客
様
の
割
合
が
徐
々

に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
90
年
代
に
は
30

％
弱
だ
っ
た
グ
リ
ー
ン
期
の
年
間
来
場
者

に
占
め
る
割
合
は
、
60
％
近
く
ま
で
増
加

し
て
い
る
。
ス
キ
ー
場
と
し
て
も
場
内
の

北
尾
根
高
原
に
日
帰
り
温
泉
施
設
を
新

設
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

設
け
た
り
、
長
期
間
紅
葉
が
楽
し
め
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
す
る
こ
と
で
、よ
り

多
く
の
グ
リ
ー
ン
期
の
来
場
者
を
お
迎
え

す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

見
え
て
き
た
平
準
化
の
兆
し

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
繁
閑
の

差
は
徐
々
に
縮
ま
り
つ
つ
あ
る
。
同
月
の

中
で
見
て
も
、
来
場
者
が
最
も
多
い
５
日

間
の
平
均
来
場
者
数
は
横
ば
い
も
し
く
は

若
干
の
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
最
も
少

な
い
５
日
間
の
平
均
来
場
者
数
は
確
実
に

増
加
し
て
い
る
。

シ
ー
ズ
ン
の
来
場
者
数
上
位
10
日
間
の

総
来
場
者
数
が
年
間
来
場
者
に
占
め
る
割

合
も
こ
こ
５
年
ほ
ど
の
間
に
20
％
台
前
半

か
ら
18
％
に
ま
で
落
ち
て
き
て
お
り
、
平

準
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
の
証
左
と

も
言
え
よ
う
（
図
３
）。

今
後
の
可
能
性
と
課
題

さ
ら
な
る
平
準
化
に
向
け
、
い
く
つ
か

の
鍵
と
な
る
方
向
性
が
見
え
て
く
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ス
キ
ー
市
場
の
深
耕

長
期
滞
在
外
国
人
ス
キ
ー
客
に
と
っ
て

の
魅
力
を
継
続
的
に
向
上
さ
せ
、
リ
ピ
ー

ト
や
口
コ
ミ
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
最

重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

２
０
１
３
～
２
０
１
４
シ
ー
ズ
ン
か
ら
、

白
馬
エ
リ
ア
の
10
の
ス
キ
ー
場
が
集
ま
り

「H
A

K
U

BA
 VA

LLEY

」
を
立
ち
上
げ
、

共
通
券
化
の
推
進
や
ス
キ
ー
場
間
の
連
絡

強
化
、
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
本

格
化
し
て
い
る
。
10
ス
キ
ー
場
を
合
わ
せ

る
と
日
本
最
大
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な

り
、
今
後
さ
ら
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め

れ
ば
長
期
滞
在
者
に
と
っ
て
の
大
幅
な
魅

力
向
上
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
潜
在
性
の
高
い
市
場
へ
の
拡
大

を
図
る
一
方
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
も
不
可
欠
だ
。
前
者
で
や
は
り
見

逃
せ
な
い
の
は
２
０
２
２
年（
平
成
34
年
）

の
北
京
冬
季
五
輪
開
催
が
決
定
し
た
ば

か
り
の
中
国
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ジ
ア
市

場
で
あ
る
。
白
馬
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
も

図３  白馬八方尾根スキー場における需要平準化の進展状況

資料：白馬観光開発株式会社

●年間来場者数に占める来場者数
Top10の日の割合

11-12

21.0

12-13

20.3

13-14

19.8

14-15

18.0

20

10

0

●白馬八方尾根スキー場月内の来場者数の変化
（最大5日間平均と最少5日間平均の比較）

4.8 4.74.3 3.63.9 3.23.2 2.6
最大／最少

11-12 11-1212-13 12-1313-14 13-1414-15 14-15

1月 2月
（%）

ピ
ー
ク
日
の
来
場
者
数
は

横
ば
い
～
低
下
す
る
一
方
、

ボ
ト
ム
日
の
来
場
者
が
増
加
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北
京
五
輪
の
ス
キ
ー
の
メ
イ
ン
会
場
と
な

る
河
北
省
の
ス
キ
ー
場
密
苑
雲
頂
楽
園
と

の
友
好
交
流
提
携
を
本
年
４
月
に
締
結
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
写
真
３
）。こ
れ
も
活

用
し
つ
つ
、
成
長
期
待
の
高
い
ア
ジ
ア
市

場
の
深
耕
を
進
め
て
い
き
た
い
。

後
者
に
関
し
て
は
、
本
年
６
月
に

W
histler Blackcom

b

（
カ
ナ
ダ
）
や

A
spen Snow

m
ass

（
米
国
）
な
ど
の
世

界
的
に
著
名
な
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
み
で

構
成
さ
れ
た
「T

he M
ountain Collec-

tive

」
か
ら
、H

A
K

U
BA

 VA
LLEY

が

日
本
で
唯
一
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
、
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
世
界
的
な
認
知
も
背

景
に
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
進
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

「
顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
」の
継
続
的
向
上

国
内
の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対

応
し
て
魅
力
的
な
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
を
中
心
と
し
た

リ
ピ
ー
タ
ー
と
口
コ
ミ
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
休

日
に
集
中
す
る
来
場
者
数
を
「
さ
ば
く
」

こ
と
を
主
眼
と
し
た
画
一
的
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
か
ら
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
多
様
性
を
持
っ
た
施
設
・
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
通
じ
て
「
お
も
て
な
し
」
す
る
こ

と
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

よ
う
。

白
馬
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
上
部
に
は
、

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
方
式
の
大
型
レ
ス
ト
ラ
ン
だ

け
で
は
な
く
、
素
晴
ら
し
い
眺
望
を
誇
る

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
が
、

近
年
こ
の
人
気
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

（
写
真
４
）。こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
今
後

ど
う
拡
充
さ
せ
る
か
も
今
後
の
課
題
の
一

つ
で
あ
ろ
う
。

グ
リ
ー
ン
期
の
さ
ら
な
る
需
要
の
拡
大

具
体
的
に
今
後
強
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
は
、
海
外
で

は
根
強
い
人
気
が
あ
る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
）の
国
内
で
の
浸
透
が
あ
る
。
今

年
か
ら
お
隣
の
白
馬
岩
岳
ス
キ
ー
場
で
は

Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス
を
新
設
し
て
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

な
ど
を
始
め
て
お
り
、
人
気
も
出
て
き
て

い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
北
ア
ル
プ
ス

の
絶
景
を
グ
リ
ー
ン
期
に
も
楽
し
み
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。

平
準
化
を
目
指
す
意
味

稼
働
平
準
化
は
ス
キ
ー
場
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
取
り
組
み
で
あ
る
。
ス
キ
ー
・

シ
ー
ズ
ン
内
で
の
平
準
化
が
進
め
ば
仮
に

同
じ
来
場
者
数
で
も
今
後
整
備
が
必
要
な

施
設
容
量
を
抑
え
ら
れ
る
し
、
お
客
様
に

と
っ
て
も
快
適
性
が
向
上
す
る
。
シ
ー
ズ

ン
間
の
平
準
化
が
進
め
ば
宿
泊
施
設
も
ス

キ
ー
場
も
通
年
雇
用
が
拡
大
で
き
、
人
口

減
少
時
代
の
地
域
社
会
が
抱
え
る
課
題
の

解
決
に
近
づ
く
こ
と
も
で
き
よ
う
。

ス
キ
ー
場
、
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
上
記
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
休
日
の
分

散
取
得
の
推
進
な
ど
行
政
や
各
企
業
の

積
極
的
な
バッ
ク
アップ
も
是
非
と
も
期
待

し
た
い
。　
　
　
　
　

 （
わ
だ　

ゆ
た
か
）

和
田 

寛
（
わ
だ 

ゆ
た
か
）

１
９
７
６
年
東
京
都
生
ま
れ
。
白
馬
観
光
開
発（
株
）

経
営
企
画
室
長
。
農
林
水
産
省（
課
長
補
佐
）、ベ
イ
ン
・

ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（
プ
リ
ン
シ
パ
ル
）
を
経
て
、

２
０
１
４
年
よ
り
長
野
県
白
馬
・
小
谷
エ
リ
ア
で
白
馬

八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
、
白
馬
岩
岳
ス
キ
ー
場
、
栂
池
高

原
ス
キ
ー
場
の
３
ス
キ
ー
場
の
運
営
に
携
わ
る
白
馬
観

光
開
発（
株
）に
入
社
。東
京
大
学
法
学
部
学
士
。Duke

大
学
経
営
学
修
士
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）。

写
真
４  

ス
キ
ー
場
内
の
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら

の
眺
望

写
真
３  

中
国
・
密
苑
雲
頂
楽
園
と
の
友
好
交
流

調
印
式
の
模
様

写真提供：白馬観光開発株式会社

写真提供：白馬観光開発株式会社
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サ
ー
ビ
ス
業
は
生
産
と
消
費
の
同
時
性

と
い
う
特
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
そ
の
経

営
は
常
に
需
要
変
動
の
影
響
を
受
け
る
。

宿
泊
産
業
で
は
こ
の
影
響
は
都
市
の
ホ
テ

ル
と
観
光
地
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
稼
働
率

の
差
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。

一
方
、
わ
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
中

で
宿
泊
産
業
の
生
産
性
が
低
い
こ
と
は

常
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
観

光
地
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
を
例
と
し
て
需
要

変
動
と
生
産
性
の
関
係
性
、
お
よ
び
こ
れ

ら
の
課
題
の
解
決
策
と
し
て
の
観
光
地
で

の
滞
在
需
要
開
拓
の
方
策
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

1 

観
光
地
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
の

需
要
変
動
の
現
状

1
季
節
変
動
の
現
状

季
節
変
動
が
発
生
す
る
要
因
は
、
市

場
側
と
観
光
地
側
の
双
方
に
存
在
す
る
。

市
場
側
の
要
因
は
、
わ
が
国
に
共
通
す
る

四
季
の
特
性
や
、
生
活
行
事
や
会
社
行

事
に
基
づ
く
休
日
・
休
暇
制
度
や
旅
行
習

慣
、
お
よ
び
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
や
少
子

高
齢
化
な
ど
の
社
会
構
造
で
あ
る
。
一
方
、

観
光
地
側
の
要
因
は
、
そ
の
土
地
の
観
光

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
資
源
の
特
性
や
気
候

条
件
、
旅
行
発
生
地
で
あ
る
大
都
市
か
ら

の
距
離
な
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら

の
要
因
に
よ
る
差
異
を
、
観
光
庁
「
宿
泊

旅
行
統
計
調
査
」
を
も
と
に
、
宿
泊
施

設
の
業
態
別
、
お
よ
び
旅
館
の
立
地
別
に

需
要
変
動
の
差
異
を
変
動
係
数
と
し
て

見
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。

ま
ず
業
態
別
の
変
動
係
数
は
観
光
地

に
立
地
す
る
旅
館
・
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が

０・１
５
３
～
０・１
５
５
と
大
き
い
の
に

対
し
て
、
都
市
に
立
地
す
る
ホ
テ
ル
、
特

に
平
日
は
ビ
ジ
ネ
ス
客
、
週
末
は
観
光
レ

ジ
ャ
ー
客
と
い
う
２
つ
の
客
層
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
は

０・０
６
６
と
小
さ
い
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
観
光
地
の
立
地
別
に
よ
る
季
節

変
動（
月
別
変
動
）を
、
気
候
条
件
が
厳

し
く
大
都
市
か
ら
距
離
が
遠
い
北
海
道
、

同
様
に
気
候
条
件
が
厳
し
く
、
大
都
市

か
ら
の
距
離
が
中
程
度
で
あ
る
長
野
県
、

大
都
市
か
ら
一
泊
圏
に
位
置
す
る
神
奈
川

県
（
箱
根
な
ど
）、
大
都
市
か
ら
の
交
通

条
件
は
中
程
度
で
あ
る
が
地
元
人
口
が
少

な
い
鳥
取
県
、
気
候
条
件
が
比
較
的
緩
や

か
な
大
分
県
、
大
都
市
か
ら
距
離
は
遠
い

が
冬
で
も
温
暖
な
沖
縄
県
を
例
と
し
て
比

較
す
る
。
季
節
変
動
が
大
き
い
の
は
、
長

野
県
・
北
海
道
で
あ
り
、
気
候
条
件
に
よ

る
冬
季
の
オ
フ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。
特
に
、
長
野
県
は
ペ
ン
シ

ョ
ン
・
民
宿
な
ど
の
小
規
模
施
設
が
多
い

こ
と
も
変
動
幅
が
大
き
い
要
因
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
大
都
市
に
近
い
神
奈
川
県
の
旅

館
の
変
動
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
お

大
野  

正
人 5

わ
が
国
の

宿
泊
産
業
に
お
け
る
平
準
化

需
要
の
平
準
化
と
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
生
産
性
向
上
に

関
す
る
考
察

高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
教
授
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り
、
交
通
条
件
が
そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
沖
縄
県
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

は
必
ず
し
も
変
動
が
小
さ
い
と
は
言
え
な

い
が
、
ボ
ト
ム
月
の
１
月
の
み
が
突
出
し

て
低
い
も
の
の
他
の
月
は
比
較
的
安
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
大
分
県
の
季
節
変
動
が

小
さ
い
の
は
温
泉
都
市
で
あ
る
別
府
、
魅

力
の
高
い
宿
泊
施
設
が
集
積
す
る
由
布

院
の
存
在
が
大
き
い
た
め
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
観
光
地
ご
と
の
季

節
変
動
は
特
に
冬
季
の
気
候
条
件
と
大

都
市
か
ら
の
交
通
条
件
に
加
え
て
、
観
光

地
の
魅
力
度
や
そ
こ
に
立
地
す
る
宿
泊
施

設
の
特
性
（
特
に
施
設
規
模
）
の
影
響
が

表
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
い
ず
れ
の
立
地
・
業
態
で
も

ピ
ー
ク
は
８
月
、
ボ
ト
ム
は
４
月
、
１
月

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
観
光
地
側
の
要

因
よ
り
も
市
場
側
の
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
こ
の
点
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
は
日
本
で
は
オ
フ
と
な
る
中
華
圏
の
旧

正
月
時
期
の
入
込
や
長
期
旅
行
と
な
る

こ
と
に
よ
る
平
日
宿
泊
の
増
加
な
ど
に
よ

り
需
要
変
動
を
緩
和
す
る
一
助
と
な
っ
て

い
る
。

2
曜
日
変
動
の
現
状

宿
泊
産
業
の
曜
日
変
動
に
関
す
る
着

地
側
の
統
計
は
存
在
し
な
い
た
め
、
こ
こ

で
は
発
地
側
の
統
計
か
ら
推
定
を
表
２

に
示
す
。
ま
ず
個
人
の
宿
泊
観
光
旅
行
客

の
出
発
日
か
ら
見
た
曜
日
変
動
は
、
年
末

年
始
や
５
月
連
休
の
需
要
の
高
さ
と
、
月

曜
～
木
曜
の
需
要
の
低
さ
が
際
立
っ
て
お

り
、
変
動
係
数
は
月
別
変
動
よ
り
は
る
か

に
大
き
く
、
０・８
９
５
に
達
し
て
い
る
。

そ
し
て
荒
っ
ぽ
い
仮
定
で
は
あ
る
が
、
団

体
観
光
客
が
全
て
平
日
（
月
～
木
曜
）
出

発
と
し
た
場
合
の
修
正
変
動
係
数
は
０
・

８
２
９
と
多
少
改
善
さ
れ
る
も
の
の
、
そ

れ
で
も
月
別
変
動
と
比
べ
て
変
動
幅
は
大

き
い
。
こ
の
よ
う
に
需
要
変
動
幅
縮
小
に

は
季
節
変
動
よ
り
も
曜
日
変
動
が
重
要

と
な
る
も
の
の
、
実
際
の
需
要
変
動
対
策

は
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
季
節
変
動
対
策
に
傾
倒
し

が
ち
で
あ
る
。

こ
の
要
因
は
、
月
別
変
動
が
月
次
決
算

な
ど
で
比
較
的
把
握
し
や
す
い
の
に
対
し

表２  国内宿泊観光旅行の旅行出発日の変動
個人客 ＊注1 団体客を加えた修正 ＊注2

構成比％ 構成比％１日当たり平均 １日当たり平均

年計	 365日	 100.0%		  100.0%	
１. 夏休み	 40日	 8.5%	 0.21%	 6.5%	 0.16%
２. 5月連休（G・W）	 9日	 6.7%	 0.74%	 5.1%	 0.57%
３. 年末年始（12/30-1/3）	 5日	 8.2%	 1.64%	 6.3%	 1.26%
４. 土曜日（上記1-3除く）	 43日	 17.7%	 0.41%	 13.6%	 0.32%
５. 日曜・祝祭日（上記1-3除く）	 53日	 14.7%	 0.28%	 11.3%	 0.21%
６. 月曜～木曜（上記1-3除く）	 172日	 31.3%	 0.18%	 47.2%	 0.27%
７. 金曜（上記1-3除く）	 43日	 13.0%	 0.30%	 10.0%	 0.23%
変動係数			   0.895		  0.829

注：ここではオフに低価格の団体客（学生団体や高齢者団体）を和室定員一杯に詰め込むことによる稼働率向上の影響を排除
するために、宿泊人数ではなく稼働客室数の変動を見ている。したがって、宿泊人数で見るとこの変動幅はもっと小さくなる。

出典：2013年（平成25年）1-12月 観光庁「宿泊旅行統計調査」

＊注1：（公財）日本交通公社『旅行年報2015』仮数値による。
＊注2：（公社）日本観光振興協会『観光の実態と志向（平成25年度版）』による団体客比率22.7%を

もとに、団体客が全て月曜～木曜出発と仮定した場合。

変動係数＝標準偏差／平均

表１  旅館の立地別・宿泊施設の業態別・月別稼働客室数の変動
北海道

（旅館）
長野県

（旅館）
神奈川県
（旅館）

鳥取県
（旅館）

大分県
（旅館）

沖縄県
（リゾートH）

全国
（旅館）

全国
（リゾートH）

全国
（ビジネスH）

全国
（シティH）

	 年計	 3,949	 2,553	 844	 554	 908	 4,146	 41,675	 28,537	 153,028	 48,859
	 1月	 269	 243	 63	 35	 71	 251	 2,991	 1,956	 10,578	 3,470
	 2月	 289	 225	 64	 38	 71	 296	 3,001	 2,025	 11,320	 3,702
	 3月	 266	 205	 83	 39	 88	 339	 3,482	 2,435	 12,787	 4,249
	 4月	 176	 149	 69	 33	 70	 324	 2,979	 2,084	 12,077	 4,042
	 5月	 273	 212	 72	 44	 76	 284	 3,544	 2,267	 12,503	 4,166
	 6月	 335	 169	 58	 35	 55	 310	 3,094	 2,085	 11,794	 4,000
	 7月	 433	 225	 66	 46	 69	 401	 3,624	 2,562	 13,452	 4,142
	 8月	 473	 376	 98	 69	 93	 455	 5,014	 3,403	 14,668	 4,519
	 9月	 411	 201	 68	 48	 73	 411	 3,501	 2,503	 13,276	 4,074
	 10月	 428	 207	 62	 56	 78	 398	 3,638	 2,532	 13,944	 4,317
	 11月	 299	 167	 75	 63	 91	 344	 3,645	 2,424	 13,840	 4,243
	 12月	 297	 174	 66	 49	 73	 333	 3,162	 2,261	 12,790	 3,937

ピーク比率	 12.0 %	 14.7 %	 11.6 %	 12.5 %	 10.2 %	 11.0 %	 12.0 %	 11.9 %	 9.6 %	 9.2 %
	 （8月）	 （8月）	 （8月）	 （8月）	 （8月）	 （8月）	 （8月）	 （8月）	 （8月）	 （8 月）

ボトム比率	 4.5 %	 5.8 %	 7.5 %	 6.0 %	 7.7 %	 6.1 %	 7.2 %	 6.9 %	 6.9 %	 7.1 %
	 （4月）	 （4月）	 （1月）	 （4月）	 （4月）	 （1月）	 （1月）	 （1月）	 （1月）	 （1月）

客室稼働率	 44.0 %	 22.5 %	 40.7 %	 39.2 %	 39.7 %	 66.1 %	 33.4 %	 52.3 %	 69.5 %	 75.7 %

	 変動係数	 0.257	 0.263	 0.149	 0.238	 0.135	 0.165	 0.153	 0.155	 0.088	 0.066

（単位：千室）
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て
、
曜
日
変
動
は
統
計
的
デ
ー
タ
を
集
約

し
て
い
な
い
た
め
に
実
態
が
把
握
し
に
く

い
こ
と
、
ま
た
平
日
に
旅
行
す
る
可
能
性

の
あ
る
客
層
や
旅
行
形
態
の
実
態
把
握
が

不
十
分
で
あ
る
た
め
、
対
策
が
価
格
誘
導

に
よ
る
慰
安
団
体
や
学
生
団
体
な
ど
に
傾

倒
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

2 

宿
泊
産
業
の
労
働
生
産

性
向
上
へ
の
課
題

生
産
性
に
は
「
労
働
生
産
性（
人
時
生

産
性
＝
付
加
価
値
額
÷
投
入
し
た
労
働

量
：m

an

×hour 

、
以
下
、
Ｍ
Ｈ
）」
と

「
資
本
生
産
性
（
投
下
資
本
に
対
す
る
付

加
価
値
額
。
宿
泊
産
業
で
は
面
積
当
た

り
付
加
価
値
額
、
粗
利
益
÷
延
べ
床
面
積

で
代
用
）」
が
あ
り
、
一
般
に
宿
泊
産
業

で
は
、
料
飲
部
門
で
は
資
本
生
産
性
は
高

く
な
る
が
労
働
生
産
性
は
低
く
な
る
の
に

対
し
て
、
客
室
部
門
で
は
資
本
生
産
性
は

低
く
な
る
が
労
働
生
産
性
は
高
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
宿
泊
産
業
の
損
益
構
造
を
も

と
に
、
こ
こ
で
は
労
働
生
産
性
向
上
へ
の

課
題
を
整
理
す
る
。
宿
泊
産
業
の
労
働
生

産
性
が
低
い
要
因
と
し
て
は
前
項
の
需
要

変
動
に
よ
る
影
響
に
加
え
て
以
下
の
要
因

が
挙
げ
ら
れ
る
。

1
料
飲
主
体
型
の
売
上
構
成
に
よ
る

影
響

宿
泊
産
業
は
「
空
間
利
用
権
（
主
に
客

室
や
大
浴
場
な
ど
の
提
供
）」
と
「
人
的
サ

ー
ビ
ス
（
主
に
料
飲
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）」

と
い
う
２
つ
の
サ
ー
ビ
ス
領
域
を
組
み
合

わ
せ
た
産
業
で
あ
り
、
両
者
の
組
み
合
わ

せ
方
（
売
上
構
成
）
に
よ
り
労
働
生
産
性

の
差
が
生
じ
る
。

わ
が
国
の
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
の
労
働
生
産

性
が
米
国
の
そ
れ
よ
り
低
い
と
評
さ
れ
る

の
は
こ
の
客
室
と
料
飲
の
売
上
構
成
比
の

差
異
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
近
年
、
宿
泊
特
化
型
ホ
テ
ル
、
あ
る

い
は
セ
レ
ク
ト
サ
ー
ビ
ス
ホ
テ
ル
と
呼
ば

れ
る
客
室
売
上
を
主
体
と
し
た
業
態
が

増
加
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
労
働
生
産

性
を
上
げ
る
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
業
態
は
料
飲
サ
ー

ビ
ス
の
受
け
皿
と
な
る
外
食
産
業
の
発
達
、

そ
し
て
そ
の
外
食
産
業
の
労
働
生
産
性
を

担
保
す
る
地
元
客
需
要
の
存
在
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
こ
に
地
元
市
場
が
貧
弱
な

観
光
地
で
は
こ
の
よ
う
な
業
態
が
発

達
し
に
く
い
要
因
が
あ
る
。

2
経
営
規
模
に
よ
る
影
響

こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
業
全
て
に
関
わ
る

課
題
で
あ
る
が
、
宿
泊
産
業
に
お
い
て

は
、
販
売
促
進
と
予
約
対
応
を
行
う

販
売
部
門
、
清
掃
や
設
備
管
理
な
ど

を
行
う
後
方
支
援
部
門
、
さ
ら
に
は

多
数
の
専
門
要
員
を
必
要
と
す
る
料

飲
部
門
の
人
件
費
が
固
定
費
と
し
て

発
生
す
る
た
め
、
一
定
規
模
以
上
で
な

い
と
要
員
運
用
効
率
が
低
く
な
る
。

表
３
は
旅
館
の
経
営
規
模
に
よ
る
労

働
生
産
性
の
差
異
を（
一
社
）日
本
旅

館
協
会
「
営
業
状
況
等
統
計
調
査
」
を

も
と
に
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
経

営
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
労
働
生
産

性
は
低
下
し
、
特
に
一
般
に
５
０
０
０
～

６
０
０
０
円
／
Ｍ
Ｈ
が
必
要
と
さ
れ
る
人

時
生
産
性
は
、
大
旅
館
で
も
４
６
０
４
円

／
Ｍ
Ｈ
、
中
小
旅
館
で
は
３
０
５
２
～

３
７
９
８
円
／
Ｍ
Ｈ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

特
に
、日
本
旅
館
協
会
加
盟
の
小
旅
館
は

比
較
的
高
級
な
施
設
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
が
、
高
付
加
価
値
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
客
室
稼
働
率
が
低
く
、
さ
ら
に
人
時

生
産
性
の
低
さ
が
顕
著
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
デ
ー
タ
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
、
わ
が
国
の
観
光
地
に
多

数
存
在
す
る
家
族
経
営
の
小
旅
館
や
ペ
ン

シ
ョ
ン
民
宿
な
ど
の
「
小
規
模
・
低
価
格

（
か
つ
食
事
を
提
供
す
る
施
設
）」
の
労
働

生
産
性
は
さ
ら
に
低
く
な
っ
て
い
る
と
推

定
さ
れ
る
。
ま
た
、
経
営
規
模
拡
大
の
一

つ
の
施
策
と
し
て
多
店
舗
経
営
（
チ
ェ
ー

ン
化
）
も
販
売
促
進
と
予
約
管
理
の
効
率

＊1：粗利益÷就労者数
＊2：平成20年度版「国際観光旅行営業状況等統計調査」のDATAを元に以下の手順で推定。

◦正社員の平均労働時間の分布をもとに正社員の平均労働時間を2,200時間とする。
◦常勤パートの年間労働時間を、客室係給与と客室パート給与の差0.55をもとに、正社員の半分とする。
◦経営規模別の正社員・常勤パート人数比率をもとに就労者1人当たり平均労働時間を推定。

＊3：付加価値額÷投入労働時間（就労者数×平均労働時間）
出典：（一社）日本旅館協会「営業状況等統計調査（平成25年度版）」

表３  旅館の労働生産性に関する経営指標、規模別
大旅館

（100室以上）
中旅館

（31-99室）
小旅館

（30室以下）
客室稼働率	 59.4%	 59.4%	 49.1%
基本宿泊単価	 12,982円	 13,084円	 13,314円
就労者数（社員＋常勤パート）	 161人	 74人	 24人
就労者１人当たり平均付加価値額＊1	 8,840千円	 6,760千円	 5,430千円
人件費率	 30.2%	 32.5%	 35.8%
労働分配率	 40.1%	 43.0%	 46.3%
就労者の平均労働時間（推定）＊2	 1,920時間	 1,780時間	 1,779時間
人時生産性（円／MH）＊3	 4,604円	 3,798円	 3,052円
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27 特集◉「平準化」を考える——成熟化社会の旅と観光地に向けて
特集5 わが国の宿泊産業における平準化——需要の平準化と旅館・ホテルの生産性向上に関する考察

化
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
に
寄
与
す

る
経
営
手
法
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
観
光

地
の
宿
泊
産
業
が
単
独
・
独
立
経
営
形
態

が
多
い
こ
と
は
常
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

3
人
的
資
源
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足

こ
れ
も
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
業
に
共
通

す
る
要
員
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
で
あ
り
、

季
節
・
曜
日
変
動
に
要
員
数
を
対
応
さ
せ

る
ワ
ー
ク
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
（
勤
務
時

間
や
勤
務
日
の
柔
軟
な
対
応
、
変
形
労
働

時
間
勤
務
）、
時
間
帯
に
よ
る
需
要
変
動

に
要
員
数
を
対
応
さ
せ
る
多
能
工
化
（
例

え
ば
、
フ
ロ
ン
ト
勤
務
の
後
に
料
飲
サ
ー

ビ
ス
勤
務
な
ど
）
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
た

め
に
は
季
節
・
曜
日
ご
と
の
入
込
予
測
に

基
づ
く
適
切
な
要
員
管
理
や
教
育
訓
練

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

3
観
光
地
の
滞
在
客
開
拓

へ
向
け
て
の
旅
館・ホ
テ

ル
の
対
応
策

観
光
地
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
労
働
生
産

性
向
上
の
た
め
に
は
、
ま
ず
需
要
の
平
準

化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
曜
日

変
動
幅
の
縮
小
、
す
な
わ
ち
滞
在
客
開
拓

が
最
も
効
果
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
滞
在

客
開
拓
の
た
め
に
は
、
観
光
地
に
滞
在
客

の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
料
飲
サ
ー
ビ
ス
が

充
実
す
る
こ
と
、
そ
し
て
旅
館
・
ホ
テ
ル

が
料
飲
機
能
を
軽
く
し
て
宿
泊
主
体
型
へ

と
業
態
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
わ
が
国
の
観
光
地
の
宿
泊
施

設
の
大
部
分
を
占
め
、
か
つ
労
働
生
産
性

が
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
低
価
格
の
中

小
旅
館
や
民
宿
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
生

産
性
向
上
策
を
、
滞
在
客
対
応
と
経
営

規
模
拡
大
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
。

1
旅
館
業
態
の
ま
ま
で
の
滞
在
需
要

開
拓

１
泊
２
日
旅
行
が
主
流
の
わ
が
国
の
観

光
旅
行
で
は
、
豪
華
で
非
日
常
的
な
料
理

が
誘
客
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

部
屋
食
や
会
席
料
理
・
懐
石
料
理
な
ど
の

食
事
提
供
形
態
が
発
達
し
、
現
在
の
旅

館
と
い
う
業
態
を
形
づ
く
っ
て
き
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
高
品
質
の
料
飲
サ
ー
ビ
ス
が

い
わ
ゆ
る
「
１
泊
２
食
サ
ー
ビ
ス
を
中
心

と
す
る
旅
館
の
お
も
て
な
し
」
と
し
て
市

場
に
定
着
し
て
い
る
。

こ
の
料
飲
主
体
の
損
益
構
造
は
旅
館
の

資
本
生
産
性
（
面
積
当
た
り
付
加
価
値

額
）
を
高
め
て
い
る
も
の
の
、
逆
に
労
働

生
産
性
を
低
く
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
滞

在
客
の
ニ
ー
ズ
か
ら
は
こ
の
“
高
品
質
＝

高
価
格
の
料
飲
サ
ー
ビ
ス
”
が
過
剰
品
質

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
観
光
地
の
滞
在

利
用
が
進
ま
な
い
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。

そ
の
た
め
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
現
在
の

主
客
層
で
あ
る
１
泊
２
日
旅
行
へ
の
対
応

を
維
持
し
つ
つ
、
新
た
に
滞
在
客
需
要
を

開
拓
し
て
い
く
た
め
に
は
以
下
の
よ
う
な

対
応
策
が
必
要
と
な
る
。

①
料
金
政
策
に
よ
る
一
定
比
率
の

滞
在
客
対
応
の
設
定

 

◦
泊
食
分
離
販
売
の
一
形
態
と
し
て
の

　

１
泊
朝
食
付
き
滞
在
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
導
入

現
在
の
主
客
層
で
あ
る
１
泊
２
日
旅
行

に
対
応
し
つ
つ
、
滞
在
需
要
を
開
拓
す
る

料
金
政
策
と
し
て
１
泊
朝
食
付
き
料
金

の
導
入
が
進
行
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は

こ
の
よ
う
な
宿
泊
商
品
は
直
前
の
空
室
対

策
と
し
て
設
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

し
か
し
旅
行
日
数
が
長
く
な
る
と
予

約
時
期
は
早
期
化
す
る
こ
と
か
ら
、
空
室

対
策
と
し
て
の
１
泊
朝
食
付
き
商
品
は
滞

在
需
要
の
開
拓
と
は
な
ら
ず
、
単
な
る
低

価
格
で
手
軽
な
近
距
離
１
泊
旅
行
の
受

け
皿
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
滞
在
需
要
開
拓
を
目
的
と
す

る
な
ら
ば
、
客
室
の
一
定
比
率
を
あ
ら
か

じ
め
滞
在
客
対
応
と
決
め
て
、
２
～
３
泊

の
１
泊
朝
食
付
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
を
一

種
の
早
割
商
品
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。

 

◦
１
泊
２
食
型
で
室
料
逓
減
料
金
に
よ
る

　

滞
在
客
対
応

こ
れ
は
上
記
の
１
泊
朝
食
付
き
料
金
で

は
な
く
１
泊
２
食
料
金
の
ま
ま
で
、
連
泊

す
る
に
つ
れ
て
室
料
を
割
引
す
る
料
金
体

系
に
よ
り
、
既
存
の
１
泊
客
に
無
理
な
く

対
応
し
つ
つ
滞
在
客
を
開
拓
す
る
手
法
で

あ
り
、
長
野
県
の
温
泉
地
の
中
規
模
旅
館

の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
室
料
部
分
の
割
引
は
一
見
、
利
益

の
源
泉
で
あ
る
室
料
売
上
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
実
際
に
は
滞

在
利
用
で
は
２
泊
目
以
降
の
夕
食
の
摂
食

率
・
摂
食
量
は
低
下
す
る
の
で
、
そ
れ
を

見
越
し
た
料
飲
サ
ー
ビ
ス
体
制
と
す
る
こ

と
で
、
滞
在
割
引
に
よ
る
平
日
の
稼
働
率

向
上
と
合
わ
せ
た
効
果
に
よ
り
労
働
生

産
性
を
確
保
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
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②
夕
食
捕
捉
率
低
下
を
前
提
と
し
た

料
飲
部
門
の
施
設
・
要
員
の

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

宿
泊
客
全
員
が
夕
食
を
食
べ
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
旅
館

の
要
員
体
制
や
調
理
室
・
レ
ス
ト
ラ
ン
設

備
投
資
で
は
１
泊
朝
食
付
き
商
品
の
導

入
は
必
ず
し
も
労
働
生
産
性
向
上
に
は

結
び
つ
か
な
い
。

そ
の
た
め
、
最
初
か
ら
夕
食
の
摂
食
率

を
低
く
見
積
も
っ
て
、
そ
れ
を
前
提
と
し

た
要
員
体
制
・
施
設
規
模
と
す
る
料
飲
部

門
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
が
必
要
と
な
る
。

実
際
、
滞
在
利
用
に
よ
り
夕
食
の
捕
捉
率

が
低
く
な
っ
て
い
る
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
で
は
夕
食
の
席
数
や
調
理
・
接
客
要

員
を
最
初
か
ら
宿
泊
収
容
力
の
60
～
70

％
程
度
に
抑
え
た
施
設
も
存
在
す
る
。

2
料
飲
機
能
の
集
約
、
ま
た
は

　
家
族
経
営
の
飲
食
店
整
備
＋
宿
泊

　
特
化
型
の
業
態
開
発

こ
れ
は
1
で
述
べ
た
泊
食
分
離
を
同
一

施
設
内
で
行
う
の
で
は
な
く
、
宿
泊
サ
ー

ビ
ス
の
み
を
提
供
す
る
施
設
と
料
飲
サ
ー

ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す
る
施
設
に
分
離

す
る
発
想
で
あ
る
。

滞
在
需
要
開
拓
の
た
め
に
は
低
価
格

で
も
生
産
性
の
高
い
料
飲
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
外
食
産

業
で
は
生
産
性
を
追
求
し
た
経
営
規
模

拡
大
（
チ
ェ
ー
ン
化
）
と
個
人
経
営
の
小

規
模
飲
食
店
へ
の
二
極
分
化
と
し
て
表
れ

て
い
る
。
前
者
で
は
調
理
室
の
集
約
（
セ

ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
）
と
そ
れ
に
よ
り
可

能
と
な
る
技
術
革
新
（
調
理
の
自
動
化
や

作
り
置
き
技
術
）、
お
よ
び
食
材
仕
入
の

集
約
に
よ
る
労
働
生
産
性
向
上
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
り
、
後
者
で
は
家
族
経
営
（
兼
業

含
む
）、
お
よ
び
低
い
不
動
産
経
費
（
建

物
賃
料
な
ど
）
が
労
働
生
産
性
の
低
さ
を

補
っ
て
経
営
が
成
立
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
観
光
地
で
の
実

現
可
能
な
対
応
策
と
し
て
以
下
の
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

①
複
数
旅
館
の一
体
経
営
に
よ
る

　

料
飲
機
能
集
約

こ
れ
は
多
数
の
小
規
模
旅
館
に
分
散
し

て
い
る
料
飲
機
能
を
１
カ
所
に
集
約
し
て

料
飲
部
門
の
経
営
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と

に
よ
り
労
働
生
産
性
を
向
上
す
る
施
策
で

あ
る
。

事
例
と
し
て
箱
根
地
域
で
８
軒
の
小
規

模
旅
館
を
経
営
す
る
事
業
者
が
挙
げ
ら
れ
、

こ
こ
で
は
１
軒
の
旅
館
の
調
理
室
に
セ
ン

ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
機
能
を
持
た
せ
て
、
そ
こ

か
ら
複
数
の
旅
館
ホ
テ
ル
へ
食
材
を
配
送

す
る
手
法
で
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て

い
る
。

ま
た
、
同
一
観
光
地
で
複
数
旅
館
を
経

営
す
る
旅
館
が
、
料
飲
機
能
は
本
館
に

集
約
し
、
別
館
の
宿
泊
客
は
本
館
に
食
べ

に
来
て
も
ら
う
か
温
泉
街
で
食
事
し
て
も

ら
う
タ
イ
プ
の
事
例
は
各
地
の
温
泉
地
に

存
在
す
る
。

②
旅
館
の
１
泊
朝
食
付
き
販
売
＋
温
泉

　

街
で
の
飲
食
店
育
成

滞
在
客
は
「
街
に
出
て
、
自
由
に
食
事

を
す
る
こ
と
」
が
楽
し
み
の
一
つ
と
な
る

こ
と
か
ら
、
街
の
機
能
と
し
て
魅
力
あ
る

飲
食
店
を
開
発
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
場
合
の
飲
食
店
の
経
営
条
件
と
し

て
、
低
価
格
の
建
物
賃
料
、
お
よ
び
観
光

客
が
事
前
に
予
約
し
た
く
な
る
よ
う
な

魅
力
あ
る
食
事
開
発
と
同
時
に
、
観
光

客
に
飲
食
店
情
報
を
提
供
す
る
観
光
地

グ
ル
メ
ガ
イ
ド
お
よ
び
予
約
シ
ス
テ
ム
が

不
可
欠
と
な
る
。

飲
食
店
開
発
の
具
体
策
と
し
て
は
、
温

泉
街
の
空
き
店
舗
対
策
と
し
て
公
的
機

関
を
通
じ
て
飲
食
店
経
営
者
の
公
募
す

る
手
法
が
あ
り
、
こ
れ
は
旅
館
の
調
理
師

の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
形
成
と
し
て
も
有
効

で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
経
営
の
飲
食
店
が

で
き
な
い
場
合
は
、
既
存
の
ホ
テ
ル
旅
館

が
温
泉
街
の
店
舗
に
出
店
す
る
こ
と
を
支

援
す
る
手
法
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
施
策
は
温
泉
街
と

し
て
の
店
舗
集
積
が
あ
る
こ
と
が
前
提
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
加
え

て
昼
食
需
要
が
あ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

兵
庫
県
の
有
馬
温
泉
は
滞
在
利
用
は

少
な
い
も
の
の
、
日
帰
り
観
光
客
が
多
い

た
め
昼
食
・
軽
食
需
要
が
大
き
く
、
こ

れ
が
温
泉
街
で
の
多
様
な
飲
食
店
形
成

に
寄
与
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
旅
館
の
１

泊
朝
食
付
き
販
売
が
活
発
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
意
味
で
は
、
滞
在
客
が
増
加
す
れ
ば
、

そ
の
昼
食
・
軽
食
需
要
が
発
生
し
て
温
泉

街
の
飲
食
店
の
生
産
性
が
高
ま
る
こ
と
と

な
り
、
旅
館
の
１
泊
朝
食
付
き
販
売
も
可

能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
１
泊

朝
食
付
き
旅
館
と
魅
力
あ
る
飲
食
店
の

集
積
は
車
の
両
輪
で
あ
り
、
片
方
が
欠
け

る
と
も
う
片
方
も
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

実
際
、
磐
梯
熱
海
温
泉
で
Ｂ
＆
Ｂ
旅
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大
野
正
人
（
お
お
の 

ま
さ
ひ
と
）

高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
教
授
。
１
９
７
６

年
東
京
大
学
農
学
部
林
学
科
・
森
林
風
致
計
画
研
究

室
卒
。
同
年
、
交
通
公
社
綜
合
開
発
㈱
入
社
、
リ
ゾ
ー

ト
開
発
、
ホ
テ
ル
旅
館
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
従
事
。

１
９
９
１
年
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
入
社
、
観
光
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
宿
泊
産
業
・
観
光
文
化
活
性
化
に
関

す
る
調
査
研
究
に
従
事
。
２
０
１
３
年
よ
り
現
職
。

館
（
１
泊
朝
食
付
き
販
売
）
の
先
駆
者
と

な
っ
た
小
旅
館
で
は
温
泉
街
の
飲
食
店
舗

の
衰
退
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
現

状
で
は
館
内
で
夕
食
を
と
る
宿
泊
客
が
増

加
し
、
労
働
生
産
性
が
低
下
し
て
い
る
。

③
上
記
の
①
②
の
施
策
と
組
み
合
わ
せ

　

た
生
産
性
の
高
い
宿
泊
特
化
型
施
設

　

へ
の
業
態
転
換

上
記
の
料
飲
機
能
の
集
約
な
ど
と
対
に

な
る
の
が
滞
在
客
用
の
客
室
の
み
を
提
供

す
る
宿
泊
特
化
型
施
設
の
充
実
で
あ
る

が
、
前
述
し
た
よ
う
に
宿
泊
特
化
型
で
は

労
働
生
産
性
は
向
上
す
る
が
資
本
生
産

性
は
低
下
す
る
。
都
市
に
お
け
る
宿
泊
特

化
型
ホ
テ
ル
の
増
加
は
建
物
仕
入
価
格
の

低
下
（
土
地
・
建
築
費
の
低
下
、
デ
フ
レ

傾
向
と
ロ
ー
コ
ス
ト
建
築
技
術
）
に
よ
る

資
本
生
産
性
の
向
上
と
外
食
産
業
の
発

達
が
も
た
ら
し
た
業
態
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
は
旅
館
の
事
業
再
生
は
低

価
格
で
の
建
物
取
得
が
可
能
と
い
う
点
で

宿
泊
特
化
型
へ
の
業
態
転
換
の
好
機
会
で

あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
事
業
再
生
が
１
泊

２
食
型
低
価
格
旅
館
を
再
生
産
し
て
価

格
競
争
を
さ
ら
に
激
化
さ
せ
て
い
る
状
況

を
鑑
み
る
と
、
事
業
再
生
時
に
滞
在
型
へ

の
業
態
転
換
を
誘
導
す
る
政
策
が
必
要

と
言
え
よ
う
。
同
時
に
宿
泊
特
化
型
と
い

え
ど
も
小
規
模
の
ま
ま
で
は
労
働
生
産
性

が
上
が
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
経
営
規
模
の

拡
大
は
不
可
欠
で
あ
る
。
後
継
者
難
・
経

営
不
振
な
ど
が
続
く
観
光
地
の
小
規
模

旅
館
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
民
宿
を
ま
と
め
て

事
業
再
生
し
て
、
滞
在
型
客
室
と
し
て
集

約
経
営
す
る
仕
組
み
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

4
ま
と
め

以
上
、需
要
の
平
準
化
と
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
生
産
性
向
上
の
課
題
を
、
主
に
温
泉
観

光
地
の
中
小
規
模
宿
泊
施
設
の
滞
在
客
対

応
と
い
う
視
点
で
論
じ
て
き
た
が
、
滞
在

客
の
開
拓
が
需
要
平
準
化
、
そ
の
結
果
と

し
て
の
生
産
性
向
上
の
唯
一
の
答
え
で
は

な
い
こ
と
を
こ
こ
で
補
足
し
て
お
き
た
い
。

旅
行
者
が
観
光
地
に
宿
泊
す
る
動
機

や
行
動
パ
タ
ー
ン
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

各
観
光
地
に
１
泊
ず
つ
宿
泊
し
て
結
果
と

し
て
長
期
旅
行
と
な
る
周
遊
旅
行
形
態

や
、
近
距
離
の
観
光
地
に
１
泊
旅
行
を
何

回
も
繰
り
返
し
訪
れ
る
１
泊
リ
ピ
ー
タ
ー

旅
行
形
態
も
あ
る
。
さ
ら
に
観
光
地
の
魅

力
よ
り
も
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
魅
力
に
よ
り

旅
行
先
を
選
択
す
る
観
光
行
動
も
あ
る
。

実
際
、
魅
力
あ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
は
平

日
の
１
泊
２
日
旅
行
の
誘
客
に
よ
り
高
稼

働
、
す
な
わ
ち
需
要
の
平
準
化
に
よ
る
高

い
生
産
性
を
実
現
し
て
い
る
事
例
は
多
数

存
在
す
る
。

し
か
し
１
泊
旅
行
で
の
魅
力
向
上
は
ど

う
し
て
も“
料
飲
と
も
て
な
し
”の
付
加

価
値
ア
ッ
プ
、
す
な
わ
ち
価
格
ア
ッ
プ
に

偏
り
が
ち
で
あ
り
、
国
内
観
光
旅
行
需
要

全
体
の
底
上
げ
に
は
結
び
つ
き
に
く
い
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
実
際
、
ほ
と
ん
ど
の

旅
館
・
ホ
テ
ル
が
１
泊
２
食
で
２
万
円
以

上
の
伝
統
的
か
つ
高
い
も
て
な
し
の
日
本

旅
館
と
し
て
生
き
残
る
こ
と
は
無
理
で
あ

り
、
そ
こ
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
価
格
で
も
生

産
性
と
魅
力
を
両
立
で
き
る
滞
在
型
宿

泊
施
設
へ
の
業
態
転
換
の
必
要
性
が
あ
る

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
滞
在
型
旅
行
を
重
視
し
た

業
態
を
選
ぶ
か
、
従
来
の
１
泊
旅
行
を
重

視
し
た
業
態
で
い
く
べ
き
か
は
、
二
者
択

一
の
問
題
で
は
な
く
、
両
者
の
組
み
合
わ

せ
と
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
で
あ
る
。

宿
泊
産
業
は
も
と
も
と
こ
の
よ
う
な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
ミ
ッ
ク
ス
が
必
要
な
業
種
で
あ
り
、

多
く
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者
は
週
末
は

個
人
客
で
平
日
は
団
体
慰
安
客
、
冬
は
若

者
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
夏
は
子
連
れ
家
族
客
な

ど
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
現
場
感
覚
で

行
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ミ
ッ

ク
ス
の
対
象
に
滞
在
客
と
い
う
選
択
肢
を

加
え
る
こ
と
で
、
新
た
な
宿
泊
需
要
の
創

造
を
期
待
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
自
分
が
立
地
す
る
観

光
地
が
１
泊
２
日
旅
行
客
と
滞
在
客
の
ど

ち
ら
に
優
位
性
を
持
つ
の
か
を
交
通
立
地

特
性
や
気
候
特
性
、
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
資
源
特
性
を
も
と
に
判
断
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
重

要
と
な
る
こ
と
を
最
後
に
強
調
し
て
お
き

た
い
。　
　
　
　

 （
お
お
の　

ま
さ
ひ
と
）
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温
泉
地
に
お
け
る
長
期
滞
在
化
への
取
り
組
み

―
―
大
分
県
竹
田
市
「
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
」
の
事
例

大
分
県
竹
田
市
長
　
首
藤 

勝
次
氏
に
聞
く

世
界
に
通
用
す
る

個
性
的
な

温
泉
地
づ
く
り
を

 「
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
に

至
る
市
長
の
政
策
理
念
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

【
首
藤
】
　

世
界
に
冠
た
る
温
泉
資
源
を
持

つ
日
本
は
、先
進
地
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に

予
防
医
療
や
免
疫
力
を
高
め
る
健
康
づ
く

り
の
た
め
「
温
泉
力
」
を
活
用
す
べ
き
で

あ
る
。
長
年
そ
う
考
え
て
き
ま
し
た
。
特

に
当
地
で
は
昭
和
初
期
に
松
尾
武
幸
博
士

が
注
目
し
て
以
来
、「
炭
酸
泉
を
核
に
し

た
世
界
に
通
用
す
る
個
性
的
な
温
泉
地
づ

く
り
」
を
胸
に
刻
ん
で
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

当
時
の
長
湯
観
光
協
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
「
東
方
日
本
の
長
湯
温
泉
、
西
方
ド

イ
ツ
の
カ
ル
ル
ス
バ
ー
ド
」
と
い
う
意
気

込
み
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る
フ
レ
ー
ズ
が

残
っ
て
い
ま
す
。

直
入
町
役
場（
当
時
）
職
員
時
代
の

１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
に
ド
イ
ツ
の

バ
ー
ト
ナ
ウ
・ハ
イ
ム
、
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
、

バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
と
い
う
３
つ
の

炭
酸
泉
の
湧
出
地
を
訪
ね
ま
し
た
。
当
時

か
ら
温
泉
療
養
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う

思
い
が
す
で
に
あ
っ
た
の
で
、バ
ー
ト
・
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
と
友
好
都
市
宣
言
を
し

て
帰
国
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
市
民
交
流

や
文
化
交
流
を
深
め
る
中
で
「
世
界
に
通

用
す
る
個
性
的
な
温
泉
地
づ
く
り
」
と
い

う
政
策
テ
ー
マ
の
輪
郭
が
し
っ
か
り
と
見

え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
外
湯
巡
り
や

飲
泉
の
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
個
性
的
な

温
泉
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

「
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
」

が
長
期
滞
在
を
生
み
出
し
た

 「
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
」は
、観
光

客
の
動
向
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
首
藤
】
　

私
が
２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）

に
竹
田
市
長
に
就
任
し
て
す
ぐ
、「
個
性

的
な
温
泉
地
づ
く
り
」
の
新
た
な
戦
略
と

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
温
泉
療
養
に

保
健
を
適
用
さ
せ
る
制
度
を
提
案
し
、
シ

ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
経
て
導
入
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
日
本
に
は
な
か
っ
た
先
進

的
な
施
策
で
す
。
原
資
と
し
て
は
入
湯
税

の
一
部
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

年
々
制
度
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
滞
在
者
が
増
え
始

め
て
、
何
よ
り
も
実
際
に
５
泊
以
上
の
長

期
滞
在
の
実
績
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
当

初
は
３
連
泊
を
条
件
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

延
べ
３
泊
と
い
う
こ
と
で
適
用
条
件
の
ハ

ー
ド
ル
を
下
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
シ
ス
テ

ム
を
広
め
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
ま
ず
国

民
の
皆
さ
ん
に
「
温
泉
力
」
を
意
識
し
て

ほ
し
い
、
つ
ま
り
温
泉
地
に
行
く
と
か
温

泉
に
滞
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
気
持
ち
い

い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
え

る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
狙
い

で
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
観
光
地
に
お
い
て
何

首
藤
勝
次
（
し
ゅ
と
う 

か
つ
じ
）

１
９
５
３
年
大
分
県
竹
田
市
生
ま
れ
。
76
年
大
分
県

直
入
町
役
場
に
就
職
。
主
に
企
画
・
広
報
・
国
際
交
流

の
分
野
を
歩
み
、
炭
酸
泉
を
縁
と
し
た
ド
イ
ツ
と
の
国

際
交
流
を
推
進
し
、
姉
妹
都
市
締
結
を
実
現
。
大
分
県

議
会
議
員
３
期
を
経
て
、
２
０
０
９
年
４
月
よ
り
現
職
。

国
土
交
通
省
の
「
観
光
カ
リ
ス
マ
」
に
認
定
さ
れ
、
全

国
的
に
観
光
振
興
や
地
域
振
興
に
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー

達
と
幅
広
い
人
脈
を
持
つ
。
現
在
は
、
地
域
主
権
の
確

立
を
目
指
し
、「
農
村
回
帰
宣
言
市
」
を
標
榜
、
竹
田

ら
し
い
、
竹
田
に
し
か
で
き
な
い
施
策
の
展
開
「
Ｔ
Ｏ

Ｐ
運
動
」
を
通
じ
た
「
温
泉
療
養
保
健
適
用
」
制
度
の

確
立
な
ど
、
全
国
初
の
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
に
取
り
組
む
。
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と
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
長
期
滞
在
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
索
が
な
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
こ
れ
と
い

っ
た
答
え
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
日
本
に
は
お
米
や
み
そ
を
持
っ
て

１
カ
月
も
温
泉
地
に
滞
在
し
て
元
気
に
な

っ
て
帰
っ
て
い
く
と
い
う「
湯
治
の
文
化
」、

つ
ま
り
長
期
滞
在
の
原
点
と
も
言
え
る
よ

う
な
ス
タ
イ
ル
が
も
と
も
と
あ
っ
た
。「
温

泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
」
も
ド
イ
ツ
を
は

じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
学
ぶ
中
で
生
ま
れ

た
も
の
で
す
が
、
そ
の
原
点
は
日
本
に
あ

っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

長
期
滞
在
の
た
め
に

「
総
合
力
」を
持
っ
た

温
泉
地
形
成
を

観
光
需
要
の
平
準
化
と
い
う
観
点
か

ら
す
る
と
、長
期
滞
在
化
は
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
の
観
光
地
づ
く
り
と
い
う
点
に

つ
い
て
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
首
藤
】
　

ド
イ
ツ
の
温
泉
地
の
方
々
と
お

付
き
合
い
す
る
中
で
「
日
本
に
は
安
く
長

く
温
泉
に
滞
在
し
て
身
体
を
癒
や
す
素

晴
ら
し
い
湯
治
の
文
化
が
あ
る
の
に
、
何

を
ド
イ
ツ
か
ら
学
ぶ
の
か
」
と
い
う
問
い

掛
け
も
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
考
え
る
と

竹
田
市
に
は
温
泉
以
外
に
も
久
住
高
原

と
い
う
心
地
よ
い
滞
在
環
境
が
あ
り
、
岡

城
の
よ
う
な
歴
史
的
な
魅
力
が
あ
り
、
ト

マ
ト
の
大
生
産
地

で
も
あ
っ
て
地
場

の
食
の
魅
力
も
持

っ
て
い
る
。
温
泉

を
核
に
し
て
滞
在

す
る
人
た
ち
の
ニ

ー
ズ
を
満
た
せ
る

よ
う
な
多
様
な
魅

力
が
集
積
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
づ

く
り
に
は
ト
ー
タ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
て
い
く
力
が

必
要
で
す
し
、
や

は
り
長
期
滞
在
す

る
た
め
の
保
養
地

と
し
て
、「総
合
力
」

を
持
っ
た
温
泉
地

形
成
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

「
温
泉
力
」を
活
用
し
て

国
民
の
健
康
づ
く
り
に

寄
与

竹
田
市
で
は「
長
期
滞
在
の
先
」に
ど

の
よ
う
な
温
泉
地
の
将
来
像
を
描
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
首
藤
】
　

長
湯
温
泉
は
１
９
７
６
年
（
昭

和
51
年
）に
国
民
保
養
温
泉
地
の
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
５
年（
平
成

27
年
）５
月
に「
竹
田
温
泉
群
」
と
し
て

対
象
エ
リ
ア
を
竹
田
市
全
域
に
拡
大
し
て

再
指
定
を
受
け
ま
し
た
。「
温
泉
療
養
保

健
シ
ス
テ
ム
」
は
再
指
定
を
受
け
る
際
の

核
に
な
る
取
り
組
み
と
し
て
も
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
温
泉
力
」
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
に
は
一
温
泉
地
だ
け
で
は
弱

い
の
で
、
他
の
温
泉
地
と
の
連
携
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
年
の
７
月
に
は
豊
富
温
泉

（
北
海
道
豊
富
町
）、
玉
川
温
泉
（
秋
田
県

仙
北
市
）と
で「
温
泉
力
地
域
協
力
協
定
」

を
締
結
し
て
、
日
本
の
温
泉
力
を
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
に
見
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

目
標
が
な
け
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
は
見
え
な

い
と
思
い
ま
す
し
、ビ
ジ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば

決
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
失

わ
ず
に
30
年
間
歩
ん
で
き
た
流
れ
が
今
に

結
実
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
温
泉

力
」
を
活
用
し
て
温
泉
地
が
国
民
の
健
康

づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

さ
ら
に
追
い
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
し
ゅ
と
う　

か
つ
じ
）

（
２
０
１
５
年
９
月
11
日
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

聞
き
手
：
堀
木
美
告
）

国内屈指の高濃度炭酸泉“長湯温泉”旅館街

227観光文化特集5.indd   31 2015/10/02   20:42



32観光文化227号 October 2015

長
湯
温
泉（
大
分
県
竹
田
市
）は
久
住
山

系
東
麓
の
高
原
に
位
置
し
、
芹
川
沿
い
の
田

園
地
帯
に
広
が
る
温
泉
地
で
あ
る
。
風
土
記

に
も
記
載
が
見
ら
れ
る
歴
史
を
有
し
、
高
濃

度
の
炭
酸
泉
が
特
徴
で
、
昭
和
初
期
に
炭

酸
泉
の
効
能
に
つ
い
て
研
究
し
た
松
尾
武
幸

博
士
（
九
州
帝
国
大
学
）
は
「
飲
ん
で
効

き 

長
湯
し
て
利
く 
長
湯
の
お
湯
は 

心
臓

胃
腸
に
血
の
薬
」
と
の
言
葉
を
残
し
た
。

１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
に
旧
直
入

町
（
２
０
０
５
年
〔
平
成
17
年
〕
４
月
に
合

併
し
て
竹
田
市
）が
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
の
を
は

じ
め
、
ド
イ
ツ
の
温
泉
地
と
の
交
流
も
進
め

な
が
ら
古
く
か
ら
の
湯
治
文
化
を
活
か
し
た

独
自
の
温
泉
地
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
個
性
的
な
飲
泉
場
や
温
泉
療
養
文
化

館「
御
前
湯
」
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
る

一
方
で
、「
温
ま
る
」「
歩
く
」「
食
べ
る
」「
笑

う
」
を
組
み
合
わ
せ
、
竹
田
市
の
温
泉
、
自

然
、
文
化
を
ト
ー
タ
ル
に
楽
し
み
な
が
ら
元

気
に
な
る
「
竹
田
式
湯
治
」の
展
開
を
図
っ

て
い
る
。２
０
１
１
年
度
（
平
成
23
年
度
）

に
は
こ
の
「
竹
田
式
湯
治
」に
よ
る
長
期
滞

在
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

温
泉
を
利
用
し
た
滞
在
に
保
健
を
適
用
す

［
参
考
資
料
］

・
竹
田
式
湯
治
Ｈ
Ｐ　

http://w
w

w
.taketan.jp/onsenryoyo/index.htm

l

・
長
湯
温
泉
旅
館
組
合
公
式
サ
イ
ト　

http://

な
が
ゆ
温
泉.net/

・
温
泉
療
養
文
化
館　

御
前
湯
Ｈ
Ｐ　

http://w
w

w
.gozenyu.com

/index.htm
l

・『
温
泉
地
再
生 

地
域
の
知
恵
が
魅
力
を
紡
ぐ
』

久
保
田
美
穂
子（
学
芸
出
版
社
、２
０
０
８
年
）

温泉療養保健システムの対象と保健適用の内容

温泉療養保健システムの利用の流れ

温泉療養保健システムの利用の流れ

①パスポート発行 ②施設利用 ③ 給付申請

市内3カ所で「温泉療養
保健パスポート」を発行
◦竹田市観光ツーリズム協会
◦久住高原観光案内所
◦長湯温泉観光案内所

◦対象施設を利用して
パスポートにスタンプ
押印

◦宿泊施設では領収書
の発行を受ける

◦パスポートに必要事項
を記入して竹田市観光
ツーリズム協会へ提出

◦書類審査を経て振り
込みで還付

温泉付き宿泊施設滞在者

●対象の宿泊施設に延べ3泊
以上宿泊

●対象の温泉施設を宿泊日数の
半数以上利用

●対象の温泉付き宿泊施設に
延べ3泊以上宿泊

●宿泊施設利用料金……1泊につき500円（＊14泊を上限）
●対象立寄入浴施設利用料金……1回につき200円
●その他パスポート提示による食事・体験などの特典あり

温泉のない宿泊施設滞在者

＊パスポート発行から6カ月以内に利用・申請する必要あり

る「
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
」
を
全
国
に

先
駆
け
て
導
入
し
た
。

「
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
」は
、豊
か
な

温
泉
を
健
康
づ
く
り
に
取
り
入
れ
る
た
め
、

温
泉
を
使
っ
た
滞
在
に
保
健
を
適
用
す
る

制
度
で
、
竹
田
市
内
の
対
象
宿
泊
施
設
を

延
べ
３
泊
以
上
利
用
す
る
宿
泊
者
が
対
象

と
な
る
＊
。
利
用
者
は
「
温
泉
療
養
保
健
パ

ス
ポ
ー
ト
」
を
各
施
設
で
提
示
し
て
ス
タ
ン

プ
押
印
を
受
け
、パ
ス
ポ
ー
ト
の
必
要
ペ
ー

ジ
と
領
収
書（
原
本
ま
た
は
コ
ピ
ー
）と
と

も
に
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
へ
申
請

を
行
う
。１
泊
当
た
り
５
０
０
円
の
宿
泊
費

と
１
回
当
た
り
２
０
０
円
の
入
湯
料
が
還
付

さ
れ
る
。
な
お
、
利
用
・
申
請
の
期
限
は
パ

ス
ポ
ー
ト
発
行
か
ら
６
カ
月
以
内
で
あ
る
。

２
０
１
４
年
度
（
平
成
26
年
度
）
の
パ
ス
ポ

ー
ト
発
行
部
数
は
１
１
１
５
冊
で
申
請
者
数

は
７
６
０
人
で
あ
っ
た
。

＊
温
泉
の
な
い
宿
泊
施
設
に
滞
在
す
る
場
合
は
、
延

べ
３
泊
以
上
宿
泊
す
る
こ
と
に
加
え
、
対
象
の
温

泉
施
設
を
宿
泊
日
数
の
半
数
以
上
利
用
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
る
。

当
初
は「
期
間
内
に
３
連
泊
」
が
給
付
を

受
け
る
た
め
の
条
件
で
あ
り
、
湯
治
を
含
め

た
長
期
滞
在
の
潜
在
需
要
の
顕
在
化
が
期

待
さ
れ
た
。
し
か
し
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
想

定
し
て
い
た
30
代
女
性
に
と
っ
て
の
利
用
の

し
や
す
さ
な
ど
を
考
慮
し
て
、
２
０
１
２
年

度
（
平
成
24
年
度
）
か
ら
は
「
期
間
内
に

延
べ
３
泊
」
と
い
う
条
件
に
修
正
さ
れ
た
。

こ
の
条
件
の
緩
和
は
滞
在
の
長
期
化
だ
け
で

な
く
、
シ
ス
テ
ム
利
用
期
限
内
の
リ
ピ
ー
ト

に
よ
る
来
訪
時
期
の
分
散
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
、
滞
在
化
と
分
散
化
の
両

面
か
ら
需
要
の
平
準
化
に
貢
献
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

パスポート発行部数（冊） 783 912 1,057  1,115  

543 623 657  760  

1,680 1,961 2,180  2,219  

3,094 3,128 3,319  2,919 

2,877 3,470 3,505 3,949 

5.2 5.5 5.3 5.2 

1,208  1,176  2,237  1,220 

2.2 1.9 3.4 1.6

申請者数（人）

給付総額（千円／年）

給付額平均（円／人）

宿泊総数（泊）
総数

平均

総数

平均
立寄入浴数（回）

温泉療養保健システムの概要
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33 特集◉「平準化」を考える——成熟化社会の旅と観光地に向けて
特集6 細切れの休暇より長期休暇を

日
本
政
府
は
、
観
光
産
業
の
長
年
の
課

題
で
あ
る
繁
閑
の
差
を
解
消
す
る
た
め
、

従
前
よ
り
「
観
光
需
要
の
平
準
化
」
を
目

指
し
て
き
た
。
国
民
の
旅
行
時
期
の
分
散

化
を
図
っ
た
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
」
と
呼

ば
れ
る
祝
日
三
連
休
制
度
や
、
２
０
０
９

年
（
平
成
21
年
）
に
続
き
今
年
も
出
現
す

る
「
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る

秋
の
大
型
連
休
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
も

実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
は
公
益
社

団
法
人
日
本
観
光
振
興
協
会
が
「
１
ウ
ィ

ー
ク
バ
カ
ン
ス
」
を
提
唱
し
た
が
、
効
果

の
ほ
ど
は
今
一
つ
に
見
え
る
。
ま
た
、
厚

生
労
働
省
は
、
昨
年
か
ら
企
業
に
対
し
て

社
員
の
年
次
有
給
休
暇
５
日
間
の
消
化

を
義
務
づ
け
る
案
を
検
討
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
細
切
れ

の
休
暇
を
積
み
重
ね
て
も
、
ピ
ー
ク
日
が

増
え
る
だ
け
で
、
需
要
の
平
準
化
を
も
た

ら
す
と
は
言
い
難
い
。
多
く
の
国
民
が
旅

に
出
る
の
は
、
週
末
を
除
く
と
相
変
わ
ら

ず
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、お
盆
、シ
ル
バ
ー

ウ
イ
ー
ク
、年
末
年
始
で
あ
る
。フ
ラ
ン
ス

人
の
知
人
は
「
日
本
人
は
混
雑
の
中
に
繰

り
出
し
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
観
光
に
と
忙
し

く
、ゆ
っ
く
り
過
ご
そ
う
と
は
し
な
い
」
と

皮
肉
っ
て
い
た
。つ
ま
り
、料
金
が
高
く
混

雑
し
て
い
る
ピ
ー
ク
時
期
に
細
切
れ
の
休

暇
を
取
っ
て
も
、
肉
体
と
精
神
を
再
生
す

る
た
め
の
「
本
質
的
な
休
み
」
を
享
受
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

観
光
需
要
の
平
準
化
に
は
、
連
休
創
出

と
い
う
よ
う
な
小
手
先
の
施
策
で
は
な
く
、

本
格
的
な
長
期
休
暇
の
普
及
が
必
要
で

は
な
い
の
か
。
長
期
休
暇
・
バ
カ
ン
ス
先

進
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
で
も
７
〜
８
月
は

バ
カ
ン
ス
時
期
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
が
、
日

本
の
ピ
ー
ク
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、

お
盆
、
年
末
年
始
の
３
〜
４
日
と
い
う
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。
長
期
休
暇
制

度
が
普
及
す
れ
ば
、
日
レ
ベ
ル
の
ピ
ー
ク

を
せ
め
て
月
レ
ベ
ル
の
ピ
ー
ク
に
置
き
換

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の

バ
カ
ン
ス
の
歴
史
と
現
状
、
そ
し
て
日
本

人
の
休
暇
意
識
を
考
察
し
つ
つ
、
長
期
休

暇
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

余
暇
に
対
す
る

欧
州
人
の
価
値
観

“
長
い
余
暇
”
を
意
味
す
る
バ
カ
ン
ス
は
、

比
較
的
新
し
い
概
念
で
あ
り
、
労
働
者
階

級
ま
で
含
め
た
バ
カ
ン
ス
が
国
民
行
事
の

よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
は
20
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
バ
カ
ン
ス
の

上
位
概
念
で
あ
る
余
暇（Leisure

）に
関

す
る
思
想
は
、
欧
州
に
お
い
て
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
か
ら
連
綿
と
続
い
て
い
る
。

欧
州
人
と
日
本
人
で
は
余
暇
と
労
働
に

対
す
る
価
値
観
は
か
な
り
違
う
よ
う
で
あ

る
。
日
本
人
は
勤
勉
を
是
と
す
る
。
そ
の

精
神
は
現
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、

長
時
間
労
働
の
習
慣
は
そ
の
名
残
で
あ
ろ

う
。「
小
人
閑
居
し
て
不
善
を
な
す
」…
…

凡
人
は
暇
に
し
て
お
く
と
ろ
く
な
こ
と
は

な
い
の
だ
か
ら
働
く
べ
し
、
と
い
う
考
え

方
も
あ
るLeisure

の
訳
で
あ
る
余
暇
と

い
う
日
本
語
は
余
っ
た
暇
と
書
き
、
余
り

も
の
扱
い
で
あ
る
。

一
方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
異
な
る
が
、

一
般
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
欧
州
人
は
、仕
事

を
す
る
た
め
に
人
生
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

仕
事
は
人
生
の
一
部
で
あ
る
と
し
、
余
暇

（Leisure

）に
重
き
を
置
く
。
そ
も
そ
も

廻  

洋
子 6

細
切
れ
の
休
暇
よ
り
長
期
休
暇
を

淑
徳
大
学
経
営
学
部
　
観
光
経
営
学
科
　
教
授
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古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
労
働
は
奴
隷
が
す
る

も
の
で
、
生
存
の
た
め
に
必
要
に
迫
ら
れ

て
行
わ
れ
る
物
質
的
な
諸
活
動
で
あ
り
、

不
自
由
で
卑
し
い
活
動
と
見
な
さ
れ
て
い

た
。
高
貴
で
自
由
な
人
々
は
暇
の
あ
る
こ

と
が
誇
り
で
あ
り
、
真
実
を
追
求
す
る
哲

学
、
美
の
追
求
、
人
々
と
の
交
流
、
議
論

や
政
治
と
い
っ
た
人
間
的
で
価
値
の
高
い

活
動
に
暇
を
費
や
す
の
で
あ
る
か
ら
、
余

暇
は
精
神
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
、
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

20
世
紀
に
入
っ
て
も
余
暇
に
対
す
る
考

え
方
の
根
本
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
ジ
ョ
フ
レ
・
デ
ュ
マ

ズ
デ
ィ
エ
（
１
９
１
５
～
２
０
０
２
）
は
、

著
書『
余
暇
文
明
へ
向
か
っ
て
』の
中
で
、

レ
ジ
ャ
ー
を
「
個
人
が
職
場
や
家
庭
、
社

会
か
ら
課
せ
ら
れ
た
義
務
か
ら
解
放
さ
れ

た
時
に
、
休
息
あ
る
い
は
気
晴
ら
し
、
あ

る
い
は
利
得
と
は
無
関
係
な
知
識
や
能
力

の
養
成
、
自
発
的
な
社
会
的
参
加
、
自
由

な
創
造
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
全
く
随

意
に
行
う
活
動
の
総
体
」
と
定
義
し
て
い

る
。 
“
利
得
と
は
無
関
係
”
と
い
う
と
こ

ろ
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
余
暇
こ
そ
が
人

間
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
時
間
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
人
の

貴
族
が
も
た
ら
し
た

リ
ゾ
ー
ト
地
滞
在

こ
の
よ
う
な
余
暇
の
思
想
が
底
流
に
あ

る
欧
州
で
は
、
バ
カ
ン
ス
が
発
展
す
る
素

地
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

バ
カ
ン
ス
と
言
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
を
想

起
す
る
が
、
最
初
に
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地

滞
在
の
慣
習
を
広
め
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の

貴
族
で
あ
っ
た
。
18
世
紀
の
初
頭
、
彼
ら

の
間
に
、
英
国
の
南
部
の
海
岸
で
過
ご
す

慣
習
が
芽
生
え
、
海
辺
の
リ
ゾ
ー
ト
地
が

誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
辺

へ
と
足
を
延
ば
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
リ
ゾ
ー
ト
地
は
、
18
世
紀

初
頭
は
パ
リ
か
ら
近
い
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方

に
開
発
さ
れ
た
が
、
ニ
ー
ス
に
鉄
道
が
開

通
す
る
と
外
国
人
貴
族
に
人
気
の
リ
ゾ
ー

ト
地
と
な
っ
た
。
寒
村
だ
っ
た
南
仏
の
カ

ン
ヌ
も
イ
ギ
リ
ス
貴
族
の
屋
敷
が
次
々
と

建
設
さ
れ
、
ま
ず
は
寒
い
イ
ギ
リ
ス
の
冬

を
避
け
て
、
避
寒
地
と
し
て
の
南
仏
で
10

月
か
ら
４
月
く
ら
い
ま
で
過
ご
し
た
。
こ

の
慣
習
は
大
陸
諸
国
に
も
波
及
し
、
フ
ラ

ン
ス
の
上
流
階
級
も
イ
ギ
リ
ス
貴
族
を
見

習
い
、
パ
リ
を
離
れ
て
ま
と
ま
っ
た
期
間

19世紀末の富裕層のリゾート、フランス・ドーヴィル。1913年、ココ・シャネルは当地にモード・ブティック第1号店を開業	 （JTB Photo）
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を
リ
ゾ
ー
ト
で
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
。

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
階
級
は
、
資
産
が

あ
り
、
生
産
的
労
働
を
行
わ
ず
、
暇
な
時

間
を
非
生
産
的
消
費
に
費
や
す
、い
わ
ゆ

る
一
握
り
の
有
閑
階
級
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

20
世
紀
に
入
る
と
、
徐
々
に
そ
の
慣
習
は

新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア
層
、ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
層

に
ま
で
広
が
っ
て
い
き
、
リ
ゾ
ー
ト
は
社

交
の
場
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア

層
に
と
っ
て
は
リ
ゾ
ー
ト
で
長
期
間
滞
在

す
る
こ
と
は
、
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
た
。

「
貧
乏
暇
な
し
」の
労
働
者
階
級
、大
衆

に
と
っ
て
無
縁
と
思
わ
れ
た
こ
の
慣
習
を

労
働
者
階
級
に
浸
透
さ
せ
た
の
は
、
レ
オ

ン
・
ブ
ル
ム
首
相
率
い
る
人
民
戦
線
内
閣

で
あ
る
。１
９
３
６
年
に
同
内
閣
が
、
年

２
週
間
の
有
給
休
暇
を
制
度
と
し
て
取
り

入
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
労

働
者
に
と
っ
て
有
給
休
暇
取
得
は
権
利
と

な
り
、
企
業
に
と
っ
て
休
暇
付
与
は
義
務

と
な
っ
た
。

当
初
は
労
働
者
も
突
然
与
え
ら
れ
た

有
給
休
暇
に
戸
惑
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、

バ
カ
ン
ス
を
楽
し
む
慣
習
が
大
衆
レ
ベ
ル

に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
富
裕
層
の
人
々
だ

け
が
バ
カ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
た
南
仏
に
、

多
く
の
労
働
者
が
押
し
寄
せ
て
き
た
こ
と

に
、
彼
ら
は
眉
を
ひ
そ
め
た
と
い
う
。

現
在
で
は
５
週
間
の
有
給
休
暇
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
休
暇
の
一
部
は

最
低
連
続
し
た
12
日
労
働
日
で
な
く
て
は

な
ら
ず
、
24
日
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
今
日
で
は
２
０
０
０

年
に
導
入
さ
れ
た
オ
ブ
リ
法
と
呼
ば
れ
る

労
働
時
間
短
縮
制
度
に
基
づ
く
時
間
短

縮
分
の
代
替
休
日
が
加
わ
る
の
で
、
一
層

長
い
休
み
を
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

空
っ
ぽ
に
し
て

休
む

フ
ラ
ン
ス
語
のVacances

と
い
う
言
葉

は
、「
空
虚
」「
空
の
」
あ
る
い
は
「
２
つ

の
物
の
間
」
と
い
う
意
味
の
、vacuum

, 
vacare

と
い
う
ラ
テ
ン
語
か
ら
き
て
お
り
、

元
来
は
法
廷
が
休
止
す
る
時
間
を
指
し

て
い
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
バ
カ
ン
ス
は

「
仕
事
を
中
断
し
、
空
に
し
て
休
息
す
る
」

と
い
う
概
念
な
の
で
あ
る
。
11
カ
月
働
き
、

１
カ
月
は
労
働
を
中
断
し
、“
別
の
人
生
”

を
過
ご
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
創
造
的

に
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
よ
り

集
中
も
で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
た
靴
、

糊の
り

の
き
い
た
ワ
イ
シ
ャ
ツ

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

そ
し
て
日
常
生
活
よ
、

み
ん
な　

Good bye !

全
て
を
忘
れ
て
、
２
週
間
別
人
に
な
る
。

汽
車
に
乗
っ
て
、
船
に
乗
っ
て
、

遠
く
に
出
か
け
て
い
こ
う
。

自
分
自
身
を
取
り
戻
す
た
め
、

い
つ
も
と
全
く
違
う
場
所
に
旅
立
と
う
。

太
陽
、
海
、
風
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、

笑
い
や
歌
声
と
と
も
に

本
当
の
人
生
を
生
き
る
た
め
に
！

（
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ト
リ
ガ
ノ
）

前
述
の
文
章
は
、
筆
者
が
２
０
０
２
年

ま
で
の
23
年
間
勤
務
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス

の
バ
カ
ン
ス
企
業
・
地
中
海
ク
ラ
ブ
の
創

始
者
の
言
葉
で
あ
る
。ト
リ
ガ
ノ
氏
は
「
大

切
な
こ
と
は
、
金
持
ち
に
な
る
こ
と
で
は

な
く
、
金
持
ち
の
よ
う
に
過
ご
す
こ
と
」

と
断
じ
、
上
流
階
級
の
バ
カ
ン
ス
の
楽
し

み
方
を
加
工
し
、
一
般
市
民
に
提
供
し
、

「
バ
カ
ン
ス
の
伝
道
師
」
と
称
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
本
社
で
は
、
復
活
祭
が
終

わ
る
と
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
自
分
の
担
当

す
る
部
署
の
ス
タ
ッ
フ
の
夏
休
み
の
調
整

を
始
め
る
。
当
時
は
有
給
休
暇
25
日
で
あ

っ
た
が
、
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
社
員
は
夏

に
は
３
〜
４
週
間
の
バ
カ
ン
ス
を
楽
し
ん

で
い
た
。
本
社
の
担
当
者
と
調
整
が
必
要

な
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
は
、
前
も
っ
て

バ
カ
ン
ス
の
時
期
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
か
な

い
と
、
待
ち
ぼ
う
け
を
食
わ
さ
れ
仕
事
が

進
ま
な
い
こ
と
に
な
る
。

１
年
は
夏
の
バ
カ
ン
ス
を
中
心
に
回
っ

て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
６
月
に
な
る
と

「
今
年
の
バ
カ
ン
ス
は
ど
ち
ら
へ
」、
９
月 「空っぽにして休む」フランス・ニースの海岸	 （JTB Photo）

227観光文化特集6.indd   35 2015/10/02   20:35



36観光文化227号 October 2015

に
な
る
と
「
今
年
の
バ
カ
ン
ス
は
ど
う
で

し
た
か
？
」
が
挨
拶
代
わ
り
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
話
を
聞
く
と
、
フ
ラ
ン
ス
人
は

休
ん
で
ば
か
り
い
て
、
働
か
な
い
と
見
な

さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
役

職
者
は
、
労
働
時
間
に
関
わ
り
な
く
よ
く

働
く
。
仕
事
は
大
切
だ
が
、
人
生
は
仕
事

を
す
る
た
め
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
、

よ
く
働
く
か
ら
こ
そ
充
電
期
間
で
あ
る
バ

カ
ン
ス
が
必
要
な
の
で
あ
る
と
し
、オ
ン
と

オ
フ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
て
い
る
。要

は
仕
事
と
バ
カ
ン
ス
は
対
立
す
る
概
念
で

は
な
く
、
補
完
し
合
う
存
在
な
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
フ

ラ
ン
ス
の
人
口
の
75
％
が
１
泊
以
上
の
旅

行
に
出
か
け
て
お
り
、
１
～
３
泊
の
短
期

旅
行
に
出
か
け
た
人
は
人
口
の
50
・
８
％
、

４
泊
以
上
の
長
期
旅
行
・
バ
カ
ン
ス
へ
は

65
・
８
％
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
滞
在
日
数
の

平
均
は
短
期
が
１・８
泊
、
長
期
が
10
泊

で
あ
る
。
10
泊
の
バ
カ
ン
ス
は
思
っ
た
よ

り
短
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
平
均
で
あ
る
。
１
人
が
１
年
に
取
得
し

た
バ
カ
ン
ス
の
回
数
は
２・７
回
で
あ
り

（
短
期
旅
行
は
３・６
回
）、バ
カ
ン
ス
を
夏
、

冬
、
イ
ー
ス
タ
ー
と
分
散
し
て
取
る
た
め

で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
地

域
に
よ
っ
て
学
校
の
夏
休
み
の
開
始
時
期

を
ず
ら
す
な
ど
の
対
策
も
行
わ
れ
て
い
る
。

行
き
先
は
国
内
が
75
％
、外
国
が
25
％

で
圧
倒
的
に
国
内
が
多
く
、時
期
は
７
、８

月
に
集
中
し
て
い
る
。
国
内
の
宿
泊
先
の

７
割
は
、
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
、
親
戚
の
家
、

友
人
宅
な
ど
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
、
貸
別
荘
、

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
な
ど
商
業
ベ
ー
ス
の
宿
泊

先
は
３
割
程
度
で
あ
る
。

日
常
と
異
な
る

環
境
で
過
ご
す

日
常
生
活

フ
ラ
ン
ス
人
の
バ
カ
ン
ス
の
過
ご
し
方
は
、

忙
し
く
動
き
回
る
周
遊
旅
行
で
は
な
く
、

海
辺
や
田
舎
等
に
滞
在
す
る
ス
タ
イ
ル
が

一
般
的
で
あ
る
。バ
カ
ン
ス
に
出
か
け
る
第

一
の
目
的
は
、
休
養
と
気
分
転
換
に
よ
る

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。バ
カ
ン
ス
先
で
は
、

日
常
生
活
と
異
な
っ
た
環
境
の
中
で
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
と
空
間
に
浸
っ
た
「
生

活
」を
楽
し
む
の
で
あ
る
。

バ
カ
ン
ス
は
、「
み
ん
な
忘
れ
て
別
人
に

な
る
」た
め
、仕
事
と
無
関
係
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
の
出
会
い
と
交
流
の
機
会
で
あ
る
。

仕
事
が
多
忙
な
た
め
、
日
頃
ゆ
っ
く
り
話

せ
な
い
家
族
と
の
触
れ
合
い
に
よ
り
、
自

分
の
息
子
は
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
な
こ
と
を

発
見
し
た
り
、
大
人
び
て
き
た
娘
に
か
す

か
な
驚
き
を
感
じ
た
り
す
る
機
会
に
な
る
。

日
本
で
は
家
族
旅
行
と
い
う
と
親
子
が

い
つ
も
一
緒
に
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
は
大
人
が
中
心
の
社
会
で
あ
り
、

子
ど
も
は
バ
カ
ン
ス
地
で
新
し
い
友
達
を

見
つ
け
て
、一
緒
に
遊
ぶ
場
合
が
多
い
。大

人
は
、
大
人
同
士
で
他
の
バ
カ
ン
ス
客
や
、

地
域
の
人
々
と
の
出
会
い
や
社
交
を
楽
し

む
。一
昔
前
の
フ
ラ
ン
ス
映
画
や
フ
ラ
ン
ス

の
小
説
に
は
、
バ
カ
ン
ス
地
に
お
け
る
出

会
い
や
交
流
が
描
か
れ
て
い
る
場
合
が
多

い
。
そ
し
て
、
８
月
末
に
は
別
の
人
生
を

過
ご
し
た
バ
カ
ン
ス
も
終
わ
り
、
充
電
を

終
え
て
、
新
し
い
年
度
を
迎
え
る
。
人
々

は
ま
た
日
常
生
活
に
戻
り
、次
の「
空
白
」

を
心
待
ち
に
す
る
。

日
本
人
の
旅
行
と

バ
カ
ン
ス

日
本
人
は
旅
行
好
き
な
国
民
と
し
て
知

ら
れ
て
き
た
。

江
戸
時
代
に
は
参
詣
に
名
を
借
り
た
旅

行
が
大
い
に
流は

や行
り
、
人
々
は
道
中
の
観

光
を
楽
し
ん
だ
。
現
在
の
観
光
は
、
主
に

神
社
仏
閣
な
ど
の
名
所
旧
跡
を
巡
り
、
景

色
を
楽
し
み
、
温
泉
に
入
り
、
土
産
を
買

う
と
い
う
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
、

江
戸
時
代
に
す
で
に
こ
の
原
型
は
成
立
し

て
お
り
、
今
日
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
人
の
旅
は
大
衆

の
物
見
遊
山
型
だ
け
で
な
く
、
一
部
の
知

的
階
級
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
内
省

的
な
存
在
で
も
あ
っ
た
。

旅
を
す
る
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
か
ら

脱
し
、
旅
を
す
る
過
程
を
通
し
て
自
己
と

向
き
合
う
。諸
国
を
巡
り
多
く
の
和
歌
を

詠
ん
だ
西
行
、
彼
に
憧
れ
て
旅
に
出
て
紀

行
文
を
著
し
た
俳
聖
・
松
尾
芭
蕉
か
ら
、

70
年
代
の
若
者
を
世
界
の
旅
に
駆
り
立
て

た
旅
行
記『
深
夜
特
急
』の
沢
木
耕
太
郎

に
至
る
ま
で
、
旅
を
す
る
漂
泊
の
過
程
で
、

自
己
を
追
求
し
続
け
て
き
た
。
哲
学
者
三

木
清
は
、
そ
の
著
作
『
哲
学
ノ
ー
ト
』
で

「
平
生
の
実
践
的
生
活
か
ら
抜
け
出
し
て

純
粋
に
観
想
的
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と

が
旅
の
特
色
で
あ
る
。
旅
が
人
生
に
対
し

て
有
す
る
意
義
も
そ
こ
か
ら
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
バ
カ
ン
ス
」は
物
見
遊
山
型
・
周
遊
型

の
旅
と
も
、
内
省
的
な
漂
泊
的
な
旅
と
も
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廻 

洋
子
（
め
ぐ
り 

よ
う
こ
）

１
９
８
０
年
ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド（
地
中
海
ク
ラ
ブ
）日
本

法
人
入
社
、広
報
室
長
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
を
歴
任
。

２
０
０
２
年
淑
徳
大
学
講
師
、同
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
を
経
て
、現
在
、同
大
学
経
営
学
部

観
光
経
営
学
科
教
授
。国
土
交
通
省
運
輸
審
議
会
委
員
、

交
通
政
策
審
議
会
委
員
等
を
歴
任
。

異
な
っ
て
い
る
。
バ
カ
ン
ス
は
観
光
資
源

を
訪
れ
る
の
で
は
な
く
、
仕
事
を
中
断
し
、

別
の
人
生
を
過
ご
す
た
め
、
日
常
生
活
と

は
異
な
る
空
間
で
、
日
々
を
家
族
や
バ
カ

ン
ス
仲
間
、
地
元
の
人
々
と
の
交
流
に
費

や
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
日
本
人
に

は
バ
カ
ン
ス
は
フ
ィ
ッ
ト
し
な
い
か
と
い
う

と
そ
う
で
も
な
い
。

バ
カ
ン
ス
に
最
も
近
い
一
般
的
な
日
本

人
の
旅
は
、
昭
和
30
年
代
ま
で
の
「
帰

省
の
旅
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
方
か

ら
都
会
に
出
て
き
て
就
職
し
た
人
た
ち
の

多
く
は
、
お
盆
に
な
る
と
家
族
を
連
れ
て

故
郷
に
帰
っ
た
。
子
ど
も
の
頃
過
ご
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
本
来
の
自
分
に
戻

り
、
家
族
や
近
所
の
人
々
、
そ
し
て
幼
な

じ
み
と
の
再
会
や
交
流
を
楽
し
ん
だ
。
故

郷
に
は
ま
だ
豊
か
な
田
園
風
景
が
残
っ
て

い
て
、
都
会
育
ち
の
子
ど
も
た
ち
は
自
然

と
親
し
ん
だ
。
日
常
と
異
な
る
空
間
と
時

間
を
享
受
す
る「
生
活
」、こ
れ
こ
そ
バ
カ

ン
ス
で
あ
っ
た
。

バ
カ
ン
ス
客
か
ら
見
た

魅
力
的
な
滞
在
先
の

創
出

前
述
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
バ
カ
ン
ス
（
長
期
休
暇
）
は
余
暇
文
化

へ
と
昇
華
し
て
お
り
、
人
々
の
精
神
に
根

付
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
の
長

期
休
暇
の
普
及
推
進
に
は
、
も
ち
ろ
ん
日

本
人
の
休
暇
取
得
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
休
む
こ
と
を
潔
し

と
し
な
い
風
潮
が
今
も
続
く
日
本
で
は
、

意
識
改
革
ま
で
も
っ
て
い
く
こ
と
は
な
か

な
か
難
し
く
、
安
価
に
長
期
滞
在
で
き
る

施
設
も
少
な
い
。

と
な
れ
ば
、
重
要
な
の
は
、
旅
行
ス
タ

イ
ル
や
滞
在
先
の
選
択
肢
の
幅
を
広
げ
る

提
案
、
す
な
わ
ち
旅
行
客
や
バ
カ
ン
ス
客

か
ら
見
た
魅
力
的
な
バ
カ
ン
ス
の
形
の
創

出
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、「
帰
省
の
旅
」
も
、今
日
で
は

都
会
に
住
み
始
め
て
２
代
目
、
３
代
目
と

な
る
と
、
田
園
風
景
の
豊
か
な
田
舎
に
実

家
が
あ
っ
て
帰
省
で
き
る
人
は
限
ら
れ
る
。

帰
省
先
の
な
い
人
々
に
、
一
時
的
な
故
郷

や
日
常
と
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
滞

在
を
提
供
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

東
京
人
が
７
〜
８
月
に
全
て
２
週
間
の

長
期
休
暇
を
取
得
し
、東
京
の
街
を
地
方

の
人
々
や
外
国
人
に
明
け
渡
し
て
、
豊
か

な
自
然
の
あ
る
地
方
に
滞
在
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
地
方
創
生
に
寄
与
し
、
東
京
人

は
地
方
の
自
然
を
楽
し
み
、
文
化
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
人
口
減
少
の
進

む
地
方
に
は
活
用
で
き
る
空
き
家
が
か
な

り
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

観
光
地
で
は
な
い
バカ
ン
ス（
長
期
休
暇
）

滞
在
先
の
発
掘
に
よ
り
、
今
ま
で
に
な
い

旅
行
ス
タ
イ
ル
を
創
出
す
る
こ
と
は
、
旅

行
時
期
の
分
散
化
で
は
な
い
観
光
需
要
の

平
準
化
を
生
み
出
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。

（
め
ぐ
り　

よ
う
こ
）

「帰省の旅」子どもたちと自然に親しむ	 （JTB Photo）
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観
光
庁
長
官
時
代
に
目
指
し
た
こ
と

―
―
観
光
庁
長
官
時
代
、
本
保
さ
ん
は
休
日
休
暇
の
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
当
時
意
図
し
て
い
た
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
本
保
】　

観
光
庁
長
官
時
代
、
国
内
観
光
の
需
要
増
を
後
押
し
す
る
決
め
手
は

何
か
と
考
え
た
時
、
そ
れ
は
ま
さ
に
休
暇
の
あ
り
方
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
事
例
を
見
る
と
、
有
給
休
暇
の
取
得
日
数
と
旅
行
日
数
が
ほ

ぼ
比
例
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
有
給
休
暇
の
取
得
率
の
低
い
日

本
で
は
、
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
く
し
、
長
期
に
休
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
旅

行
日
数
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
行
政
の
す
べ
き
本
質
的
な
需
要
増
対
策
で
あ
り
、

平
準
化
策
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

他
省
庁
も
有
給
休
暇
取
得
の
促
進
に
向
け
た
動
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
本

腰
を
入
れ
て
い
る
と
は
思
え
ず
、
な
ら
ば
観
光
行
政
で
で
き
る
こ
と
を
や
っ
た
ほ

う
が
い
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
と
オ
フ
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な

れ
ば
、
生
産
性
が
上
が
っ
て
コ
ス
ト
が
下
が
り
、
安
定
し
た
雇
用
に
伴
い
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
。
供
給
側
だ
け
で
な
く
、
需
要
側
に
と
っ
て
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
点
も
非
常
に
重
要
で
し
た
。

―
―
休
暇
の
あ
り
方
や
生
活
時
間
の
過
ご
し
方
は
、
国
民
生
活
の
基
本
と
も
言

え
る
重
要
な
課
題
で
す
ね
。

【
本
保
】　

各
個
人
に
と
っ
て
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
同
時
に
、
産
業
シ
ス
テ
ム
を

支
え
る
イ
ン
フ
ラ
に
関
わ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
が
混
乱
す
る
こ
と
に
産
業
界
は
当

然
反
対
す
る
た
め
、
産
業
界
も
国
民
も
納
得
す
る
形
で
、
有
給
休
暇
の
取
得
問
題

や
そ
れ
に
対
応
し
た
諸
制
度
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

観
光
と
い
う
狭
い
枠
組
み
で
こ
の
問
題
を
取
り
扱
っ
た
ら
、
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
ま
し
た
。「
よ
り
豊
か
な
生
活
時
間
を
国
民
が
享
受
し
、

初
代
観
光
庁
長
官
を
務
め
、
現
在
は
研
究
者
と
し
て
観
光
政
策
に
幅
広
く
提

言
を
行
う
本
保
氏
は
長
官
在
任
時
、
需
要
の
平
準
化
に
つ
な
が
る
休
日
休
暇
制

度
の
問
題
に
取
り
組
ま
れ
た
。
当
時
の
取
り
組
み
の
意
図
や
、
増
加
す
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
が
与
え
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

平
準
化
―
―
社
会
全
体
で
環
境
づ
く
り
を
！

首都大学東京都市環境学部教授 　本保芳明氏に聞く

本保芳明（ほんぽ よしあき）
　1949年北海道生まれ。1974年東京工業大学大学院修了、運輸省入省。（独）国際観光振興機
構（JNTO）ジュネーブ事務所、経済協力開発機構日本政府代表部勤務、運輸省観光部企画課長、
国土交通省大臣官房審議官、日本郵政公社専務執行役員などを経て、2007年7月国土交通省総
合観光政策審議官、2008年10月国土交通省観光庁設立とともに初代長官に就任。2010年4月
～首都大学東京教授、2013年3月株式会社ぐるなび総研理事に就任、2013年8月～世界観光
倫理委員会委員、2014年１月～観光庁参与。
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た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
今
は
変
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

宿
泊
旅
行
統
計
調
査
で
は
、
去
年
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
前
年
比
約
34
％

増
で
ま
す
ま
す
割
合
が
増
し
て
い
ま
す
。
産
業
界
も
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
で
き

る
供
給
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
長
期
滞
在

も
平
日
対
応
も
進
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
は
い
え
、
平
日
価
格
を
下
げ

る
だ
け
で
は
人
は
来
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
滞
在
し
て
楽
し
い
形
態
を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
ニ
セ
コ
は
長
期
滞
在
の
外
国
人
が
多
い
で
す
が
、
彼
ら
の
需
要
に
応
え

て
新
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
が
増
え
、
自
転
車
で
遠
出
し
て
遊
び
が
て
ら
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
て
帰
る
な
ど
、
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
の
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
す
で
に
そ
の
恩
恵
を
受
け
た
日
本
人
も
出
て
き
て
お
り
、
３
週
間
～
１

カ
月
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
を
借
り
て
滞
在
し
て
、
仕
事
し
な
が
ら
休
暇
も
過
ご
す
経

営
者
や
自
営
業
者
も
い
ま
す
。

よ
く
誤
解
さ
れ
る
の
で
す
が
、
長
期
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
は
同
じ
場
所
に
ず

っ
と
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宿
泊
拠
点
は
１
カ
所
で
も
行
動
半
径
は
非
常

に
広
く
、
例
え
ば
高
山
に
拠
点
を
据
え
て
松
本
ま
で
行
っ
た
り
、
あ
ち
こ
ち
に
足

を
延
ば
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

私
も
か
つ
て
チ
ロ
ル
の
山
の
中
の
ホ
テ
ル
で
１
週
間
滞
在
し
ま
し
た
が
、
全
く

退
屈
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
着
地
型
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

り
、
そ
の
場
で
自
由
に
選
べ
た
か
ら
で
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど

毎
日
何
種
類
も
用
意
さ
れ
、
中
に
は
日
帰
り
で
ヴ
ェ
ニ
ス
ま
で
山
越
え
す
る
と
い

っ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
は
、
日
本
で
も
十
分
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
日
本
で
は
長
期
滞
在
と
い
う
と
、
同
じ
場
所
に
と
ど
ま
ら
せ
る
発
想
の

商
品
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
の
で
す
。
新
た
な

需
要
が
目
の
前
に
あ
れ
ば
産
業
界
も
一
生
懸
命
対
応
す
る
わ
け
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
増
加
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

産
業
界
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
に
は
」
と
い
う
国
民
的
な
議
論
を
起
こ
し
、
長
い

時
間
を
か
け
て
理
解
を
深
め
て
い
く
べ
き
運
動
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
行
っ
た
調
査
で
は
、
い
く
つ
か
問
題
点
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
例
え

ば
有
給
休
暇
を
取
っ
て
も
家
族
で
時
間
が
共
有
で
き
な
い
ケ
ー
ス
で
す
。
子
ど
も

の
学
校
休
業
日
と
両
親
の
有
給
休
暇
が
合
わ
ず
、
結
果
的
に
祝
日
や
土
日
に
旅

行
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

な
ら
ば
、
ま
ず
家
族
の
休
暇
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
モ
デ

ル
地
区
を
設
定
し
た
り
、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
オ
フ
」
と
い
う
言
葉
を
つ
く
り
ま
し
た
。

有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
は
経
営
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
意
識
を
高

め
る
こ
と
か
ら
、
地
道
で
時
間
が
か
か
る
取
り
組
み
を
始
め
た
わ
け
で
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
が
も
た
ら
す
効
果

―
―
今
、
改
め
て
需
要
の
平
準
化
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か
。

【
本
保
】　

結
果
的
に
観
光
庁
時
代
の
取
り
組
み
は
定
着
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

需
要
の
平
準
化
に
い
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
う
の
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加

で
す
。
長
期
滞
在
や
泊
食
分
離
、
１
日
当
た
り
の
コ
ス
ト
を
抑
え
た
旅
行
形
態
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
人
に
な
か
っ
た
ニ
ー
ズ
に
産
業
界
と
し
て
も
対
応
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
が
こ
う
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
を
目
に
す
る
こ
と
で
「
こ
れ
は
い
い
」
と
思

い
、
有
給
休
暇
を
う
ま
く
使
お
う
と
考
え
る
な
ど
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
変
化
す
る
き
っ

か
け
に
も
な
り
ま
す
。
環
境
が
変
わ
っ
て
く
れ
ば
、
制
度
的
な
対
応
も
し
や
す
く

な
り
、
有
給
休
暇
の
取
得
に
対
す
る
企
業
の
姿
勢
も
変
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

―
―
日
本
で
今
ま
で
、
長
期
滞
在
が
な
か
な
か
浸
透
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
だ

と
思
わ
れ
ま
す
か
。

【
本
保
】　

理
由
の
一
つ
は
、
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
が
供
給
側
に
で
き
て
い
な
か
っ
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産
業
界
に
は
滞
在
日
数
が
増
え
た
分
、
収
益
も
増
え
る
の
が
当
然
と
考
え
る

の
で
は
な
く
、
滞
在
日
数
が
倍
に
な
っ
て
も
、
収
益
は
２
～
３
割
増
で
十
分
利
益

が
出
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
な
け
れ
ば
１
日
当
た

り
の
コ
ス
ト
が
高
く
、
週
末
や
祝
日
に
高
い
値
段
を
払
っ
て
、
短
期
間
の
旅
行
ば

か
り
さ
せ
ら
れ
る
日
本
人
の
観
光
客
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
言
い
た
く
な
り
ま
す
。

も
っ
と
選
択
の
幅
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

枠
を
超
え
て
需
要
の
平
準
化
議
論
を

―
―
最
後
に
、
需
要
の
平
準
化
の
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
か
、

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
本
保
】　

今
ま
で
、
需
要
の
平
準
化
論
に
つ
い
て
観
光
産
業
内
で
い
ろ
い
ろ
議
論

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
供
給
サ
イ
ド
だ
け
が
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
で
き
る
こ
と
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
現
に
、
そ
の
た
め
の
努
力
が
今
ま
で
実
を
結
ん
で
い
な
い

わ
け
で
す
か
ら
。

平
日
料
金
を
安
く
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
お
客
さ
ん
が
来
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
は
、
現
状
が
証
明
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
も
っ
と
大
き
な
枠
組
み
や
発
想
で
取

り
組
ま
な
い
限
り
、
長
期
滞
在
化
や
平
準
化
は
進
ま
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
観
光

の
世
界
だ
け
で
議
論
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
う
認
識
の
も
と
で
他
の
関
係

者
や
行
政
と
と
も
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
を
、
考
え
直
す
時
期
に
来
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
利
益
だ
け
を
考
え
る
発
想
で
は
、
も
は
や
立
ち
行
き
ま
せ
ん
。
観

光
業
界
の
中
だ
け
で
平
準
化
と
言
っ
て
い
る
限
り
、
何
も
進
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
産
業
は
ま
ず
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
つ
く
る
努
力
や
、
社
会
が
需
要
の
平
準
化
に

動
き
出
す
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
２
０
１
５
年
８
月
21
日
・
聞
き
手

：

梅
川
智
也
／
堀
木
美
告

取
材
協
力

：

井
上
理
江
氏
）

１
日
当
た
り
の
旅
行
コ
ス
ト
を
下
げ
る
努
力
を

―
―
有
給
休
暇
が
今
よ
り
取
得
し
や
す
く
な
り
、
需
要
の
平
準
化
が
進
ん
だ
場

合
、
観
光
地
や
観
光
関
係
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

【
本
保
】　

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
は
当
然
で
す
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
ど
う
社
会
や
地
域
に
貢
献
を
す
る
の
か
、
と
も
に
豊
か
に
な
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
。
今
後
は
観
光
産
業
界
も
よ
り
大
き
な
構
図
で
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
安
定
的
な
雇
用
体
系
の
中
で
人
材
育
成
を
行
い
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
循
環
を
つ
く
る
こ
と
で
、
経
営
的
に
も
地
域
も
豊
か
に
な
る
と
い
う

発
想
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
需
要
が
平
準
化
し
て
ピ
ー
ク
と
オ
フ
の
差
が
小
さ

く
な
り
、
コ
ス
ト
や
効
率
が
改
善
さ
れ
た
ら
、
積
極
的
に
需
要
側
に
還
元
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
、
日
本
の
旅
行
支
出
に
お
け
る
家
計
費
負
担
の
割
合
は
７
％
未
満
な
の
に

対
し
、
年
間
宿
泊
日
数
が
日
本
の
３
倍
の
フ
ラ
ン
ス
は
９
％
強
と
、
そ
の
差
は
わ

ず
か
２
％
で
す
。

―
―
フ
ラ
ン
ス
の
人
々
が
、
い
か
に
１
日
当
た
り
の
コ
ス
ト
を
抑
え
て
旅
行
を
し

て
い
る
か
が
、
よ
く
分
か
る
数
字
で
す
ね
。

【
本
保
】　

日
本
が
現
状
の
旅
行
形
態
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
旅
行
支
出
が
フ
ラ
ン
ス

並
み
に
増
え
た
と
し
て
も
、
平
均
滞
在
日
数
が
３
日
か
ら
４
日
に
延
び
る
程
度
で

す
。
１
日
当
た
り
の
滞
在
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
仕
組
み
を
全
体
で
作
ら
な
い
と
、

旅
行
需
要
は
伸
び
な
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
１
週
間
滞
在
し
た
ら
１
泊
３
万
円
の
宿
泊
代
を
２
万
２
０
０
０
円
に
す

る
と
い
っ
た
長
期
滞
在
割
引
も
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
今
話
題
と
な
っ
て
い
る

A
irbnb

（
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
）
の
よ
う
な
宿
泊
形
態
が
新
た
な
可
能
性
を
開

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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需
要
の
偏
り
が
低
収
益
性
を
生
ん
で
い
る

―
―
今
年
４
月
、「『
真
の
観
光
立
国
』
実
現
に
向
け
た
新
た
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
を
」

と
い
う
提
言
が
、
経
済
同
友
会
の
観
光
立
国
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
と
し
て
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
星
野
】　

ま
ず
観
光
立
国
の
定
義
と
は
何
か
、
今
一
度
明
確
に
し
よ
う
と
い
う
こ

と
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
定
義
が
分
か
ら
な
い
と
課
題
も
分
か
ら
ず
正
し
い
政
策

も
出
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
今
回
の
提
言
に
至
り
ま
し
た
。

真
の
観
光
立
国
と
は
観
光
産
業
が
競
争
力
を
つ
け
、
人
口
減
少
時
代
の
日
本

の
経
済
を
支
え
る
新
し
い
産
業
の
一
つ
と
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光
が
地

方
経
済
の
基
盤
と
な
り
、
投
資
を
呼
び
込
み
、
雇
用
を
生
ん
で
維
持
し
、
経
済
に

貢
献
す
る
産
業
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
一
番
問
題
と
な
る
の
が
、
観
光
業

の
生
産
性
や
収
益
性
の
低
さ
で
す
。

旅
行
需
要
は
23
兆
円
と
日
本
で
は
５
番
目
に
大
き
な
産
業
規
模
で
、
金
融
や

自
動
車
と
比
較
し
て
も
遜
色
が
な
い
の
に
利
益
率
が
全
然
違
い
ま
す
。
利
益
が
な

け
れ
ば
融
資
も
受
け
ら
れ
ず
、
設
備
投
資
で
き
ず
、
い
い
人
材
に
い
い
給
料
を
払

え
ま
せ
ん
。

低
生
産
性
と
低
収
益
性
に
最
も
責
任
が
あ
る
の
は
我
々
の
よ
う
な
観
光
宿
泊

産
業
の
経
営
者
で
す
が
、
も
う
一
つ
、
制
度
的
に
低
生
産
性
を
生
ん
で
い
る
構
造

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
旅
行
需
要
の
季
節
的
な
偏
在
で
す
。

―
―
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
な
ど
、
一
定
の
時
期
に
旅
行
需
要
が
集
中
す
る
傾
向

で
す
ね
。

【
星
野
】　

現
状
で
は
ど
ん
な
観
光
事
業
者
も
一
年
の
う
ち
１
０
０
日
は
必
ず
黒
字

に
な
る
一
方
、
残
り
の
日
は
赤
字
の
場
合
が
多
い
で
す
。
日
本
の
休
暇
制
度
が
改

革
さ
れ
れ
ば
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
よ
り
安
く
、
よ
り
快
適
で
長
く
旅
行
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
業
界
に
と
っ
て
は
赤
字
の
日
が
減
っ
て
、
一
年
を
ト
ー
タ
ル
す

れ
ば
黒
字
に
な
る
構
造
に
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
、
観
光
宿
泊
産
業
の
人
材
は
75
％
が
非
正
規
雇
用
で
す
。１
０
０
日
し
か
黒

字
が
出
な
け
れ
ば
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
２
０
０
日
、
あ
る
い
は
２
５
０

観
光
立
国
宣
言
が
行
わ
れ
た
小
泉
内
閣
時
代
の
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）

か
ら
、
星
野
氏
は
休
暇
の
分
散
取
得
の
必
要
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
訴
え
て
こ

ら
れ
た
。
同
氏
が
委
員
長
を
務
め
た
経
済
同
友
会
の
観
光
立
国
委
員
会
で
は
今

年
４
月
に
提
言
を
行
い
、
季
節
的
偏
在
が
潜
在
的
需
要
を
抑
制
し
、
観
光
産
業

の
低
生
産
性
に
つ
な
が
る
指
摘
と
さ
れ
て
い
る
。
需
要
平
準
化
の
先
に
あ
る
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

平
準
化
―
―
鍵
は
学
校
休
暇
の
地
方
別
分
散

星野リゾート代表 　星野佳路氏に聞く

星
野
佳
路
（
ほ
し
の 

よ
し
は
る
）

１
９
６
０
年
、
長
野
県
軽
井
沢
町
生
ま
れ
。
星
野
リ
ゾ
ー
ト
代
表
。
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学

部
卒
業
。
米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
ホ
テ
ル
経
営
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
１
９
９
１
年
、
星
野
温

泉
（
現
星
野
リ
ゾ
ー
ト
）
社
長
に
就
任
。
所
有
と
運
営
を
一
体
と
す
る
日
本
の
観
光
産
業
で
い

ち
早
く
運
営
特
化
戦
略
を
と
り
、運
営
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
転
換
。
現
在
、

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
「
星
の
や
」、
小
規
模
高
級
温
泉
旅
館
「
界
」、
西
洋
型
リ
ゾ
ー
ト
「
リ

ゾ
ナ
ー
レ
」
の
３
ブ
ラ
ン
ド
を
中
心
に
国
内
外
に
35
施
設
を
展
開
。
２
０
１
３
年
、
日
本
で
初

め
て
観
光
に
特
化
し
た
不
動
産
投
資
信
託
（
リ
ー
ト
）
を
立
ち
上
げ
、
星
野
リ
ゾ
ー
ト
・
リ
ー

ト
と
し
て
東
京
証
券
取
引
所
に
上
場
。
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日
需
要
が
あ
れ
ば
、
正
社
員
と
し
て
人
材
を
雇
用
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
が
、
需
要
の
平
準
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
す
。

【
星
野
】　

マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
影
響
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
よ
っ
て
観
光
立

国
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
し
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
あ
ま
り
関
係

な
い
話
で
す
。
増
え
て
い
る
と
い
い
な
が
ら
も
、
国
内
旅
行
消
費
額
の
10
％
程
度

の
イ
ン
パ
ク
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
か
ら
。

約
23
兆
円
の
国
内
旅
行
需
要
に
占
め
る
割
合
は
今
で
も
日
本
人
に
よ
る
内
需

が
圧
倒
的
に
多
く
、
日
本
の
最
大
の
競
争
力
は
、
国
内
に
そ
れ
だ
け
の
需
要
を
抱

え
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
国
は
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

洗
練
さ
れ
た
良
質
な
顧
客
が
こ
れ
だ
け
い
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
十
分
な
利
益
を

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
す
。
休
暇
制
度
を
改
善
す
る
こ
と
で
日
本
は

一
気
に
観
光
立
国
と
し
て
競
争
力
を
高
め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
が
、
需
要
の

平
準
化
が
大
事
だ
と
い
う
根
拠
で
す
。

―
―
平
準
化
は
消
費
者
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
で
す
が
、
実
は
事
業
者
に
と
っ
て
は

マ
イ
ナ
ス
の
部
分
も
大
き
い
の
で
は
。

【
星
野
】　

私
が
提
言
し
て
い
る
の
は
競
争
促
進
策
で
す
。
一
定
期
間
に
需
要
が
集

中
す
る
現
状
で
は
、
努
力
し
て
い
る
事
業
者
と
、
し
て
い
な
い
事
業
者
の
差
が
出

に
く
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
ど
ち
ら
も
同
じ
よ
う
な

価
格
を
提
示
で
き
、
供
給
側
が
十
分
な
満
足
度
を
提
供
し
な
く
て
も
、
あ
る
程

度
集
客
で
き
て
い
ま
す
か
ら
。

私
の
提
言
は
、
自
分
が
利
益
を
得
る
た
め
に
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
需

要
を
平
準
化
す
る
こ
と
が
日
本
の
観
光
産
業
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
る
低
生

産
性
、
低
収
益
性
に
一
番
効
く
政
策
だ
と
確
信
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
反
対
し
て

い
る
人
が
業
界
内
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
提
言
が
重
要
で
あ
る
証
拠
だ
と

よ
く
言
っ
て
い
ま
す(

笑)

。

―
―
経
済
同
友
会
は
中
小
企
業
が
多
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
経
営
者
が
多
い
の
で
、

賛
同
者
も
多
い
の
で
は
。

【
星
野
】　

観
光
立
国
委
員
会
の
委
員
は
ほ
ぼ
全
員
賛
成
で
、
今
回
の
提
言
も
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
観
光
業
界
の
人
が
少
な
い
で
す
か
ら
。
中
に
は
自
分
た

ち
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
後
ろ
倒
し
を
開
始
し
た
企
業
も
あ
り
ま
す
よ
。

社
会
の
高
齢
化
は
平
準
化
と
リ
ン
ク
し
な
い

―
―
星
野
さ
ん
は
10
年
以
上
前
か
ら
、
大
型
連
休
の
分
散
化
を
提
言
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

【
星
野
】　

諸
外
国
と
比
べ
る
と
日
本
は
祝
日
が
多
い
で
す
が
、
祝
日
を
減
ら
す
の

は
政
治
的
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
。
そ
こ
で
祝
日
数
は
維
持
し
つ
つ
、
大
型
連

休
を
地
域
ご
と
に
分
け
て
取
得
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
言
を
、２
０
０
４
年
（
平

成
16
年
）
か
ら
今
ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

大
事
な
の
は
小
学
校
、
中
学
校
の
大
型
連
休
で
、
こ
れ
を
い
か
に
地
域
ご
と
に

分
散
す
る
か
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
実
際
、
学
校
の
休
み
は
地
方
の
教
育
委
員
会

な
ど
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
埼
玉
の
一
部
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を

ず
ら
し
た
学
校
が
あ
り
、
こ
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
す
い
て
い
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
快
適
に
行
け
る
と
い
う
話
で
す
。

よ
く
政
府
が
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を
ど
う
す
る
か
と
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

親
が
子
ど
も
と
休
み
を
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
有
休

取
得
が
増
え
な
い
理
由
は
、
親
が
休
み
を
取
っ
て
、
た
だ
家
に
い
て
も
し
ょ
う
が

な
い
と
い
う
の
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
学
校
の
休
み
が
分
散
す
れ
ば
、
働
く
両

親
が
そ
れ
に
合
わ
せ
て
有
休
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
有
休
の
取
得
促
進
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
高
齢
化
社
会
が
進
む
こ
と
で
平
準
化
に
寄
与
す
る
の
で
は
と
い
う
見
方
も

あ
り
ま
す
が
。

【
星
野
】　

弊
社
の
リ
ゾ
ー
ト
で
は
今
、
三
世
代
旅
行
が
も
の
す
ご
く
伸
び
て
い
ま

す
。
引
退
世
代
は
海
外
旅
行
だ
っ
た
ら
平
日
に
行
く
け
ど
、
国
内
旅
行
に
つ
い
て

は
今
も
週
末
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
型
で
す
。
そ
れ
は
、
孫
と
旅
行
に
行
き
た
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い
か
ら
で
す
。

昔
は
三
世
代
一
緒
に
住
み
、
別
々
に
旅
行
に
行
っ
て
い
た
け
ど
、
核
家
族
化
し

た
今
は
孫
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
の
は
旅
行
の
時
く
ら
い
で
す
。
平
日
に
夫
婦
で
旅

行
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
、
そ
れ
よ
り
息
子
娘
夫
婦
、
孫
と
一
緒
に
旅
行
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
現
状
の
ま
ま
で
は
高
齢
化
に
よ
る
需
要
分
散
は
容
易
に
は
進
ま
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
も
し
学
校
の
大
型
連
休
を
地
域
ご
と
に
分
散
す
れ
ば
、「
あ
の

地
域
の
孫
と
は
こ
の
週
、
こ
の
地
域
の
孫
と
は
こ
の
週
」
と
い
う
よ
う
に
、
三
世

代
旅
行
の
時
期
が
分
散
化
し
て
く
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
学
校
休
暇
の
地
域
別
分

散
こ
そ
が
、
需
要
の
平
準
化
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

休
暇
分
散
は
新
た
な
商
品
発
想
力
の
源
に

―
―
需
要
の
平
準
化
が
実
現
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
考
え
ら

れ
ま
す
か
。

【
星
野
】　

休
暇
を
分
散
し
て
需
要
を
平
準
化
す
る
こ
と
で
、
競
争
力
が
高
ま
る

よ
う
な
投
資
や
正
規
雇
用
が
生
ま
れ
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
旅
行
価
格
が
下
が
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
今
ま
で
は
実
現
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
潜
在
的
な
内
需
も
喚
起

さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

「
混
ん
で
い
る
か
ら
旅
行
に
行
か
な
い
」
と
い
う
人
は
、
今
ま
で
に
相
当
い
た

と
思
い
ま
す
。
渋
滞
や
混
雑
が
な
く
な
れ
ば
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
旅
行
に
行
く

よ
う
に
な
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
内
需
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。　

そ
う
な
っ
て
き
た
ら
、
諸
外
国
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
を
日
本
人
が
働

い
て
い
る
期
間
、
日
本
人
が
旅
行
に
あ
ま
り
行
か
な
い
期
間
に
当
て
は
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
日
本
の
観
光
宿
泊
産
業
に
と
っ
て
一
番
生
産
性
が
高
く
な

る
方
法
だ
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
な
っ
て
い
く
と
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
需
要
の
平
準
化
が
実
現
さ
れ
た
先
に
あ
る
も
の
は
、
何
だ
と
思
わ
れ
ま
す

か
。
星
野
さ
ん
の
頭
の
中
に
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

【
星
野
】　

旅
行
商
品
を
発
想
す
る
事
業
者
側
に
大
変
革
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
旅
行
商
品
が
魅
力
的
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
日
本
中
の
観
光

地
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
首
都
圏
の
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
が
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
終
わ
る
と
誰
も
来
な
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
観
光
地
は

需
要
が
集
中
す
る
１
０
０
日
間
、
首
都
圏
の
人
の
こ
と
だ
け
の
こ
と
を
考
え
れ
ば

よ
い
状
況
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
休
み
が
分
散
し
て
、
例
え
ば
今
週
は
九
州
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

だ
と
す
る
と
、
北
海
道
や
東
北
の
事
業
者
が
、
九
州
の
人
た
ち
に
来
て
も
ら
う
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考
え
ま
す
。
雪
を
見
た
こ
と
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

雪
を
見
せ
る
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
な
ど
、
九
州
の
人
た
ち
の
興
味
に
合
っ
た
観
光
商

品
が
生
ま
れ
て
く
る
。

北
海
道
の
人
た
ち
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
迎
え
る
時
は
日
本
中
の
有
名
観

光
地
が
、
北
海
道
の
人
た
ち
は
ど
ん
な
も
の
が
食
べ
た
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
前
々
週
く
ら
い
に
北
海
道
の
旅
行
会

社
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
行
く
と
、
日
本
中
の
観
光
地
が
提
案
す
る
北
海
道
向
け
の
プ

ラ
ン
が
並
ぶ
の
で
す
。

こ
れ
は
日
本
の
観
光
商
品
の
大
変
革
で
す
。
こ
れ
ま
で
我
々
の
業
界
は
首
都
圏

だ
け
を
見
て
い
て
、
細
か
く
地
域
に
分
け
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
自
分
た
ち

の
商
品
を
変
え
る
と
い
う
作
業
を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
休
暇
が
分
散
さ
れ
れ
ば
「
東
京
の
人
だ
け
見
て
い
れ
ば
い
い
」
と
い
う

考
え
方
が
大
き
く
変
わ
り
、
そ
の
発
想
の
先
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
あ
る
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。
中
国
の
人
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
は
ど
う

な
の
か
と
考
え
を
広
げ
ま
す
。
日
本
の
各
地
域
に
対
す
る
商
品
提
案
力
が
養
わ

れ
る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
誘
致
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
考
え
る
能

力
も
つ
い
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
然
、
こ
れ
は
消
費
者
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
需
要
が
喚
起
さ
れ
、

快
適
に
な
る
と
い
っ
た
目
先
の
話
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
の
発
想
の
仕
方
が
変

わ
り
、
旅
行
業
全
体
が
魅
力
的
な
商
品
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
に
提
案
す
る
形
に
変

わ
っ
て
く
る
と
。
こ
れ
は
も
の
す
ご
く
大
き
な
違
い
を
生
む
は
ず
だ
と
期
待
し
て

い
ま
す
。　
　
　

 

（
２
０
１
５
年
９
月
３
日
・
聞
き
手

：

梅
川
智
也
／
堀
木
美
告

取
材
協
力

：

井
上
理
江
氏
）
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と
で
あ
る
。
需
要
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
交
通
機
関
や
観
光
地
は
ど
こ
も
渋

滞
、
混
雑
す
る
と
な
る
と
、
そ
ん
な
不
快

な
思
い
を
し
て
ま
で
、
旅
行
に
出
掛
け
た

く
な
い
と
い
っ
た
「
需
要
抑
制
」
の
方
向

に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
、“
家
に
い
る
の
が
一
番
快
適
で
落
ち

着
く
と
…
…
！
”

◆
多
面
的
な
ヒ
ン
ト
を
本
特
集
で

―
振
り
返
り
と
し
て
の

論
点
整
理

「
需
要
抑
制
」
の
方
向
は
、
観
光
地
に

と
っ
て
も
、
旅
行
・
観
光
産
業
に
と
っ
て

も
、
旅
行
者
・
観
光
客
に
と
っ
て
も
不
幸

な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
は
避
け
た
い

も
の
で
あ
る
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、本

特
集
で
は
、
学
術
研
究
、
経
営
実
務
、
政

策
実
務
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
あ
る
専

門
家
に
執
筆
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
依
頼
し
、

わ
が
国
の
需
要
変
動
の
実
態
を
市
場
側
の

デ
ー
タ
と
観
光
地
側
の
現
象
の
双
方
か
ら

概
観
し
つ
つ
、
需
要
の
集
中
と
偏
在
を
低

減
・
解
消
し
、
平
準
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
ヒ
ン
ト
を
多
面
的
に
探
っ
た
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
か
ら
有
益
な
ヒ
ン
ト
を
整
理
す
る
。

○
ど
こ
で
ど
う
需
要
が
集
中
し
、
偏
在

し
て
い
る
の
か

塩
谷
・
五
木
田
論
文
で
は
、
各
種
統
計

デ
ー
タ
を
も
と
に
観
光
需
要
の
時
期
的
な

偏
在
状
況
を
概
観
し
て
い
る
。
ま
ず
国
内

観
光
需
要
は
、
シ
ー
ズ
ン
ご
と
、
月
ご
と

の
需
要
の
偏
在
傾
向
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、

そ
の
傾
向
は
同
行
者
や
年
代
な
ど
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト
別
に
見
る
と
一
様
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
観
光
消
費
額

の
偏
在
状
況
を
見
る
と
８
月
が
突
出
、
消

費
単
価
で
も
ピ
ー
ク
の
10
月
と
ボ
ト
ム
の

３
月
で
は
開
き
が
大
き
い
。

地
域
で
は
、
い
わ
ゆ
る
雪
国
・
北
国
で

月
別
延
べ
宿
泊
者
数
の
変
動
係
数
が
大

き
い
。
ま
た
、
活
動
別
の
実
施
率
で
は
季

節
性
の
高
い
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や

海
水
浴
・
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
変
動
係
数

が
飛
び
抜
け
て
大
き
い
一
方
、
自
然
・
風

景
・
景
勝
地
鑑
賞
、
温
泉
、
現
地
グ
ル
メ・

名
物
料
理
、
歴
史
・
文
化
的
な
名
所
・
社

寺
仏
閣
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
買
い
物
、
ま

ち
並
み
散
策
な
ど
は
シ
ー
ズ
ン
を
問
わ
ず

比
較
的
安
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
延
べ
宿
泊
者
数
ベ
ー
ス
で
９
・

５
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
外
国
人
客
に
目

を
向
け
る
と
、
国
内
旅
行
で
は
オ
フ
に
当

た
る
４
月
に
客
室
稼
働
率
の
ピ
ー
ク
が
見

ら
れ
、
国
内
需
要
の
偏
在
を
効
果
的
に
補

「平準化」
――社会への期待、観光地への提案、そしてその先にあるもの
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視
座特集テーマからの観

光
需
要
が
平
準
化
し
な
い
と
し
た

ら
、
何
が
起
こ
る
の
か
。

我
々
が
最
も
懸
念
す
る
の
は
、“
観
光

需
要
そ
の
も
の
が
縮
小
す
る
”
と
い
う
こ

完
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

○
わ
が
国
の
休
暇
・
休
日
制
度
を
ど
う

改
善
す
べ
き
か

矢
ケ
崎
論
文
で
は
、
わ
が
国
の
休
暇
・

休
日
制
度
に
焦
点
を
当
て
、
需
要
が
集
中

す
る
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
わ
が

国
の
休
暇
・
休
日
制
度
を
英
仏
独
と
比
較

す
る
と
、
年
次
有
給
休
暇
の
平
均
取
得

日
数
が
３
分
の
１
以
下
で
あ
る
一
方
で
祝

日
が
多
い
。
就
学
中
の
子
ど
も
が
い
る
家

庭
で
家
族
全
員
が
揃そ

ろ

っ
て
出
か
け
る
際
に

は
、
お
の
ず
と
誰
も
が
休
み
や
す
い
国
民

の
祝
日
が
中
心
と
な
る
。

こ
う
し
た
構
造
が
旅
行
実
施
時
期
の

偏
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
旅
行
実
施
時

期
に
つ
い
て
、
休
暇
・
休
日
制
度
と
の
関

係
で
見
る
と
、
年
間
旅
行
量
の
約
６
割
が

３
６
５
日
の
う
ち
の
約
12
％
に
す
ぎ
な
い

年
末
年
始
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、お
盆
、

シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
、三
連
休
の
い
ず
れ
か

に
集
中
し
て
お
り
、
さ
ら
に
年
末
年
始
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、お
盆
だ
け
を
抽
出

す
る
と
全
体
の
約
４
割
の
旅
行
量
が
暦
上

の
６・６
％
の
期
間
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と

い
う
集
中
・
偏
在
ぶ
り
で
あ
る
。

こ
う
し
た
需
要
の
集
中
が
も
た
ら
す
も

の
は
何
か
。
旅
行
者
側
で
は
「
旅
行
で
き

る
時
期
＝
混
雑
し
て
い
る
時
期
」
と
い
う
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構
図
が
生
ま
れ
、さ
ら
に
は
「
疲
れ
る
旅
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

そ
の
結
果
、「
混
雑
を
嫌
っ
て
旅
行
し
な

い
」「
泊
数
を
抑
え
る
」
な
ど
が
相
当
数

い
る
と
想
定
さ
れ
る
。
他
方
、
事
業
者
側

で
は
年
間
１
２
５
日
程
度
で
売
り
上
げ
の

約
８
割
を
稼
ぐ
こ
と
に
な
り
、
経
営
努
力

の
意
欲
を
削そ

ぐ
結
果
に
つ
な
が
る
。
ま
た

こ
う
し
た
繁
閑
の
差
は
年
間
を
通
じ
た
安

定
的
な
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
を
妨
げ
、
顧
客

満
足
度
の
低
下
・
従
業
員
満
足
度
の
低
下

を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。

で
は
ど
う
す
べ
き
か
、
休
暇
・
休
日
制

度
の
面
か
ら
は
、

①
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

②
有
給
休
暇
の
連
続
取
得

③
学
校
休
業
日
の
分
散

④
地
域
の
調
整
に
よ
り
休
み
を
つ
く
り

出
す
仕
組
み

⑤
国
民
の
祝
日
を
対
象
と
し
た
需
要

平
準
化

の
５
つ
の
選
択
肢
を
提
示
し
て
い
る
。

○
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
産
業
で
の
平
準
化

―
高
齢
化
と
訪
日
外
国
人
に
よ
る

観
光
地
側
で
の
需
要
偏
在
の
実
態
と
し

て
、オ
ン
シ
ー
ズ
ン
中
の
週
末
と
平
日
、オ

ン
シ
ー
ズ
ン
と
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
２
つ

の
レ
ベ
ル
で
の
繁
閑
の
差
が
大
き
い
ス
キ

し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市

場
の
深
耕
、
顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
継
続

的
向
上
、
グ
リ
ー
ン
期
の
需
要
拡
大
を
挙

げ
、
シ
ー
ズ
ン
内
の
平
準
化
が
利
用
者
の

快
適
性
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
、
シ
ー
ズ

ン
間
の
平
準
化
が
通
年
雇
用
の
拡
大
に
つ

な
が
る
と
意
義
づ
け
て
い
る
。

○
宿
泊
産
業
で
の
平
準
化

―
長
期
滞
在
型
へ
の
転
換
に
加
え
て

も
う
一つ
の
事
例
と
し
て
、常
に
平
準
化

へ
の
対
応
が
指
摘
さ
れ
る
宿
泊
産
業
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
。

大
野
論
文
で
は
、観
光
地
の
宿
泊
施
設

の
需
要
変
動
の
う
ち
、
季
節
変
動
に
つ
い

て
は
観
光
地
側
の
要
因
よ
り
も
市
場
側
の

要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
し
て
い

る
。
統
計
上
の
推
定
で
は
季
節
変
動
よ
り

も
影
響
が
大
き
い
の
が
曜
日
変
動
で
あ
る

が
、
そ
の
実
態
が
月
別
変
動
に
比
べ
把
握

し
に
く
い
、
平
日
に
旅
行
す
る
可
能
性
の

あ
る
セ
グ
メ
ン
ト
の
実
態
把
握
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
実
効

的
な
需
要
変
動
対
策
、つ
ま
り
平
準
化
対

策
は
打
た
れ
て
い
な
い
。

生
産
性
向
上
の
た
め
に
は
需
要
の
平
準

化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
（
季

節
変
動
よ
り
も
）
曜
日
変
動
の
低
減
策
、

す
な
わ
ち
滞
在
客
の
開
拓
が
効
果
的
だ

が
、
同
時
に
滞
在
客
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た

料
飲
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
宿
泊
主
体
型
へ

の
業
態
転
換
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
旅
館
業
態
の
ま
ま
で
の

滞
在
需
要
開
拓
、
料
飲
機
能
の
集
約
、
ま

た
は
家
族
経
営
の
飲
食
店
整
備
＋
宿
泊

特
化
型
の
業
態
開
発
と
い
う
２
つ
の
方
向

性
を
示
す
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の
具
体

的
な
施
策
を
提
示
し
て
い
る
。
同
時
に
滞

在
客
の
開
拓
だ
け
が
需
要
平
準
化
、
さ
ら

に
は
生
産
性
向
上
の
唯
一
の
答
え
で
は
な

い
と
し
て
、
滞
在
客
も
含
め
た
顧
客
ミ
ッ

ク
ス
を
中
心
と
す
る
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

大
分
県
竹
田
市
の
首
藤
市
長
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
長
期
滞
在
型
へ
の
展
開

方
法
と
し
て
、「
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ

ム
」
と
い
う
全
国
で
も
例
の
な
い
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
本
シ

ス
テ
ム
は
、
温
泉
を
健
康
づ
く
り
に
取
り

入
れ
、
滞
在
化
と
分
散
化
に
よ
っ
て
平
準

化
に
寄
与
し
て
い
る
。

○
日
本
人
の
余
暇
観

―
今
こ
そ
、長
期
休
暇（
バ
カ
ン
ス
）を

廻
論
文
で
は
、余
暇
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス

人
と
日
本
人
の
意
識
の
違
い
を
ベ
ー
ス
と
し

て
、
長
期
休
暇
の
意
義
を
考
察
し
て
い
る
。

ー
リ
ゾ
ー
ト
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
た
。

坂
倉
論
文
で
は
、
ス
キ
ー
バ
カ
ン
ス
と

い
う
長
期
滞
在
需
要
に
依
存
し
、
比
較
的

曜
日
変
動
の
少
な
い
需
要
に
支
え
ら
れ
て

い
る
欧
米
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
比
較
し

て
、
日
本
で
は
都
市
圏
か
ら
ア
ク
セ
ス
容

易
な
立
地
に
小
規
模
な
ス
キ
ー
場
が
多
数

立
地
し
、
短
い
移
動
時
間
と
少
な
い
コ
ス

ト
で
容
易
に
ス
キ
ー
を
楽
し
め
る
こ
と
か

ら
ス
キ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
衆
化
し
た
と

し
て
い
る
。ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
は
「
わ

ざ
わ
ざ
休
み
を
取
ら
な
い
」利
用
形
態
、す

な
わ
ち
年
末
年
始
や
週
末
へ
の
利
用
集
中

を
生
み
出
し
た
。

現
在
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
な
ど
長

期
滞
在
型
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ス
キ
ー
ヤ
ー

や
、
平
日
に
来
訪
可
能
な
高
齢
者
な
ど
の

誘
致
が
平
準
化
に
向
け
た
対
策
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。

続
く
和
田
論
文
で
は
、実
際
に
勤
務
し

て
い
る
白
馬
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
の
事
例

で
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
外
国
人
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
平
均
10

日
程
度
滞
在
し
、
平
日
の
稼
働
率
向
上
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
内
ス

キ
ー
人
口
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
年
間

滑
走
日
数
の
多
い
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
が
多

い
60
歳
以
上
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
比
率
が
高
ま

り
、
こ
ち
ら
も
稼
働
率
の
平
準
化
に
寄
与
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勤
勉
を
是
と
す
る
日
本
人

に
対
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
欧
州

人
は
仕
事
を
人
生
の
一
部
に
す

ぎ
な
い
と
し
て
余
暇
に
重
き
を

置
く
。こ
う
し
た
思
想
を
底
流

と
し
て
イ
ギ
リ
ス
貴
族
が
リ
ゾ

ー
ト
滞
在
の
習
慣
を
広
め
、や

が
て
フ
ラ
ン
ス
は
じ
め
大
陸
諸

国
に
も
波
及
、有
給
休
暇
の
制

度
化
の
も
と
大
衆
レ
ベ
ル
に
も

バ
カ
ン
ス
が
浸
透
し
た
。フ
ラ
ン

ス
人
の
バ
カ
ン
ス
で
は
周
遊
よ

り
も
海
辺
や
田
舎
な
ど
へ
の
滞
在
が
主
流

で
日
常
生
活
と
異
な
る
環
境
下
で「
生
活
」

を
楽
し
む
こ
と
だ
と
い
う
。

日
本
人
も
旅
行
好
き
な
国
民
と
し
て

知
ら
れ
る
。
そ
の
旅
の
ス
タ
イ
ル
に
は
物

見
遊
山
的
・
周
遊
的
な
側
面
と
内
省
的
・

漂
泊
的
な
側
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

バ
カ
ン
ス
は
そ
の
ど
ち
ら
と
も
異
な
る
。

日
常
と
切
り
離
さ
れ
た
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
身
を
置
い
て
過
ご
す
と
い
う
観
点

か
ら
、
バ
カ
ン
ス
に
最
も
近
い
日
本
人
の

旅
は
昭
和
30
年
代
ま
で
の
「
帰
省
の
旅
」

で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

そ
の
上
で
、
日
本
で
長
期
休
暇
を
普
及

推
進
す
る
た
め
の
策
と
し
て
重
要
な
の
は
、

魅
力
的
な
バ
カ
ン
ス
の
形
の
創
出
で
は
な

い
か
と
提
案
し
、
観
光
地
で
は
な
い
バ
カ

ン
ス
滞
在
先
の
発
掘
が
旅
行
時
期
の
分
散

化
と
は
異
な
る
形
で
の
需
要
平
準
化
に
つ

な
が
る
と
の
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

○
平
準
化

―
社
会
全
体
で
環
境
づ
く
り
を

元
観
光
庁
長
官
・
本
保
芳
明
氏
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、平
準
化
に
つ
な
が
る
休

日
・
休
暇
制
度
の
改
革
は
、
中
長
期
的
な

視
点
か
ら
、
社
会
全
体
で
の
環
境
づ
く
り
、

つ
ま
り
焦
ら
ず
じ
っ
く
り
と
取
り
組
む
べ

き
国
民
的
な
課
題
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

国
内
観
光
の
需
要
増
の
た
め
行
政
が

取
り
組
む
べ
き
は
長
期
に
休
め
る
仕
組
み

づ
く
り
で
、
実
現
に
は
豊
か
な
生
活
時
間

の
享
受
と
い
う
国
民
側
の
視
点
と
、
効
率

化
・
生
産
性
向
上
に
よ
る
産
業
の
活
性
化

と
い
う
産
業
界
側
の
視
点
の
双
方
が
必
要

だ
と
説
く
。

現
実
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
が
良

い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
。
産
業
界
は
日
本

人
と
は
異
な
る
長
期
滞
在
に
対
応
し
た
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
日
本
人
旅
行
者
も
外
国
人
の

旅
行
ス
タ
イ
ル
を
実
際
に
目
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
有
給
休
暇
の
使
い
方
も
含
め
た

意
識
変
革
に
つ
な
が
る
契
機
に
な
り
得
る

と
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
今
後
は
観
光
産
業
界
の
社
会

46

視
座特集テーマからの

や
地
域
へ
の
貢
献
と
い
う
視
点
が
重
要
だ

と
言
う
。
平
準
化
に
よ
る
効
率
の
改
善
な

ど
の
成
果
は
積
極
的
に
需
要
側
に
還
元
し

１
日
当
た
り
の
滞
在
コ
ス
ト
を
抑
え
る
仕

組
み
を
作
る
。
そ
れ
が
新
た
な
旅
行
需
要

を
も
生
み
出
す
と
し
て
い
る
。

○
平
準
化

―
鍵
は
学
校
休
暇
の
地
方
別
分
散
に

あ
り

経
済
同
友
会
か
ら
「『
真
の
観
光
立
国
』

実
現
に
向
け
た
新
た
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
注
１
）の

設
定
を
」
と
い
う
提
言
を
行
っ
た
星
野
リ

ゾ
ー
ト
代
表
・
星
野
佳
路
氏
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
わ
が
国
は
祝
日
が
多
く
、

休
み
が
集
中
し
や
す
い
が
、
祝
日
を
減
ら

す
こ
と
は
難
し
い
の
で
大
型
連
休
の
地
域

別
取
得
（
＝
休
み
の
平
準
化
）
を
提
言
し

て
い
る
。

大
型
連
休
の
地
域
別
取
得
で
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
の
は
学
校
の
休
み
で
あ
る
。
親
も

子
ど
も
の
学
校
の
休
み
に
合
わ
せ
て
有
給

休
暇
を
取
得
す
る
。
平
日
に
分
散
す
る
と

思
わ
れ
が
ち
な
シ
ル
バ
ー
世
代（
祖
父
母
）

も
国
内
旅
行
で
は
孫
世
代
に
合
わ
せ
た
三

世
代
旅
行
が
目
立
つ
。
そ
の
た
め
に
学
校

の
休
み
の
地
方
別
分
散
化
が
キ
ー
に
な
る
。

さ
ら
に
、平
準
化
は
旅
行
商
品
を
企
画

す
る
事
業
者
の
大
変
革
に
つ
な
が
る
。
現

状
で
は
需
要
が
集
中
す
る
時
期
は（
ボ
リ

ュ
ー
ム
の
大
き
い
）首
都
圏
か
ら
の
旅
行
者

だ
け
を
意
識
す
れ
ば
よ
い
が
、
休
み
が
分

散
す
れ
ば
、
例
え
ば
九
州
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
九
州
の
人
向
け
の

商
品
を
、
北
海
道
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
合
わ
せ
て
北
海
道
の
人
向
け
の
商
品

を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご

と
に
商
品
を
変
え
る
発
想
の
先
に
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
が
見
え
て
く
る
と
し
て
い
る
。

◆「
平
準
化
」に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス

以
上
の
よ
う
に
、
各
論
文
・
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
、
旅
行
者
・
観
光
客
側
、
観
光

地
側
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
観
光
需
要
が

偏
在
化
し
て
い
る
実
態
と
そ
の
要
因
に
迫

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア

し
て
観
光
需
要
の
平
準
化
を
図
り
、旅
行・

観
光
産
業
の
安
定
化
や
魅
力
的
な
観
光

地
の
形
成
を
図
る
た
め
の
方
向
性
、休
日・

休
暇
制
度
の
改
革
と
そ
の
方
向
性
に
つ
い

て
提
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
観
光
需
要
の
現
状
が
、
来
訪

時
期
に
つ
い
て
は
ピ
ー
ク
期
に
偏
在
し
、

来
訪
形
態
と
し
て
は
１
泊
２
日
（
も
し
く

は
日
帰
り
）
型
に
偏
在
し
て
い
る
と
い
う

前
提
で
、「
平
準
化
」
に
向
け
た
プ
ロ
セ

ス
を
示
し
た
の
が
図
１
で
あ
る
。
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47 特集テーマからの視座◉「平準化」——社会への期待、観光地への提案、そしてその先にあるもの

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
、大
き
く「
異
な
る

来
訪
時
期
へ
の
誘
導
」と「
異
な
る
来
訪

形
態
へ
の
誘
導
」
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は

分
散
化
、
あ
る
い
は
そ
の
一
形
態
と
し
て

の
リ
ピ
ー
タ
ー
化
を
目
指
す
方
向
で
あ
り
、

後
者
は
滞
在
化
を
目
指
す
方
向
で
あ
る
。

◆
旅
行
者
・
観
光
客
と
観
光
地
へ

の
提
案

―
意
識
改
革
と
構
造
改
革

訪
日
外
国
人
も
う
ま
く
取
り
込
み
つ
つ
、

上
記
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
日
本
人
の
観
光
需

要
の
平
準
化
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、ど

う
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
旅
行
・
観
光
産
業
だ

け
の
努
力
で
は
限
界
が
あ
り
、

社
会
全
体
で
の
取
り
組
み
、

具
体
的
に
は「
旅
行
者
・
観

光
客
側
の
意
識
改
革
・
構
造

改
革
」、
さ
ら
に
は「
観
光

地
側
の
意
識
改
革
・
構
造
改

革
」
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
旅
行
者
側
と
観
光
地

側
、そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る「
意

識
改
革
」
と「
構
造
改

革
」の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、い
く
つ
か
の
施
策

を
提
案
し
た
い
。

（
１
）
旅
行
者
・
観
光
客
側
か
ら
見
て

【
意
識
改
革
】

①
な
じ
み
の
観
光
地
を
持
つ

―
年
間
何
度
も
同
じ
観
光
地
に
通

う
、季
節
ご
と
に
同
じ
観
光
地
に

通
う
こ
と
が
平
準
化
に
つ
な
が
る

②
有
給
休
暇
を
き
ち
ん
と
取
得
す
る

―
平
日
に
取
得
す
る
か
ら
こ
そ
休

暇
で
あ
り
、さ
ら
に
は
平
日
旅
行

の
増
加
か
ら
平
準
化
に
つ
な
が
る

③「
周
囲
に
合
わ
せ
て
休
む
・
旅
行
す

る
」
と
い
う
意
識
の
転
換
・
払ふ

っ

拭し
ょ
くを

図
る

―
周
囲
の
状
況
に
流
さ
れ
ず
、
特
定

の
旅
行
時
期
や
観
光
地
に
集
中
し

な
い
こ
と
で
平
準
化
に
つ
な
が
る

【
構
造
改
革
】

①
休
日
・
休
暇
制
度
の
改
革
を
進
め
る

―
旅
行
者
・
観
光
客
側
に
と
ど
ま
ら

な
い
社
会
制
度
の
改
革
で
あ
り
、

産
業
界
を
巻
き
込
ん
だ
中
長
期

的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る

―
長
期
休
暇
が
取
得
で
き
る
社
会

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

―
最
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
あ
る

家
族
旅
行
の
分
散
化
を
図
る
た

め
に
、
夏
休
み
を
地
域
別
に
ず

ら
し
て
設
定
す
る

（
２
）
観
光
地
側
か
ら
見
て

【
意
識
改
革
】

①
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
地
づ
く
り

―
観
光
地
の
一
部
ど
こ
か
が
混
雑
す

る
と
空
間
快
適
性
が
一
気
に
崩
れ

る
…
…
一
部
の
道
路
、
道
の
駅
、

鉄
道
駅
、特
定
の
宿
泊
施
設
や
飲

食
施
設
、
駐
車
場
…
…
観
光
地

全
体
で
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消

が
重
要
で
あ
る

―「
施
設
容
量
」（
宿
泊
、飲
食
、駐
車

場
な
ど
）を
正
確
に
把
握
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
（
実
際
に

は
ほ
と
ん
ど
把
握
で
き
て
い
な
い
）

②
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
必
要
性

―
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト
に
よ
っ

て
旅
行
形
態
、旅
行
時
期
が
異
な

る
と
理
解
・
把
握
す
る
こ
と
か
ら

戦
略
づ
く
り
が
始
ま
る

【
構
造
改
革
】

①
滞
在
型
へ
の
展
開

―
滞
在
型
へ
の
展
開
が
曜
日
変
動
を

低
減
さ
せ
、安
定
し
た
生
産
性
の

高
い
観
光
地
経
営
が
可
能
と
な
る

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
う
ま
く
生
か
す

―
日
本
人
と
の
バ
ラ
ン
ス
へ
の
配
慮

が
必
要
だ
が
、長
期
滞
在
す
る
外

国
人
旅
行
者
の
来
訪
形
態
は
、旅

行
・
観
光
産
業
界
に
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
迫
る
と
同
時
に
、外

国
人
滞
在
客
に
接
す
る
こ
と
で
、

日
本
人
の
休
み
や
旅
行
に
対
す
る

意
識
の
面
に
も
よ
い
刺
激
と
な
る

と
期
待
で
き
る

③
オ
フ
期
の
誘
客
戦
略

―
カ
ン
ヌ
映
画
祭
、草
津
音
楽
祭
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の

誘
客
戦
略
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

―
北
海
道
ス
キ
ー
ツ
ア
ー（
低
稼
働

で
あ
っ
た
冬
季
の
札
幌
市
内
の
都

市
ホ
テ
ル
を
う
ま
く
活
用
し
た
）、

ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ
・
オ
・
ジ

ャ
ポ
ン「
熱
狂
の
日
」音
楽
祭（
低

稼
働
で
あ
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

図１  「平準化」に向けたプロセス

Ⅲ
・
滞
在
化

平準化

ピーク集中
×

1泊2日型（日帰り型）

Ⅱ
・
リ
ピ
ー
タ
ー
化

Ⅰ
・
分
散
化

異なる
来訪時期

異なる
来訪形態

これまで
（過去～現在）

これから
（将来）
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ー
ク
の
東
京
都
内
の
都
市
ホ
テ

ル
を
う
ま
く
活
用
し
た
）な
ど

は
単
な
る
オ
フ
期
対
策
を
超
え

て
新
た
な
需
要
を
創
造
し
た
と

言
え
る

こ
う
し
た「
平
準
化
」に
向

け
た
取
り
組
み
施
策
を
整
理

し
た
の
が
、
図
２
で
あ
る
が
、

多
岐
に
わ
た
る
施
策
の
中
に
は

時
間
の
か
か
る
も
の
も
多
く
、

ま
た
、必
ず
し
も
平
準
化
を
目

的
と
せ
ず
に
取
り
組
ま
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
れ
ら
が
直
接
的
で
な

く
と
も
平
準
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
意
識

を
少
な
く
と
も
観
光
関
係
者
が
共
有
し
、

社
会
全
体
と
し
て
取
り
組
み
を
推
進
す

る
素
地
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
意
識
共
有
の
も
と
、
個
々

の
取
り
組
み
が
旅
行
者
・
観
光
客
側
、
観

光
地
側
の
双
方
に
お
い
て
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
図
３
に
示
す
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歯
車
が
少
し
ず
つ
か
み
合
い
始

め
、
や
が
て
歯
車
の
回
転
が
よ
り
円
滑
に

ス
ピ
ー
ド
を
増
し
て
、
社
会
全
体
の
な
か

で
「
平
準
化
」
が
加
速
し
て
ゆ
く
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

◆「
平
準
化
」の
先
に
あ
る
も
の

…
…

観
光
需
要
の「
平
準
化
」
は
何
を
も
た

ら
す
の
か
？

旅
行
・
観
光
産
業
の
最
終
目
標
は
「
収

益
の
拡
大
」で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は「
生

産
性
の
向
上
」
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ

は
「
付
加
価
値
の
増
大
」「
効
率
性
の
向

上
」、そ
し
て
「
平
準
化
」
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
平
準
化
」
は
、「
生

産
性
の
向
上
」、
そ
し
て
「
収
益
の
拡
大
」

に
つ
な
が
り
、
そ
の
利
益
の
一
部
還
元
に

よ
っ
て
、
観
光
地
は
「
快
適
な
空
間
を
提

供
す
る
こ
と
」
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
旅

行
者
・
観
光
客
は
「
快
適
な
旅
」、
さ
ら

に
は
「
豊
か
な
旅
」
を
享
受
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
図
４
に
示
す
よ
う
な
“
プ

ラ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
”
が
形
成
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

旅
行
者
・
観
光
客
に
と
っ
て
の
最
終
目

標
で
あ
る
「
快
適
な
旅
」、
そ
し
て
物
質

的
に
充
実
し
た
旅
か
ら
心
理
的
に
充
足
し

た
旅
へ
と
転
換
し
た
「
豊
か
な
旅
」
の
実

現
の
た
め
に
は
、観
光
需
要
の
「
平
準
化
」

が
必
須
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
今
後
と
も

訴
え
て
い
き
た
い
。

（
う
め
か
わ　

と
も
や
／

ほ
り
き　

み
つ
ぐ
）

図２  「平準化」に向けた取り組み施策

なじみの
観光地を持つ

休みに前向きな
意識を持つ

「周囲に合わせて
休む・旅行する」

意識の転換

◦有給休暇の取得促進
◦有給休暇の連続取得
◦学校休業日の分散 など

バランスの取れた
観光地づくり

《観光地側》《旅行者・観光客側》

マーケティングの
必要性

意
識
改
革意

識
改
革

構
造
改
革

構
造
改
革

滞在型への展開

滞在型への展開

インバウンド客を
うまく生かす

オフ期の誘客戦略

図３ 平準化へ向けた社会全体としての環境づくり

旅行者側の

意識改革

旅行者側の

構造改革

観光地側の

意識改革

観光地側の

構造改革

《平準化》

滞在化

分散化 リピーター化

図４  「平準化」がもたらす “プラスのスパイラル”

平準化

生産性の向上 効率性の向上

＜旅行者・観光客＞

＜旅行・観光産業＞

＜観光地＞

利益の還元

利益の還元

＜旅行者・観光客＞

付加価値の増大

収益の拡大

快適空間の
提供

快適な旅
豊かな旅

（
注
１
）key perform

ance indicator

の
略
。
目
標

達
成
の
た
め
に
具
体
的
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
る
い
く
つ

か
の
指
標
（
業
績
評
価
指
標
：perform

ance 
indicators

）の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
指
す
。
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49 観光研究最前線◉実践的な「観光地経営」の取り組み——＂伊勢志摩サミット＂を目前にした三重県鳥羽市を例にして

鳥
羽
市
は
近
隣
に
伊
勢
神
宮
と
い
う

特
Ａ
級
（
注
１
）
の
観
光
資
源
を
持
ち
、
豊

か
な
自
然
美
あ
ふ
れ
る
伊
勢
志
摩
国
立
公

園
や
、
ミ
キ
モ
ト
真
珠
島
や
鳥
羽
水
族
館
、

海
の
博
物
館
な
ど
観
光
施
設
に
も
恵
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
伊
勢
エ
ビ
や
ア
ワ
ビ
を

は
じ
め
と
す
る
海
の
幸
な
ど
食
の
楽
し
み

も
豊
富
に
あ
る
。さ
ら
に
名
古
屋
・
京
都
・

大
阪
と
い
う
大
都
市
圏
か
ら
直
通
列
車
で

実
践
的
な「
観
光
地
経
営
」の
取
り
組
み

―
―“
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
”を
目
前
に
し
た
三
重
県
鳥
羽
市
を
例
に
し
て

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
研
究
員

理
事
・
観
光
政
策
研
究
部
長

梅
川 

智
也

西
川
　 

亮

観光研究最前線

２
時
間
程
度
の
距
離
に
あ
り
、
ま
さ
に
資

源
的
に
も
立
地
的
に
も
恵
ま
れ
た
観
光
地

で
あ
る
と
言
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

近
年
は
観
光
客
数
の
減
少
傾
向
が
続
き
、

観
光
の
現
状
は
必
ず
し
も
芳
し
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
。

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）、伊
勢
神
宮

で
１
３
０
０
年
以
上
続
く
20
年
に
１
度
の

「
式
年
遷
宮
」が
執
り
行
わ
れ
、観
光
客
数

は
久
し
ぶ
り
に
増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
先

般
、
第
42
回
先
進
国
首
脳
会
議（
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
）の
開
催
が
２
０
１
６
年（
平

成
28
年
）
５
月
に
決
定
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
国
際
的
な
イ
ベ

ン
ト
を
目
前
に
し
た
鳥
羽
市
が
、
観
光
を

漁
業
に
次
ぐ
基
幹
産
業
と
位
置
づ
け
、「
観

光
基
本
計
画
」「
漁
業
と
観
光
の
連
携
促

進
計
画
」
を
策
定
し
つ
つ
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
鳥
羽
市
の
観
光
地
経
営

の
地
道
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

鳥
羽
市
の
地
勢
と

歴
史
文
化

鳥
羽
市
は
、
三
重
県
東
端
部
の
志
摩

半
島
北
部
に
位
置
し
、伊
勢
湾
と
太
平
洋・

熊
野
灘
に
面
し
て
お
り
、
市
域
は
神
島
・

答
志
島
・
菅
島
・
坂
手
島
の
４
つ
の
有
人

離
島
と
半
島
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

平
地
は
海
岸
線
沿
い
に
の
み
分
布
し
て
お

り
、
市
域
の
多
く
は
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んな
山
地
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
海
岸
線
は
山
地
が
海

岸
部
ま
で
迫
っ
て
お
り
、
風
光
明め

い

媚び

な
リ

ア
ス
式
海
岸
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
的
文
化
的
に
伊
勢
神
宮
と
の
つ
な

が
り
が
強
く
、
古
く
か
ら
鳥
羽
で
取
れ
た

水
産
物
を
伊
勢
神
宮
に
神し

ん
せ
ん饌

と
し
て
奉
納

す
る
関
係
が
続
い
て
い
る
。

鳥
羽
観
光
発
展
の
経
緯

鳥
羽
観
光
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

１
９
０
０
年
代
か
ら
徐
々
に
旅
館
が
増
え

始
め
、
１
９
３
７
年
（
昭
和
12
年
）
に
鳥

羽
保
勝
会
が
鳥
羽
観
光
協
会
へ
と
名
称
を

変
更
し
て
誘
客
宣
伝
事
業
を
実
施
す
る
よ

う
に
な
る
な
ど
戦
前
か
ら
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。

戦
後
は
、１
９
４
６
年（
昭
和
21
年
）に

鳥
羽
市
全
域
が
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
指

定
を
受
け
る
。
１
９
５
１
年（
昭
和
26
年
）

に
ミ
キ
モ
ト
真
珠
島
が「
自
然
と
科
学
の

新
行
楽
地
・
御
木
本
真
珠
ヶ
島
」
と
し
て

開
島
し
、
真
珠
養
殖
の
過
程
や
海
女
作

業
な
ど
を
公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）に
は
鳥
羽
水

族
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
鳥
羽
湾
巡
り
～
真

珠
島
～
水
族
館
と
い
う
観
光
ル
ー
ト
が
定

着
し
て
い
っ
た
。

三重県
鳥羽市
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し
か
し
な
が
ら
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後

は
こ
う
し
た
大
型
観
光
施
設
の
入
込
客

数
が
大
幅
に
落
ち
込
み
、鳥
羽
市
全
体
の

観
光
客
数
に
つ
い
て
も
１
９
９
４
年
（
平

成
６
年
）に
６
６
０
万
人
を
記
録
し
て
以

来
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た（
図
１
）。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、民
間
事
業
者
に

よ
る
取
り
組
み
（
注
３
）
に
加
え
、
行
政
は

観
光
課
を
創
設
し
、観
光
基
本
計
画
に
基

づ
い
た
観
光
振
興
に
着
手
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。観

光
基
本
計
画
に

基
づ
い
た

観
光
政
策
の
実
現

1『
第
１
次
観
光
基
本
計
画
』の
策
定

と
実
践

鳥
羽
市
で
は
市
制
施
行
後
初
と
な
る

『
鳥
羽
市
観
光
基
本
計
画
』（
計
画
期
間
：

２
０
０
８
～
２
０
１
５
年
度
）
を
策
定
し

た
。
鳥
羽
観
光
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

民
間
事
業
者
の
努
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
き
た
部
分
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
取
り

組
み
は
行
政
が
鳥
羽
市
に
お
け
る
観
光
の

重
要
性
を
認
識
し
、
積
極
的
に
関
与
す
る

姿
勢
を
示
す
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

観
光
有
料
道
路
で
あ
る
パ
ー
ル
ロ
ー
ド

（
２
０
０
６
年
に
無
料
化
）
と
鳥
羽
展
望

台
が
完
成
し
、自
動
車
時
代
に
対
応
し
て

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
自
然
美
が
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光
施
設
と
し
て
は
、

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）に
鳥
羽
駅
近

く
に
海
の
博
物
館
（
注
２
）
が
開
館
し
た

（
１
９
９
２
年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
）。

１
９
７
０
年
代
後
半
か

ら
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

新
築
や
増
改
築
が
活
発
化

す
る
と
と
も
に
、
民
宿
が

大
き
く
増
加
し
た
。
民
宿

の
増
加
は
鳥
羽
地
区
だ
け

で
な
く
、
南
鳥
羽
の
漁
村

集
落
や
離
島
で
も
進
め
ら

れ
た
。

鳥
羽
を
代
表
す
る
観
光

施
設
で
あ
る
鳥
羽
水
族
館

は
、
１
９
９
０
年
（
平
成

２
年
）
に
現
在
の
位
置
に

新
水
族
館
と
し
て
移
転
し
、

わ
ず
か
３
カ
月
で
入
場
者

１
０
０
万
人
を
突
破
す
る

な
ど
、
鳥
羽
観
光
を
牽
引

す
る
重
要
な
施
設
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

観
光
地
と
し
て
の
発
展
が
急
速
に
加
速

し
た
の
は
１
９
７
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
。特
に
交
通
ア
ク
セ
ス
の
面
で
、近

鉄
が
大
阪
万
博
の
開
催
を
前
に
、
全
国
か

ら
訪
れ
る
観
光
客
を
伊
勢
志
摩
へ
誘
致
す

る
た
め
、
鳥
羽
方
面
へ
の
鉄
道
整
備
に
力

を
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

さ
ら
に
１
９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
に
は

鳥羽市中心部と鳥羽湾の風景（写真提供：鳥羽市）

図１ 鳥羽市の観光客数と宿泊者数の変遷
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3『
第
２
次
観
光
基
本
計
画
』の
策
定

―
―「
鳥
羽
う
み
文
化
」の
継
承
と

創
造
を
目
指
し
て

『
第
１
次
観
光
基
本
計
画
』
に
よ
っ
て
、

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
観
光
ガ
イ
ド

の
拡
充
、
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
の
着
地
型
ツ

ア
ー
の
拡
充
な
ど
一
定
の
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
２
０
１
３
年

（
平
成
25
年
）
に
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
を

終
え
、
今
後
、
鳥
羽
市
に
と
っ
て
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
中
、
一
方
で

は
全
国
的
な
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
増

大
や
「
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
」
の
開
催
が
決

定
す
る
な
ど
観
光
を
巡
る
状
況
の
変
化
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、鳥
羽
市
で
は
２
０
１
４
年（
平

成
26
年
）に
観
光
基
本
計
画
の
見
直
し
と

『
第
２
次
観
光
基
本
計
画
』（
計
画
期
間
：

２
０
１
６
～
２
０
２
５
年
度
）
の
策
定
を
、

立
教
大
学
、（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
と

の
連
携
・
協
働
に
よ
っ
て
実
施
し
た
。
本

計
画
で
は
、
産
業
振
興
や
課
題
解
決
の
た

め
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
目
指
し
た
い
観

光
地
の
姿
を
共
有
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
計
画
が
検
討
さ
れ
た
。
将
来
目
指

し
た
い
観
光
地
の
姿
を
定
め
る
た
め
に
は
、

図２ 近年の取り組み－観光基本計画の目標年次

第1次鳥羽市観光基本計画
（2008～2015年度）

第2次鳥羽市観光基本計画
（2016～2025年度）

前期アクショ
ンプログラム

（2009～
2010年度）

前期アクション
プログラム

（2016～2018年度）

中期アクション
プログラム

（2019～2021年度）

後期アクション
プログラム

（2022～2025年度）

後期アクションプログラム
（2011～2015年度）

2005
2006 2011 2016 2021 20262007 2012 2017 20222008 2013 2018 20232009 2014 2019 2024

2010 2015 2020 2025

入湯税導入（2007）
観光課設置（2009）

出典：第2次鳥羽市観光基本計画をもとに（公財）日本交通公社作成

本
計
画
で
は
、「
国
際
観
光
時
代
を
リ

ー
ド
す
る
“
海
洋
文
化
都
市
”
の
形
成
」 

「
皆
が
幸
せ
を
感
じ
る
、
や
さ
し
い
鳥
羽
」

「
自
立
自
走
で
き
る
地
域
経
営
の
核
と
な

る
観
光
産
業
の
持
続
的
発
展
」
が
目
標
と

さ
れ
、
計
画
の
実
現
を
忠
実
に
担
保
す
べ

く
『
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
』（
前
期
２

カ
年
・
後
期
５
カ
年
）
が
策
定
さ
れ
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
観
光
振
興
が
行
わ
れ
て

き
た（
図
２
）。

2
入
湯
税
の
導
入

鳥
羽
市
観
光
基
本
計
画
策
定
の
前
年

で
あ
る
２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）
に
鳥

羽
市
は
入
湯
税
を
導
入
し
た
。
同
年
策

定
し
た
「
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
条
例
」

に
基
づ
い
て
入
湯
税
の
７
割
を
鳥
羽
市
観

光
振
興
基
金
に
繰
り
入
れ
、
３
割
を
鉱
泉

源
保
護
の
た
め
に
鳥
羽
市
温
泉
振
興
会

に
還
元
し
て
い
る
（
図
３
）。

こ
の
鳥
羽
市
観
光
振
興
基
金
の
使
途
は
、

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
事
業
」
に
限
定
し
て
活
用
さ
れ
て
お

り
、
目
的
税
で
あ
る
入
湯
税
が
観
光
振
興

の
貴
重
な
財
源
と
し
て
計
画
的
に
用
い
ら

れ
て
い
る
全
国
で
も
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
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地
域
の
核
と
な
る
「
個
性
」
を
明
確
に
し
、

そ
れ
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
市
民
を
中
心
と
し
た
３
つ

の
策
定
部
会
が
設
置
さ
れ
、「
鳥
羽
ら
し

さ
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
繰
り
返
し
議
論

と
検
討
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
鳥
羽
ら
し
さ
と
は
「
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
島
々
を
擁
し
た
り
、
内
海
と

外
洋
が
交
じ
り
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
創

出
さ
れ
る
独
特
で
特
徴
あ
る
“
海
そ
の
も

の
”
と
、
そ
の
海
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
歴

史
や
生
活
文
化
、
漁
業
文
化
な
ど
の
総

体
」、
す
な
わ
ち
「
鳥
羽
う
み
文
化
」
で

あ
る
こ
と
が
共
有
さ
れ
、
そ
れ
を
継
承
・

創
造
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
鳥
羽
観
光
の

目
標
で
あ
る
と
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

８
つ
の
基
本
戦
略
の
も
と
で
30
の
主
要
施

策
が
定
め
ら
れ
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が「
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
６
つ
位
置
づ
け
ら
れ
た（
図
４
）。

4『
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
』に
よ
る

観
光
基
本
計
画
の
着
実
な
遂
行

鳥
羽
市
で
は
、
計
画
初
年
度
か
ら
ス
ム

ー
ズ
な
事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
第
２
次

観
光
基
本
計
画
に
つ
い
て
も『
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
策
定
す
る
予
定
で
、
今

年
度（
２
０
１
５
年
度
）、事
業
検
討
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
会
議
、
お
よ
び
事
業
検
討
市
民

会
議
に
よ
る
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、前
述
し

た
６
つ
の「
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
現

す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
が
リ
ス
ト
化
さ

れ
る
が
、前
期（
３
カ
年
）・中
期（
３
カ
年
）・

後
期（
４
カ
年
）の
３
度
に
わ
た
っ
て
策
定

さ
れ
る
こ
と
で
、各
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

図３ 鳥羽市の入湯税基金化の仕組み

観光客
（宿泊・日帰り）

鉱泉源保護費

事業を通じた
観光客への還元

観光基本計画に
記載されている事業

毎年入湯税の
7割を積み立て

毎年入湯税の3割を補助

温泉宿泊施設

鳥羽市
温泉振興会

観光振興
（5割／7割）

環境整備
（1割／7割）

消防施設
（1割／7割）

鳥羽市観光振興基金

鳥羽市
支払い 納税

出典：鳥羽市提供資料をもとに（公財）日本交通公社作成

図４ 『第2次鳥羽市観光基本計画』の計画体系

出典：第2次鳥羽市観光基本計画をもとに（公財）日本交通公社作成

戦略1
鳥羽うみの豊かな食を提供する

戦略7
観光基盤の充実・強化

戦略8
観光推進体制の構築

1 鳥羽市全体における鳥羽うみ文化ネットワーク構想
2 漁業と観光の連携

3 芸術を活かした観光振興
4 インバウンド受入推進

1 中心市街地の賑わい・魅力創出　　
2 新たな島旅の推進

テーマ別戦略プロジェクト

エリア別戦略プロジェクト

戦略2
鳥羽うみの文化を伝える

戦略3
鳥羽での滞在をより魅力的なものにする

戦略4
美しい景観を提供する

戦略5
外国人観光客に魅力を伝える

戦略6
鳥羽を発信する

目標像 基本戦略 主要施策

基本戦略 主要施策

国
際
的
な
滞
在
拠
点
を
目
指
し
た

「
鳥
羽
う
み
文
化
」
の
継
承
と
創
造

観
光
基
盤
整
備

・食に付加価値を付ける
・漁業や海女のなりわいを継承する

・鳥羽市内での情報提供を強化する
・外部に対する適切な情報発信を行う

・うみの文化を伝える
・歴史・文化・伝統を継承・活用する
・芸術・文化を活用する
・自然史を活用する

・中心市街地の景観を向上させる
・集落や離島の風景を活用する
・美しい景観を観光活用する
・自然環境を保護する

・バリアフリー・ユニバーサルデザインの推進
・観光地としての防災対策の強化
・周辺地域との連携による観光ルートの構築
・鳥羽までの交通および域内交通の改善

・外国人観光客に魅力的なコンテンツを創り出す
・外国人観光客の受入態勢・環境を整備する
・外国人観光客が訪れやすい環境を作る

・より魅力ある観光施設を目指す
・より魅力ある宿泊施設を目指す
・温泉地としての魅力も高める
・観光資源を創造的に活用する
・鳥羽らしい土産品・特産品を開発する

・観光推進体制の強化と構築
・計画の見直しと評価
・観光統計の充実
・観光財源の確保と有効な活用
・観光産業活性化と人材育成
・市民の参画を促す
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　鳥羽観光の発展は、民間事業者によるさまざまな努
力に支えられてきた。それに加えて、近接する伊勢神宮
の存在も忘れてはならない。2014年（平成26年）に鳥
羽市が実施した観光動向調査によると、鳥羽市を訪れ
る観光客の約５割が伊勢神宮を訪問しており、伊勢市
の調査でも伊勢市を訪問する来訪者の宿泊地として鳥
羽市が選ばれている。おいしい海の幸と多種多様な宿
泊施設が“伊勢神宮への訪問と鳥羽市での宿泊”とい
う観光行動を促しているのである。
　鳥羽市の観光入込との関係を見ると、1973年（昭和
48年）の式年遷宮時は、その翌年に鳥羽市への観光
客数が初めて500万人を突破したが、その後は減少の

一途をたどり、再び500万人を超えるのは1984年（昭和
59年）のラッコブームの時であった。次の1993年（平成
5年）の式年遷宮については、その翌年を境に鳥羽市の
観光客数は減少を続け、2012年（平成24年）までその
傾向が続いた（50ページ 図1）。
　一昨年2013年（平成25年）の第62回式年遷宮は記
憶に新しいが、この年、鳥羽市の観光客数が対前年比
16.1％増の478万人を記録し、宿泊客数についても対前
年比17.0％増で201万人を達成したが、宿泊客数が200
万人を突破するのは2008年（平成20年）以来5年ぶり
のことであった。

伊勢神宮とのつながり

＜伊勢神宮参拝客・約150年間の推移＞
　伊勢神宮の参拝客数の推移が下図のように明治から記録に残っていることは驚くべきことである（出典は伊勢市
観光統計）。第二次大戦前後の推移や式年遷宮の開催される20年に１回の急増、内

ない
宮
ぐう
と外

げ
宮
ぐう
の参拝客数逆転など

が明確に表されている（注４）。

伊勢神宮参拝客数の推移（明治、大正、昭和、平成）

第
62
回
遷
宮

宇
治
橋
渡
始
式

第
二
次
お
木
曳
行
事

第
48
回
全
国
自
然
公
園
大
会

第
一
次
お
木
曳
行
事

愛
知
万
博
開
催

中
部
国
際
空
港
開
港

熊
野
古
道
世
界
遺
産
登
録

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
開
業

み
え
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
開
催

外
宮
神
楽
殿
竣
工

み
え
歴
史
街
道
フ
ェ
ス
タ
開
催

内
宮
御
鎮
座
二
千
年

世
界
祝
祭
博
覧
会

志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
開
業

第
61
回
遷
宮

お
か
げ
横
町
営
業
開
始

鳥
羽
水
族
館
新
館
開
業

宇
治
橋
渡
始
式

外
宮
御
鎮
座
千
五
百
年

パ
ー
ル
ロ
ー
ド
開
通

三
重
国
体
開
催

第
60
回
遷
宮

南
勢
バ
イ
パ
ス
開
通

大
阪
万
博
開
催

宇
治
橋
渡
始
式

伊
勢
道
路
開
通

伊
勢
志
摩
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通

伊
勢
湾
台
風

伊
勢
市
と
改
名

第
59
回
遷
宮

宇
治
橋
渡
始
式

御
木
本
道
路
開
通

終
戦

伊
勢
電
大
神
宮
前
廃
線

第
二
次
世
界
大
戦

伊
勢
電
（
大
神
宮
前
～
桑
名
）

参
宮
急
行
電
鉄
（
上
本
町
～
宇
治
山
田
）

第
58
回
遷
宮

　
　
　
宇
治
橋
渡
始
式

関
東
大
震
災

路
面
電
車
内
宮
ま
で
開
通

第
一
次
世
界
大
戦

度
会
橋
架
橋

御
幸
道
路
開
通

第
57
回
遷
宮

　
　
　
宇
治
橋
渡
始
式

路
面
電
車
（
古
市
口
～
宇
治
）
開
通

路
面
電
車
（
本
町
～
山
田
駅
前
）
開
通

路
面
電
車
開
業
（
本
町
～
二
見
）

参
宮
鉄
道
開
通
（
国
鉄
）

Ｈ
25

Ｈ
21

Ｈ
19

Ｈ
18

Ｈ
18

Ｈ
17

Ｈ
17

Ｈ
16

Ｈ
13

Ｈ
12

Ｈ
12

Ｈ
10

Ｈ
8

Ｈ
6

Ｈ
6

Ｈ
5

Ｈ
5

Ｈ
2

Ｈ
1

Ｓ
52

Ｓ
51

Ｓ
50

Ｓ
48

Ｓ
48

Ｓ
45

Ｓ
44

Ｓ
40

Ｓ
39

Ｓ
34

Ｓ
30

Ｓ
28

Ｓ
24

Ｓ
20

Ｓ
20

Ｓ
17

Ｓ
14

Ｓ
10

Ｓ
6

Ｓ
4

Ｔ
12

Ｔ
3

Ｔ
3

Ｍ
44

Ｍ
43

Ｍ
42

Ｍ
39

Ｍ
38

Ｍ
36

Ｍ
30

出 

来 

事

16,000,000

14,000,000

12,000,000

10,000,000

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

0
２
５
年

２
２
年

１
９
年

１
６
年

１
３
年

１
０
年

７
年

４
年

平
成
元
年

６
１
年

５
８
年

５
５
年

５
２
年

４
９
年

４
６
年

４
３
年

４
０
年

３
７
年

３
４
年

３
１
年

２
８
年

２
５
年

２
２
年

１
９
年

１
６
年

１
３
年

１
０
年

７
年

４
年

昭
和
元
年

１
２
年

９
年

６
年

大
正
３
年

４
４
年

４
１
年

３
８
年

３
５
年

３
２
年

明
治
２
９
年

第57回遷宮 第58回遷宮 第59回遷宮 第60回遷宮 第61回遷宮 第62回遷宮

14,204千人（平成25年）

8,031千人（平成24年）

8,387千人（平成5年）8,590千人（昭和48年）

6,629千人（平成4年）6,203千人（昭和47年）

内宮　　　　　外宮　　　　　計

（出典：伊勢市観光統計）
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54観光文化227号 October 2015

10
年
後
と
い
う
長
期
的
な
目
標
を
定
め
つ

つ
、
各
段
階
に
お
け
る
取
り
組
み
の
評
価

と
市
場
動
向
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
目
標
や
事
業
を
修
正
で
き
る
枠
組
み

が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。

全
国
的
に
も
珍
し
い

『
漁
業
と
観
光
の
連
携
促

進
計
画
』の
策
定
と
実
践

1
策
定
の
背
景

『
第
２
次
鳥
羽
市
観
光
基
本
計
画
』の

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら

れ
た「
漁
業
と
観
光
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
第
一
歩
と
し
て
、２
０
１
４
年
度（
平
成

26
年
度
）
に
『
鳥
羽
市
・
漁
業
と
観
光
の

連
携
促
進
計
画
』（
以
下
、漁
観
連
携
計
画
）

が
策
定
さ
れ
た（
図
５
）。

農
業
と
比
較
し
て
漁
業
と
観
光
と
の
連

携
は
全
国
的
に
見
て
も
多
く
な
い
。
漁
師

が
民
宿
を
始
め
る
と
い
う
個
の
レ
ベ
ル
で

は
な
く
、
産
業
と
し
て
の
連
携
、
組
織
と

し
て
の
連
携
を
模
索
し
よ
う
と
い
う
の
が

鳥
羽
市
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
リ
ー

ダ
ー
が
一
般
社
団
法
人
鳥
羽
市
観
光
協
会

の
吉
川
勝
也
会
長
で
あ
る
。
同
市
浦
村
地

区
の
牡か

蠣き

小
屋
で
の
牡
蠣
食
べ
放
題
の
成

功
体
験
な
ど
を
通
じ
て
“
鳥
羽
観
光
再
生

の
鍵
は
鳥
羽
漁
業
の
再
生
に
あ
る
”
と
の

強
い
信
念
か
ら
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
た
。

こ
の
漁
観
連
携
計
画
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

ん
だ
背
景
に
は
、鳥
羽
磯
部
漁
業
協
同
組

合
と
鳥
羽
市
観
光
協
会
だ
け
で
な
く
、
そ

の
関
係
性
を
担
保
す
る
鳥
羽
市
役
所
の
三

者
の
合
意
・
連
携
が
整
っ
た
こ
と
が
大
き

い
。
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
11
月
に

は
漁
協
組
合
長
、
観
光
協
会
長
、
市
長
の

三
者
対
談
が
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
と
し
て
実

現
し
、
そ
の
内
容
は
鳥
羽
市
の
広
報
誌
に

掲
載
さ
れ
、
全
戸
に
配
布
さ
れ
た
。

2
策
定
の
プ
ロ
セ
ス

漁
観
連
携
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
、

ま
ず
は
漁
業
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

市
内
13
カ
所
の
漁
村
集
落
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た（
56
ペ
ー
ジ 

図

７
）。
漁
村
ご
と
に
漁
法
や
魚
種
が
異
な

り
、
微
妙
に
言
葉
や
風
習
も
異
な
る
が
、

総
じ
て
漁
協
支
所
、
漁
師
と
も
に
観
光
に

対
す
る
理
解
は
高
く
な
く
、
む
し
ろ
観
光

に
対
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、

鳥
羽
漁
業
の
特
徴
は
、
い
ま
だ
に
一
本
釣

り
に
こ
だ
わ
る
漁
師
が
多
数
い
る
こ
と
、

連携
・両者が議論を重ねて、互いを理解する
・連携に関して共通認識を持つ
・市内外に周知し、｢鳥羽｣のブランド化を図る

図５ 『漁業と観光の連携促進計画』の枠組み

漁業 観光

出典：鳥羽市・漁業と観光の連携促進計画

現状
・漁獲量（資源）の減少
・魚価の低迷
・漁業経費の高騰（特に燃料）
・高齢化

現状
・観光客の減少
・施設の老朽化
・旅館の廃業・減少

課題
・収入の減少　　・後継者不足
・漁業の縮小　　・伝統的漁法の衰退

課題
・収入の減少（後継者不足）
・施設が観光客に対応できていない
・鳥羽の漁業を観光に生かしていない

消費者のニーズ→

データ
ヒアリング

《計画期間：10年間
　　　　　平成27～36年度》

《平成26年度》

行政の支援

改善（フィードバック）評価・考察

・今後の漁観連携の方針を定める

・計画推進　　　・仕組みや支援制度の検討と運用
・各地区の取り組み実施と支援　・国や県の補助事業導入等

目標（Goal）

漁業

漁観連携事業

観光

行政

『漁観連携計画』の策定

実行

漁業 観光

Do

Plan

ActionCheck

データ
ヒアリング
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55 観光研究最前線◉実践的な「観光地経営」の取り組み——＂伊勢志摩サミット＂を目前にした三重県鳥羽市を例にして

本
土
側
よ
り
も
離
島
側
の
漁
業
が
盛
ん
で

あ
る
こ
と
、
海
女
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て

い
る
こ
と
、
ア
ワ
ビ
や
伊
勢
エ
ビ
、
鯛た

い

な

ど
高
級
魚
が
多
く
多
品
種
少
量
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
ず
は
漁
業
、
漁
協
、
漁
師
の
実
態
を

把
握
し
、
そ
の
再
生
の
た
め
に
観
光
が
ど

う
役
立
つ
か
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
漁
業
者
、

宿
泊
業
者
、
そ
し
て
行
政
の
三
者
が
一
堂

に
会
す
る
場
の
設
定
が
何
に
も
増
し
て
重

要
で
あ
り
、
本
音
で
語
り
合
う
こ
と
か
ら

具
体
的
な
事
業
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

3
漁
観
連
携
計
画
の
概
要

漁
観
連
携
計
画
は
、御み

食け
つ
く
に国
・
鳥
羽
の

実
現
の
た
め
に
５
つ
の
基
本
戦
略
が
設
定

さ
れ
た（
図
６
）。
そ
し
て
戦
略
ご
と
に
６

つ
の
施
策
が
整
理
さ
れ
、
30
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
構
築
さ
れ
た
。
そ
し
て
前
期
３
カ

年
で
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
以
下
の
５
つ
が
選
定
さ
れ
た
。

①
情
報
発
信
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
鳥

羽
の
魚
介
類
の
情
報
を
き
ち
ん
と
観

光
客
に
伝
え
る
！

②
さ
ら
な
る
地
産
地
消
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
～
鳥
羽
の
魚
介
類
を
鳥
羽
で
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
！

③
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

鳥
羽
の
魚
介
類
の
価
値
を
高
め
る
！

④
海
女
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
鳥
羽
ら
し

い
特
徴
あ
る「
食
」の
場
を
つ
く
る
！

⑤
一
次
加
工
場
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

鳥
羽
の
魚
介
類
を
鳥
羽
の
旅
館
で
安

定
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
！

4
漁
観
連
携
計
画
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み

計
画
に
基
づ
く
各
種
事
業
の
実
現
の
た

め
、初
年
度（
２
０
１
５
年
度
）は
、ふ
る

さ
と
財
団（
総
務
省
管
轄
）の「
地
域
再
生

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」の
活
用
を
図
る
こ
と

と
し
、
ま
ず
は
、
複
雑
な
水
産
物
の
流
通

経
路
の
把
握
か
ら
始
め
、
市
内
観
光
業

界
の
地
元
調
達
率
調
査
―
地
元
で
水
揚

げ
さ
れ
た
水
産
物
を
市
内
の
宿
泊
施
設
な

ど
（
や
飲
食
店
な
ど
）
が
ど
の
程
度
使
っ

て
い
る
か
―
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
伊
勢
志
摩
地
域
と
し
て「
海
女

文
化
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
」

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、

今
回
の
漁
観
連
携
計
画
に
位
置
づ
け
ら

れ
た「
海
女
基
金
」が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
宿
泊
施
設
が

宿
泊
料
の
１
％
を
海
女
文
化
の
保
存
・
活

用
に
生
か
す
た
め
の
基
金
で
あ
る
。
ま
た
、

人
材
不
足
に
悩
む
海
女
の
新
規
参
入
を
図

る
た
め
、
海
女
の
公
募
に
取
り
組
み
、
全

国
か
ら
２
人
の
新
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

長
期
的
な
事
業
と
し
て
は
、海
女
の
現

金
収
入
の
も
と
と
な
る
ア
ワ
ビ
増
殖
の
た

め
の
養
殖
技
術
の
向
上
や
比
較
的
規
模
の

大
き
く
、料
理
人
の
人
手
不
足
に
悩
む
宿

泊
施
設
で
要
望
の
あ
る
一
次
加
工
処
理
施

設
の
整
備
の
可
能
性
な
ど
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

出典：鳥羽市・漁業と観光の連携促進計画

①鳥羽で獲れた旬の“海の幸”のさらなる消費拡大を図ります
②鳥羽の“海の恵み”をアピールし、ブランド力を高めます
③鳥羽の海が育てた「鳥羽うみ文化*」を大切に継承し、
　未来に向けて発展させます

「漁観連携」の戦略 ～鳥羽の「漁業」と「観光」を結ぶ5つの視点～

１．鳥羽の“海の恵み”を伝える� ＜情報発信＞

２．鳥羽の“海の幸”を食べる� ＜地産地消＞

３．鳥羽の“海”を体験する� ＜鳥羽うみ体験＞

４．｢鳥羽うみ｣の“文化”と“恵み”を生かし、育てる
＜鳥羽うみ育成＞

５．鳥羽の漁業が再び元気になる� ＜漁業活性＞

図６ 『鳥羽市・漁業と観光の連携促進計画』の計画体系

＊「鳥羽うみ文化」：第2次鳥羽市観光基本計画のキーワード。特徴ある鳥羽の海そのものと、
　その海を通じて生まれた歴史や生活文化、漁業文化などの総体のこと
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芸
術
な
ど
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
、
駅
前
地
区
の
景
観
整
備
と
再
開
発

な
ど
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
実
践
的
な
観
光
地
経
営
が
期
待

さ
れ
る
。

（
に
し
か
わ　

り
ょ
う
／

う
め
か
わ　

と
も
や
）

図７ 鳥羽市に点在する漁村集落（漁協支所）

鳥
羽
観
光
の
今
後
の
展
開

―
―
期
待
さ
れ
る
実
践
的

な
観
光
地
経
営

1
６
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

観
光
財
源

３
カ
年
の
前
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
６
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
位
置
づ

け
ら
れ
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
市
民
レ

ベ
ル
の
参
画
を
仰
ぎ
な
が
ら
実
現
に
向
け

て
動
こ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
財
源
的
な
裏
付
け
と
な
る
入
湯
税

は
７
割
が
基
金
化
さ
れ
、い
わ
ば
観
光
分

野
の
独
自
財
源
と
し
て
有
効
活
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。使
途
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
が
、活
用
の
実
態
に
つ
い
て
は
よ

り
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
も
明
確
化
と

情
報
発
信
が
不
可
欠
で
あ
る
。

2
推
進
組
織
・
体
制
と
計
画
監
理
の

仕
組
み

鳥
羽
市
の
観
光
振
興
の
体
制
は
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
観
光
業
界
だ
け
で
進
め
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
漁
協
や
農
協
を
は

じ
め
と
す
る
多
様
な
主
体
に
よ
っ
て
推
進

さ
れ
る
も
の
と
考
え
方
を
大
き
く
シ
フ
ト

（
注
１
）『
観
光
資
源
の
今
日
的
評
価
に
関
す
る
研
究
』

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
、２
０
１
３
年
）

（
注
２
）
海
と
人
間
と
の
関
わ
り
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
約

６
万
点
の
実
物
資
料
を
保
存
・
展
示
し
て
い
る
。

（
注
３
）
温
泉
開
発
や
パ
ー
ル
婚
、
地
球
塾
な
ど
。

（
注
４
）
研
究
員
コ
ラ
ム
：
梅
川
智
也 

－ 

式
年
遷
宮
を
間

近
に
し
た
伊
勢
神
宮
～
20
年
に
一
度
の
再
生
。

（
注
５
）
各
事
業
を
計
画
（PLA

N

）→
実
施
（D

O

）→

評
価
（CH

ECK

）
→
改
善
（A

CT
IO
N

）
の

流
れ
で
実
行
し
、
次
の
計
画
や
事
業
の
改
善
に

活
か
す
考
え
方
。

（
注
６
）key perform

ance indicator

の
略
。
目
標

達
成
の
た
め
に
具
体
的
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
る
い
く
つ

か
の
指
標（
業
績
評
価
指
標
：perform

ance 
indicators

）の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
指
す
。

さ
せ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
市
民
の
観

光
へ
の
理
解
と
観
光
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

画
が
肝
要
で
あ
る
。
鳥
羽
市
に
お
け
る
こ

れ
か
ら
の
観
光
推
進
体
制
は
、
他
産
業
と

も
連
携
し
つ
つ
、
鳥
羽
う
み
文
化
の
継
承

と
創
造
を
通
じ
て
、
独
自
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
構
築
し
、
差
別
化
し
て
い
く
こ
と
が

要よ
う

諦て
い

と
な
る
。

ま
た
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画

監
理
、
つ
ま
り
評
価
と
見
直
し
を
ど
う
進

め
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム（
注
５
）を
導
入
し
、
第
三
者

を
含
め
た
評
価
委
員
会
を
創
設
し
て
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

3
２
０
１
６
年
度
（
平
成
28
年
度
）

以
降
の
展
開

計
画
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
適
切
な

Ｋ
Ｐ
Ｉ（
注
６
）の
設
定
が
必
要
で
あ
る
が
、

鳥
羽
市
に
お
け
る
最
重
要
業
績
評
価
指

標
は「
観
光
消
費
額
」
と
位
置
づ
け
て
い

る
。「
観
光
客
数
」よ
り
「
宿
泊
客
数
」、「
宿

泊
客
数
」
よ
り「
観
光
消
費
額
」
が
重
要

で
あ
り
、
さ
ら
に
「
地
域
内
循
環
」
が
大

切
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
の

基
準
と
な
る
数
値
（
観
光
の
経
済
波
及

効
果
調
査
）
を
算
出
し
て
い
く
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
創
生
と
と

も
に
、
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
５
月

に
開
催
さ
れ
る
「
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」
に
向

け
た
短
期
的
展
開
と
し

て
現
在
各
種
施
策
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
10
年
後
を

見
据
え
た
中
・
長
期
的

な
展
開
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
漁
業
主
体
の
鳥
羽

う
み
で
少
し
で
も
観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
利
用
を
促
進
し
て
い

く
こ
と
、
伝
統
芸
能
や

出典：鳥羽市・漁業と観光の連携促進計画

安楽島支所

浦村支所

石鏡支所
いじ か

すがしま

うらむら

せん が かた こ

さか て

とう し

かみしま
わ ぐ うら

ももとりちょう

お はま

あ ら しま

く ざき

おおさつ

国崎支所

相差支所

菅島支所

答志支所

神島支所和具浦支所
桃取町支所

小浜支所

畔蛸支所

千賀堅子支所

坂手支所

あ だこ

鳥羽支所
と   ば
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57 観光研究レビュー◉Euro-Asia Tourism Studies Association（EATSA）発足会議参加報告

大
学
名
の
略
称
が
駅
名
に
冠
さ
れ
て
い

る
Ｍ
Ｒ
Ｔ
「
輔
大
駅
」
の
目
の
前
に
は
キ

ャ
ン
パ
ス
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に

所
在
す
る
図
書
館
が
併
設
さ
れ
た
建
物

に
お
い
て
研
究
発
表
や
講
演
が
行
わ
れ
た

（
写
真
１
）。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
日
本
の
大

学
に
よ
く
似
た
風
景
が
続
き
、日
本
式「
幕

の
内
弁
当
」（
写
真
２
）
が
昼
食
と
し
て

提
供
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
学
会
に
近
い
雰

囲
気
を
味
わ
え
た
の
は
新
鮮
で
あ
っ
た
。

観光研究レビュー

２
０
１
５
年
６
月
７
～
11
日
に
か
け
て
、

台
湾
に
お
い
てEuro-A

sia Tourism
 

Studies A
ssociation

（
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ａ
）

の
発
足
会
議（Inaugural Conference

）

が
開
催
さ
れ
、
当
財
団
か
ら
は
筆
者
が
参

加
し
た
。

本
稿
で
は
、
会
議
へ
の
参
加
報
告
を
行

う
と
と
も
に
、関
連
す
る
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ

ム
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
い
。

Euro-A
sia Tourism

 
Studies A

ssociation
（
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ａ
）に
つ
い
て

Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ａ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア

地
域
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
領
域
を
専
門
と

す
る
研
究
者
ら
が
中
心
に
な
っ
て
設
立
さ

れ
た
学
会
で
あ
る
。
会
議
名
が
発
足
会
議

（Inaugural Conference

）と
名
付
け
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
２
０
１
５
年
か
ら
本

格
的
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

学
会
の
設
立
目
的
は
、「
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研

究
・
教
育
の
促
進
」
で
あ
り
、
特
に
国
際

比
較
や
、
研
究
成
果
お
よ
び
実
践
事
例
の

知
見
を
共
有
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
る
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
経
営
分
野
の
国
・
地
域
別
論
文
発
表

数
ラ
ン
キ
ン
グ
の
１
位
が
ア
メ
リ
カ
、４
位

が
カ
ナ
ダ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の

分
野
に
関
す
る
学
術
研
究
は
北
米
地
域

が
リ
ー
ド
し
て
い
る
（
注
１
）。
そ
う
し
た

中
で
、
北
米
地
域
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
ジ
ア
地
域
が
中
心
と
な
っ
て
活
動

す
る
本
学
会
は
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

会
議
の
様
子

本
学
会
の
記
念
す
べ
き
最
初
の
年
次

会
議
は
、
台
湾
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

会
議
の
前
半
３
日
間
は
台
北
、
後
半
２
日

間
は
花
蓮
と
開
催
地
域
が
分
か
れ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
筆
者
が
参
加
し

た
の
は
前
半
部
分
で
あ
っ
た
。

前
半
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
台
北
近
郊
に

所
在
す
る
輔ふ

仁じ
ん

大
学（Fu Jen Catholic 

University

）が
会
場
と
な
っ
て
い
た
。同

大
学
は
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
私
立
大
学
で
あ

り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ホ
テ
ル
・
組
織
経
営

学
科
（D

epartm
ent of Restaurant, 

H
otel and Institutional M

anage-
m

ent

）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

Euro-Asia Tourism Studies Association
（EATSA）

発足会議参加報告
公益財団法人日本交通公社 観光政策研究部 研究員　 外山  昌樹

写真1  会議の会場

写真2  昼食の日本式「幕の内弁当」
（具や味付けはやや台湾風）
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会
議
プ
ロ
グ
ラ
ム

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
つ
い
て

は
、
一
般
的
な
国
際
会
議
と
同
様
、
基
調

講
演
、
口
頭
研
究
発
表
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
な
お
、
今

回
の
会
議
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
。
筆
者
が
参
加
し
た
前
半

部
分
の
口
頭
発
表
数
は
、全
部
で
31
本（
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
数
は
９
）
で
あ
っ
た
。
１
つ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
は
90
分
で
あ
り
、

２
～
４
本
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

発
表
内
容
の
傾
向
と
し
て
は
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
旅
行
者
行
動
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
経
営
学
的
な
視
点

に
基
づ
く
研
究
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ

た
。
日
本
か
ら
の
発
表
数
は
、
前
半
部
分

で
は
全
部
で
８
本
で
あ
っ
た（
表
１
）。
筆

者
も
共
同
著
者
と
し
て
、
京
都
に
お
け
る

旅
行
者
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
と
満
足
、
ロ
イ

ヤ
ル
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
発
表
に
関
わ
っ
た
。

開
催
地
域
が
前
半
と
後
半
で
分
か
れ

て
い
た
せ
い
か
、
会
議
の
規
模
は
、
筆
者

が
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
他
学
会
の
年
次
会

議
に
比
べ
る
と
大
き
い
わ
け
で
は
な
か
っ

た
が
、
新
し
い
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生

ま
れ
て
い
く
勢
い
が
随
所
に
感
じ
ら
れ
た

３
日
間
で
あ
っ
た
。

知
の
オ
ー
プ
ン
化
が
進
む

今
回
の
会
議
に
参
加
し
て
気
づ
い
た
、

学
術
誌
に
ま
つ
わ
る
新
た
な
動
き
に
つ
い

て
報
告
し
た
い
。
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ａ
で
は
今
の

と
こ
ろ
独
自
の
学
術
誌
を
発
行
し
て
い

な
い
も
の
の
、
本
学
会
の
設
立
メ
ン
バ
ー

で
あ
り
、
今
回
の
会
議
に
も
参
加
し
て
い

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
のFrancisco D

ias

氏

（Polytechnic Institute of Leiria

）
が

「European Journal of Tourism
, 

H
ospitality and Recreation

」（
注
２
）、

ス
ペ
イ
ン
のA

lfonso Vargas-Sánchez

氏
が
「E

nlightening Tourism
. A

 
Pathm

aking Journal
」（
注
３
）
と
い
う

査
読
つ
き
学
術
誌
の
編
集
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
２
誌
の
特
徴
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

上
で
全
て
の
論
文
を
公
開
し
て
い
る
オ
ー

プ
ン
ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
言
わ
れ
る

形
態
を
と
っ
て
い
る
点
に
あ
る
（
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
脚
注
参
照
）。

海
外
に
お
け
る
一
般
的
な
学
術
誌
は
、

論
文
内
容
を
閲
覧
す
る
の
が
基
本
的
に

は
有
料
で
あ
る
。
近
年
は
購
読
料
も
上
昇

傾
向
に
あ
り
、
大
学
図
書
館
の
中
に
は
購

読
で
き
る
学
術
誌
の
数
を
減
ら
す
と
こ
ろ

も
出
て
い
る
。

他
方
、
誰
も
が
無
料
で
内
容
を
閲
覧

で
き
る
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
原
則
を
取

り
入
れ
た
学
術
誌
は
、
自
然
科
学
系
を

中
心
に
増
加
し
て
い
る
。
多
く
の
知
見
が

広
く
共
有
さ
れ
る
こ
と
は
、
新
た
な
理
論

構
築
の
進
展
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
領
域
に
お
い
て
も
、

今
後
は
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が

存
在
感
を
増
し
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
と
や
ま　

ま
さ
き
）

Chih-Sheng Kang（同志社大学）

廣岡 裕一（和歌山大学）

大島 知典（立命館大学）

宮城 博文（大阪商業大学）
外山 昌樹（公益財団法人日本交通公社）

Sang Jun Kim（近畿大学）

丸山 政行（プール学院大学）

近藤 祐二（一般財団法人 京都大学名誉
教授森下正明研究記念財団）

角谷 尚久（一般財団法人 京都大学名誉
教授森下正明研究記念財団）

DEVELOPING OF SERVICE INNOVATION IN TAIWAN 
CONVENTION AND EXHIBITION INDUSTRY

WHO DO TRAVEL AGENTS TRULY REPRESENT IN JAPAN?

INTEGRATED TOURISM DEVELOPMENT ORGANIZATION 
AT KUMANO HONGU IN JAPAN

AN EMPIRICAL ASSESSMENT THROUGH PROCESS QUALITY AND 
IMAGE IN TOURIST DESTINATION: AN APPLICATION TO KYOTO

DESTINATION MARKETING FOR ACTUALIZATION OF A 
TOURISM NATION

STUDY ON DEVIATION OF PREFERENCES OF YOUNG PEOPLE AND 
COMMODITY CHARACTERISTICS OF PACKAGE TOURS IN JAPAN

THE STUDY OF TURNAROUND OF THE AIRLINE BUSINESS

STUDY OF LCC ROUTE ENTRY EFFECT IN SIGHTSEEING IN 
OKINAWA

著者（敬称略） タイトル

表1 日本からの発表リスト
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（注１）原忠之（2014）「世界の潮流の変化・方向性に呼応しない日本観光学術界に
迫り来る危機と変革への戦略試案」 観光文化221号所収

（注２）http://www.ejthr.com
（注３）http://www.uhu.es/publicaciones/ojs/index.php/et/index
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「
観
光
地
経
営
講
座
」
と
は

当
財
団
は
２
０
１
４
年
度
（
平
成
26
年

度
）に
、「
観
光
地
経
営
講
座
」
を
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。
本
講
座
は
、
観
光
に

よ
る
地
域
振
興
に
携
わ
る
地
方
自
治
体

の
担
当
者
、
観
光
関
連
団
体
、
商
工
会
議

所
、
観
光
関
連
事
業
者
な
ど
の
方
々
の
人

材
育
成
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

２
０
１
３
年
度
（
平
成
25
年
度
）
ま
で
は
、

観
光
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
体
系

的
に
習
得
す
る
「
観
光
基
礎
講
座
」
と
、

深
く
実
践
的
な
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得

と
地
域
で
の
実
践
者
の
支
援
を
目
指
す

「
観
光
実
践
講
座
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し

て
お
り
、
両
講
座
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ

り
基
礎
・
実
践
の
両
要
素
を
兼
ね
備
え
た

新
た
な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
と
し
て
、当
財
団
の
こ
れ
ま
で

今
回
は
、８
つ
の
視
点
（
図
１
）の
う
ち
、

「
視
点
３ 

市
場
創
出
」に
焦
点
を
当
て
ま

し
た
。
現
在
、
観
光
分
野
の
み
な
ら
ず
社

会
的
に
も
高
い
注
目
を
集
め
て
い
る
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
」
を
テ
ー
マ
に
据
え
、
基
礎

デ
ー
タ
の
理
解
か
ら
戦
略
策
定
の
考
え
方

に
至
る
ま
で
深
く
学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
、

全
体
を
９
つ
の
講
義
で
構
成
し
ま
し
た

（
図
２ 

開
催
概
要
参
照
）。
講
師
に
は
、

当
財
団
の
研
究
員
に
加
え
、
現
場
で
実
際

に
対
応
さ
れ
て
い
る
行
政
や
民
間
の
方
々

も
お
招
き
し
ま
し
た
。
そ
し
て
受
講
者
も

議
論
に
加
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

講
義
１
で
は
、
当
財
団
の
梅
川
理
事
・

観
光
政
策
研
究
部
長
が
テ
キ
ス
ト
『
観
光

地
経
営
の
視
点
と
実
践
』を
も
と
に
、８
つ

の
視
点
の
考
え
方
や
実
践
に
つ
い
て
、
具

体
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。

続
く
講
義
２
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

を
考
え
る
上
で
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
日
本
人
の
旅
行
の
現
状
や
意
識
な
ど
に

つ
い
て
筆
者
が
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
講

義
３
で
は
、
当
財
団
の
相
澤
主
任
研
究
員

よ
り
、
自
主
研
究
と
し
て
実
施
し
た「
５

か
国
・
地
域
旅
行
者
調
査
」の
結
果
な
ど

を
も
と
に
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
方
分
散
化

観
光
政
策
研
究
部

「
平
成
27
年
度
観
光
地
経
営
講
座
」を
開
催
！

活
動
報
告

の
調
査
・
研
究
の
成
果
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も

と
に
、
観
光
地
経
営
に
必
要
な
８
つ
の
視

点
を
事
例
と
と
も
に
取
り
ま
と
め
た
『
観

光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』（
２
０
１
３
年

〔
平
成
25
年
〕12
月
発
刊
、丸
善
出
版
）を

使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
地
経
営
に

関
す
る
網
羅
的
な
理
解
を
促
し
ま
す
。

「
平
成
27
年
度
観
光
地
経
営
講
座
」の

概
要

２
回
目
と
な
り
ま
す
今
年
度
の
講
座
は
、

「
観
光
地
経
営
の“
８
つ
の
視
点
”と
実

践 

～
地
域
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
ど
う
捉
え

る
か
？ 

―
地
域
主
体
の
戦
略
を
考
え
る
―
」

と
題
し
て
、２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

６
月
25
日（
木
）～
26
日（
金
）の
２
日
間

に
わ
た
り
、
当
財
団
大
会
議
室
に
お
い
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

講
義
４
で
は
、
外
部
講
師
と
し
て
、
岐

阜
県
観
光
国
際
戦
略
顧
問
お
よ
び
山
形
県

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
古
田

菜
穂
子
氏
を
お
招
き
し
て
ご
講
義
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

岐
阜
県
で
は
２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）

か
ら
外
客
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な

く
、
県
庁
内
部
局
間
の
連
携
、
観
光
資
源

の
見
直
し
や
発
掘
、
観
光
の
人
材
育
成
、

民
間
組
織
と
の
役
割
分
担
な
ど
を
戦
略
的
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　昨今の市場環境の変化に対応し、
既存の観光地が活性化していくため
には、観光地全体をマネジメントして
いく「観光地経営」という考え方が重
要です。本書では、それを実現させる
ためのポイントを8つの視点から提言
するとともに、全国10カ所の参考とな
る実践例を取り上げ、その学ぶべき点
について丁寧に解説しています。
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し
て
昨
年
度
実
施
し
た
「
都
道
府
県
及
び

政
令
指
定
都
市
の
観
光
政
策
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て
筆
者

が
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

講
義
６
で
は
、
外
部
講
師
と
し
て
、
観

光
庁
国
際
観
光
課
外
客
誘
致
室
長
の
佐
藤

に
実
施
し
て
お
り
、
ま
さ
し
く
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
先
進
地
と
言
え
ま
す
。
講
義
で
は
、

「
選
択
と
集
中
」
に
基
づ
く
戦
略
策
定
か

ら
実
施
方
法
に
至
る
ま
で
、
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
義
５
で
は
、
当
財
団
の
自
主
研
究
と

■開催概要

平成27年度　観光地経営講座
観光地経営の“8つの視点”と実践 
～地域はインバウンドをどう捉えるか？ －地域主体の戦略を考える－

＊8つの視点：
①状況把握、②戦略策定、③市場創出、④滞在促進、⑤保存・活用、
⑥組織・人材、⑦ブランド形成、⑧財源確保

◦開催日時：平成27年6月25日（木）～26日（金）
◦場　　所：公益財団法人日本交通公社　大会議室
◦対　　象：観光による地域振興に携わる地方自治体のご担当者、

観光関連事業・商工会議所などのご関係者
◦主　　催：公益財団法人日本交通公社
◦協　　力：観光庁、岐阜県、NPO法人シクロツーリズムしまなみ、信州白馬八方温泉しろうま荘

◎プログラム
講義１　観光地経営の視点と実践 ～８つの視点を概観する（梅川）
講義２　日本人の旅行市場の動向（牧野）
講義３　インバウンドFIT客の地方分散化について（相澤）
講義４　地域におけるインバウンド対応策について ～岐阜県の取り組み事例から～（古田氏）
講義５　都道府県及び政令指定都市のインバウンド対応（牧野）
講義６　我が国のインバウンド政策について（佐藤氏）
講義７　宿泊の現場から見たインバウンドの現状と課題（丸山氏）
講義８　インバウンドの視点からみた自転車旅行の可能性

～大会成功を礎にした自転車旅行文化形成への道～（山本氏）
講義９　総括ディスカッション（佐藤氏、丸山氏、山本氏、梅川、牧野）

図2  開催概要

図1   「観光地経営」のための8つの視点

視点1
観光地の特性と経営状況を把握する

状況把握

視点6
組織と人材を見直して実行力を高める

組織・人材
視点5
観光資源の保存と活用の両立をはかる

保存・活用

視点7
観光地としてのブランドを形成する

ブランド形成
視点4
滞在のための仕組みをつくる

滞在促進

視点8
地域の観光財源を確保する

財源確保
視点3
新たな魅力と市場をつくる

市場創出

視点2
関係主体を巻き込んで説得力ある
将来ビジョンを策定する

戦略策定

「観光地経営」
の

視点
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◦
こ
れ
か
ら
の
施
策
に
活
か
し
て
い
き
た

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

◦
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
難
し
く
考
え
て

い
た
が
、ま
ず
は
合
意
形
成
を
図
り
、一

つ
で
も
や
っ
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

◦
職
場
に
戻
り
、
情
報
共
有
し
た
い
。

◦
今
後
の
方
向
性
や
身
近
な
目
標
か
ら
話

し
合
い
、で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
し
た
い
。

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
で
、

◦
ソ
フ
ト
面（
考
え
方
や
マ
イ
ン
ド
）の
話

が
多
か
っ
た
。
講
師
の
方
々
の
実
際
の

各
部
署
と
の
連
携
の
取
り
方
や
巻
き
込

み
方
な
ど
、
具
体
的
に
動
き
出
す
際
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
か
っ
た
。

な
ど
の
ご
意
見
も
頂

ち
ょ
う

戴だ
い

し
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
講
師
の
方
々
に

全
て
を
お
話
し
い
た
だ
く
の
は
困
難
で
あ

る
も
の
の
、
実
践
さ
れ
て
い
る
立
場
の
方

で
あ
れ
ば
当
然
興
味
を
抱
く
点
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
反
省
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
回

開
催
を
見
据
え
、
一
層
本
講
座
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

今
後
と
も
、
地
域
の
観
光
地
経
営
（
観
光

地
づ
く
り
）
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
。

（
主
任
研
究
員　

牧
野
博
明
）

久
泰
氏
を
お
招
き
し
て
ご
講
義
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現
状
お
よ
び

政
策
の
方
針
・
内
容
、
台
湾
を
具
体
的
事

例
と
し
た
地
域
の
受
け
入
れ
対
応
に
お
け

る
問
題
点
や
解
決
策
な
ど
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
７
で
は
、
外
部
講
師
と
し
て
信
州

白
馬
八
方
温
泉
し
ろ
う
ま
荘
総
支
配
人
の

丸
山
俊
郎
氏
を
お
招
き
し
て
ご
講
義
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

し
ろ
う
ま
荘
は
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
な
ど

に
お
い
て
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
海
外
の
観

光
客
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

し
ろ
う
ま
荘
で
は
特
別
な
施
設
整
備
や
語

学
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
し
ろ
う
ま
荘
な
ら
で
は
の
お
も
て
な

し
対
応
が
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
点
を
含
め
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
８
で
は
、
外
部
講
師
と
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
シ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
し
ま
な
み
代

表
理
事
の
山
本
優
子
氏
を
お
招
き
し
て
ご

講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
ま
な
み
海
道
の
知
名
度
は
海
外
で
も

高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
海
外
か
ら
の
来
訪
者

数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
愛

媛
県
内
で
は
、
自
転
車
休
憩
所
「
し
ま

な
み
サ
イ
ク
ル
オ
ア
シ
ス
」
が
整
備
さ
れ

る
な
ど
、
地
元
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
対
す

る
理
解
が
深
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
一
方
で
、
海
外
に
比
べ
る
と
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
な
ど
の
整
備
が
進
ん
で
い
る

と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。自
転
車
旅
行

の
現
状
、
お
よ
び
今
後
の
推
進
に
向
け
た

課
題
や
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
海
外

の
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

最
後
の
講
義
９
で
は
、
外
部
講
師
の
佐

藤
氏
、丸
山
氏
、山
本
氏
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、
ま
た
当
財
団
の
梅
川
が
総
括
と
し

て
登
壇
し
、筆
者
司
会
に
よ
る「
総
括
ディ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
）。

こ
れ
ま
で
の
講
義
内
容
な
ど
を
も
と
に
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
我
が
国
の
観
光
地
に
求
め

て
い
る
も
の
、
地
域
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
重
要
性
、
そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
地

域
に
導
く
た
め
の
戦
略
や
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、受
講
者
お
よ
び
パ
ネ
リ
ス
ト
間
で
熱

い
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

成
果
と
課
題
、そ
し
て
今
後
に
向
け
た

対
応

本
講
座
の
主
な
目
的
は
、
受
講
者
が
各

回
の
テ
ー
マ（
今
回
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）に

関
す
る
現
状
や
課
題
、
対
応
策
な
ど
に
つ

い
て
把
握
・
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
、
そ

し
て
講
座
で
得
ら
れ
た
知
見
や
方
法
な
ど

を
地
元
に
持
ち
帰
り
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て

も
実
践
に
結
び
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
で
す

（
こ
の
他
、
受
講
者
と
講
師
お
よ
び
受
講

者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
目
的

の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
）。
受
講
者

の
声
を
聞
き
ま
す
と
、

◦
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
取
り
組
む
上
で
、
自

分
が
考
え
て
い
た
こ
と
の
再
認
識
が
で

き
た
。

写真 講義９総括ディスカッションの様子
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「
旅
の
図
書
館
」
で
は
、７
月
３
日
（
金
）

に
第
３
回「
た
び
と
し
ょCafé

」
を
開
催

し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、「
寺
社
を
と
り
ま
く
旅
の
今
」

～
寺
社
コ
ン
、
御
朱
印
め
ぐ
り
に
集
う
若

者
た
ち
～
と
し
、
宿
坊
研
究
会
代
表
・
寺

社
旅
研
究
家
の
堀
内
克
彦
氏
を
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
20
代
か
ら
70
代
ま
で
と
幅

広
い
年
齢
構
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
特
に

今
回
は
大
学
生
が
多
く
、
改
め
て
寺
社
に

対
す
る
若
い
世
代
の
注
目
度
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。
当
財
団
の
研
究
員
も
含

め
、
計
25
人
が
集
ま
り
、
盛
況
の
会
と
な

り
ま
し
た
。

第
１
部
：
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

話
題
提
供

従
来
行
わ
れ
て
い
る
座
禅
体
験
や
写

経
体
験
に
加
え
、
豊
富
な
デ
ザ
イ
ン
の
御

朱
印
帳
を
持
っ
て
寺
社
を
回
る
「
御
朱
印

め
ぐ
り
」
や
、
寺
社
や
歴
史
が
好
き
な
男

女
が
寺
社
を
楽
し
む
「
寺
社
コ
ン
」、
ご

住
職
と
の
触
れ
合
い
や
お
寺
自
慢
の
精
進

料
理
も
魅
力
の
宿
坊
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
タ
イ
ル
で
寺
社
を
楽
し
む
最
近
の

動
き
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
檀だ

ん

家か

・
参
拝
者
の
減
少
や
後

継
者
不
足
な
ど
に
悩
む
寺
社
の
実
態
を
ご

紹
介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
新
た
に
宿
坊

の
受
け
入
れ
を
始
め
る
こ
と
で
活
気
が
戻

っ
た
お
寺
の
事
例
や
、
今
後
、
観
光
や
防

災
、
教
育
の
面
な
ど
に
お
い
て
寺
社
が
活

躍
で
き
る
可
能
性
な
ど
を
示
唆
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
：
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の

意
見
交
換

胡ご

ま麻
豆
腐
や
麩ふ

ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
、
寺

社
に
ま
つ
わ
る
軽
食
や
ド
リ
ン
ク
を
と
り

な
が
ら
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
ゲ
ス
ト

と
で
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
下
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
参
加
者（
大
学
生
）】
宿
坊
の
利
用
者
と
し

て
は
日
本
人
と
外
国
人
で
は
ど
ち
ら
が
多

い
か
。

【
堀
内
氏
】
日
本
人
の
ほ
う
が
多
い
が
、海

外
の
方
は
口
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情
報

を
も
と
に
英
語
が
通
じ
る
宿
坊
な
ど
を
知

り
、そ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。高

野
山
の
あ
る
宿
坊
で
は
お
坊
さ
ん
に
英
語

旅
の
図
書
館

第
３
回
「
た
び
と
し
ょ C

afé

」
を
開
催

【第１部のお話のポイント】

◎寺社の朝と夜の魅力、寺社だからこそ学べ
る雰囲気、実は面白い修行体験（座禅、写
経、精進料理）など、寺社が持つ潜在的な
魅力はさまざまである。

◎寺社は情報発信力、後継者不足などの課
題を抱えており、今後、寺社の数が減った
り放置されたりすることが予想されている。
寺社界では危機意識が高まっていること
から、寺社コンの受け入れや宿坊への取り
組みに積極的な寺社も増えている。

◎寺社が宿坊を始めるには、税制上の複雑
さや政教分離の原則、本山・檀家など関
係者の多さといった課題はあるが、実際に
山奥でほとんど人が来なかったお寺が宿
坊を始めることで多くの方が訪れるように
なった例もある。宿坊は、寺社や地域の活
性化につながる可能性を持っている。

◎今後、防災、観光、子育てなど寺社が活躍
し得る領域は広く、日本ならではの歴史を
持った寺社はさまざまな可能性がある。

堀
内
克
彦
（
ほ
り
う
ち 

か
つ
ひ
こ
）
氏

　
「
人
生
を
変
え
る
寺
社
巡
り
」
が
テ
ー
マ
の
寺
社
旅
研

究
家
。宿
坊
研
究
会
・
縁
結
び
神
社
研
究
会
・
お
守
り
研

究
会
を
運
営
し
、参
加
者
１
０
０
０
人
を
超
え
る
寺
社

旅
サ
ー
ク
ル
の
主
宰
や
宿
坊
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、ト
ー
ク

ラ
イ
ブ
、海
外
へ
の
日
本
文
化
情
報
発
信
、寺
社
好
き
男

女
の
縁
結
び
企
画
「
寺
社
コ
ン
」を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。宿
坊

研
究
会
はA

ll A
bout

の
「
ス
ー
パ
ー
お
す
す
め
サ
イ
ト

大
賞
」
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
。
日
蓮
宗
の
お
寺
活

用
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
ペ
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
寺
社
を
活
性

化
さ
せ
た
実
績
を
買
わ
れ
て
審
査
員
を
務
め
、各
地
で

寺
社
活
性
化
・
地
域
活
性
化
の
講
演
な
ど
も
実
施
。
寺

院
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
も
活
動
中
。
著
書
に
『
宿

坊
に
泊
ま
る
（
小
学
館
文
庫
）』『
こ
こ
ろ
美
し
く
京
の

お
寺
で
修
行
体
験
（
淡
交
社
）』『
恋
に
効
く
！ 

え
ん

む
す
び
お
守
り
と
名
所
（
山
と
溪
谷
社
）』
な
ど
。
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で
話
し
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
で
、

海
外
の
方
の
割
合
の
ほ
う
が
高
い
宿
坊
も

あ
る
。

【
参
加
者
】
浅
草
な
ど
観
光
地
化
さ
れ
た
と

こ
ろ
は
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
来
る
が
、

仏
教
国
の
方
は
日
本
の
寺
社
仏
閣
を
訪
れ

る
の
か
。

【
堀
内
氏
】
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
欧
米
の
方

の
ほ
う
が
多
く
来
訪
し
て
お
り
、
韓
国
や

中
国
の
方
は
少
な
い
と
思
う
。
ア
ジ
ア
で

も
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
方
は
興
味
を

持
た
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、国
に
よ
っ
て

も
異
な
る
。
一
方
で
、
韓
国
と
日
本
の
お

寺
で
は
風
景
か
ら
違
う
。
日
本
の
場
合
は

古
い
も
の
は
古
い
ま
ま
残
す
が
、
韓
国
で

は
新
し
く
塗
り
替
え
て
し
ま
う
の
で
古
い

も
の
で
も
き
ら
び
や
か
で
新
し
い
も
の
に

見
え
て
し
ま
う
。
そ
う
い
っ
た
違
い
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
発
信
し
て
い
く
の
も

有
効
で
あ
る
か
と
思
う
。

【
参
加
者
（
大
学
生
）】
宿
坊
や
寺
社
界
を

盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
に
情

報
発
信
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。

【
堀
内
氏
】ま
ず
は
多
言
語
化
に
よ
る
情
報

発
信
は
必
要
。
私
が
関
わ
っ
て
い
る
宿
坊

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
６
カ
国
語
く
ら

い
で
日
本
の
宿
坊
を
一
つ
ず
つ
紹
介
す
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
っ
て
い
る
。
ま
た
、ル

ー
ト
と
し
て
紹
介
し
て
い
く
と
か
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
、口
コ
ミ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
。

【
参
加
者
】
多
く
の
来
訪
者
が
訪
れ
る
と
マ

ナ
ー
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
お
寺
や

神
社
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
け
ば
よ

い
の
か
。

【
堀
内
氏
】
マ
ナ
ー
の
問
題
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
か
ら
起
こ
る
と
思
っ
て
い
る
。

最
近
は
温
泉
の
入
り
方
を
図
で
説
明
し
て

い
る
例
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
し
っ
か

り
と
説
明
し
て
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
工

夫
が
必
要
。
神
社
な
ど
で
は
、
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
の
周
り
に
柵

を
し
て
入
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
例

も
あ
る
が
、
両
国
に
あ
る
回え

向こ
う
い
ん院

の
鼠

ね
ず
み

小

僧
次
郎
吉
の
墓
の
例
の
よ
う
に
、
保
存
す

べ
き
も
の
と
触
れ
て
も
ら
う
も
の
を
分
け

る
の
も
一
つ
の
方
法
だ
。

【
参
加
者
】
日
本
な
ら
で
は
の
神
道
の
扱
い

に
つ
い
て
は
ど
う
思
う
か
。

【
堀
内
氏
】
神
道
は
、
日
本
人
で
も
人
に
よ

っ
て
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お
り
、
分

か
り
づ
ら
い
部
分
も
あ
る
と
思
う
が
、
そ

れ
を
ど
う
形
に
す
る
か
が
大
事
。
例
え
ば

神
田
明
神
で
の
巫み

こ女
体
験
講
座
が
大
人
気

で
あ
る
よ
う
に
、
形
か
ら
入
っ
て
心
が
通

じ
て
く
る
部
分
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
も
、
神
楽
体
験
か
ら
日
本
神
話
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
学
ん
で
み
る
と
か
、
相
手
に

興
味
の
あ
る
形
か
ら
入
っ
て
も
ら
え
る
体

験
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
し
、
そ
の
奥
に
あ
る
も

の
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
２
段
階
の
仕
組

み
も
有
効
で
は
な
い
か
。

【
参
加
者
】
旅
行
会
社
も
も
っ
と
寺
社
を
活

用
し
た
商
品
を
作
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
年
配

の
方
に
は
ネ
ッ
ト
で
は
情
報
が
届
か
な
い

と
思
う
の
で
、
新
聞
な
ど
の
媒
体
に
も
っ

と
出
せ
ば
広
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

【
堀
内
氏
】
長
野
善
光
寺
の
御
開
帳
の
よ
う

に
、
旅
行
会
社
は
特
別
感
を
出
す
ツ
ア
ー

が
得
意
だ
と
思
う
の
で
、
皆
が
見
逃
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く

作
業
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。
ま
た
、
ネ

ッ
ト
で
広
ま
っ
て
い
る
情
報
と
紙
媒
体
で

広
ま
っ
て
い
る
情
報
は
断
絶
さ
れ
て
い
る

部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
共
有
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

●
参
加
者
か
ら
の
反
応

参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
地
域
活
性

化
や
日
本
文
化
の
再
発
見
に
関
す
る
話
が

興
味
深
か
っ
た
」「
寺
社
の
存
在
意
義
を
よ

り
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
す
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ

だ
っ
た
」「
若
者
向
け
の
軽
い
の
り
か
と
思

っ
て
い
た
が
大
変
奥
が
深
く
、
良
い
企
画

だ
っ
た
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

寺
社
め
ぐ
り
と
い
う
と
、
少
し
堅
い
印

象
が
あ
っ
た
時
代
と
は
異
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
寺
社
の
魅
力
を
見
い
だ
し

て
楽
し
む
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
つ
つ
あ
る

よ
う
で
す
。
寺
社
離
れ
や
後
継
者
不
足
に

悩
む
寺
社
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
大
き
な

課
題
で
あ
る
一
方
で
、
単
な
る
観
光
資
源

と
し
て
の
対
象
で
は
な
く
、
寺
社
の
本
来

の
価
値
や
精
神
性
を
大
切
に
す
る
意
識

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
ご
指
摘
も
再
度
認

識
し
て
お
く
べ
き
視
点
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
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良
県
３
店
舗
を
含
め
て
16
店
舗
を
展
開
し

て
い
ま
す
。年
間
の
来
店
客
数
５
７
０
万
人
、

商
品
販
売
数
５
１
３
０
万
点
、
出
荷
生
産

者
は
５
０
０
０
人
を
超
え
て
お
り
、消
費
者

か
ら
人
気
を
集
め
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

地
元
農
業
者
の
所
得
向
上
に
も
寄
与
し
て

い
ま
す
。
多
店
舗
展
開
に
よ
り
販
路
を
拡

大
し
、
商
品
管
理
を
農
家
に
任
せ
る
方
式

な
ど
で
農
業
所
得
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
例
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
：
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の

意
見
交
換

「
産
直
市
場
よ
っ
て
っ
て
」に
並
ぶ
み
か

ん
や
ぶ
ど
う
、
和
歌
山
県
の
郷
土
料
理
で

あ
る
め
は
り
寿
司
、
ド
リ
ン
ク
を
と
り
な

が
ら
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
ゲ
ス
ト
と

で
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
下
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
旅
の
図
書
館
」
で
は
、８
月
20
日
（
木
）

に
第
４
回
「
た
び
と
し
ょCafé

」
を
開
催

し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、地
域
を
元
気
に
す
る「
農
産

物
直
売
所
」の
し
か
け 
～
生
産
者
と
消
費

者
を
ひ
き
つ
け
る「
産
直
市
場
よ
っ
て
っ
て
」

の
事
例
か
ら
～ 

と
し
、（
株
）プ
ラ
ス
（
和

歌
山
県
田
辺
市
）取
締
役
会
長
の
野
田
忠

氏
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
お
迎
え

し
ま
し
た
。

（
株
）プ
ラ
ス
は
、『
観
光
文
化
２
２
５
号
：

観
光
の
経
済
波
及
効
果
を
高
め
る
に
は
』

の「
特
集
：「
道
の
駅
」に
お
け
る
地
場
産

品
活
用
の
実
態
と
付
加
価
値
向
上
策
」に

お
い
て
、
地
場
産
品
を
活
用
し
て
集
客
や

売
り
上
げ
の
確
保
に
成
功
し
て
い
る
具
体

例
と
し
て
取
材
・
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
企
業
で
す
。

今
回
は
、『
観
光
文
化
２
２
５
号
』と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
と
し
て
、取
材
・
執
筆
を

担
当
し
た
川
口
主
任
研
究
員
も
同
席
し
、

研
究
成
果
の
一
部
も
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
研
究
者
や
学
生
に
加
え
、実

際
に
道
の
駅
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
実

務
者
の
方
や
当
財
団
の
研
究
員
や
イ
ン
タ

ー
ン
な
ど
、
計
23
人
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
部
：
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

話
題
提
供

第
１
部
で
は
、
野
田
氏
よ
り
話
題
提
供

を
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
生
い
立
ち
か
ら

県
内
外
に
16
の
店
舗
を
展
開
す
る
に
至
る

ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
産
直
市
場
よ
っ
て
っ
て
」は
、特

殊
な
物
流
シ
ス
テ
ム
で
店
舗
チ
ェ
ー
ン
化
を

進
め
、民
間
企
業
と
し
て
「
道
の
駅 

柿
の

郷
く
ど
や
ま
」を
運
営
し
て
い
る
他
、和
歌

山
県
を
基
盤
と
し
て
大
阪
府
２
店
舗
、奈

第
４
回
「
た
び
と
し
ょ C

afé

」
を
開
催

【第１部のお話のポイント】

◎「産直市場よってって」は店舗によって業務
スーパーとの併設や大型ショッピングモー
ルへの出店、道の駅への出店、水産物の
取り扱い、日本一の梅の売り場づくりなど、
消費者と農家に喜んでいただくことをモッ
トーに常に新たな挑戦をしている。

◎ 生産者は自ら商品を店舗へ運び入れ、値
付け、在庫管理、引き取りなどを全て自身
で行っている。消費者の反応を見ながらよ
りよい商品を作るモチベーションにつなが
り、さらには複数の店舗があることで販路
が確保でき、農業所得の向上や生産量の
拡大にもつながっている。

◎国の補助金を投入して赤字を補
ほ

塡
てん

する施
設整備では本当の意味での地方創生とは
言えないのではないか。我々はナショナル
ブランドを扱わず、地元とその周辺地域の
商品を扱うことで、地域循環型ビジネスを
している。民間の立場でビジネスモデルを
つくり地方創生に挑戦したい。

野
田 

忠
（
の
だ 

た
だ
し
）
氏

　

１
９
３
６
年
和
歌
山
県
田
辺
市
生
ま
れ
。
１
９
８
１

年
に（
株
）プ
ラ
ス
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し
、２
０
０
１

年
よ
り
現
職
。日
本
農
業
に
と
っ
て
大
変
な
時
代
と
な
っ

て
き
た
２
０
０
２
年
５
月
、和
歌
山
県
田
辺
市
に
第
１

号
店
と
な
る
民
間
経
営
の
農
産
物
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン
。

「
地
産
地
消
で
地
域
の
食
を
支
え
、
健
康
な
食
生
活
と
地

域
活
性
化
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
使
命
の
も
と
、
常
に

プ
ラ
ス
の
発
想
で
新
た
な
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
田
辺
納

税
協
会
顧
問
、田
辺
商
工
会
議
所
顧
問
な
ど
、公
職
を
歴

任
。さ
ら
に
、和
歌
山
県
知
事
表
彰
、国
税
庁
長
官
表
彰
、

財
務
大
臣
表
彰
な
ど
、
表
彰
も
多
数
。
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【
参
加
者
（
民
間
）】
商
品
の
流
れ
と
お
金
の

取
引
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し

く
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
野
田
氏
】
全
て
農
家
の
自
己
責
任
で
お
願

い
し
て
お
り
、
農
家
が
自
ら
商
品
を
持
ち

込
み
、
値
付
け
を
し
、
売
れ
残
っ
た
商
品

の
回
収
も
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
店
舗

か
ら
は
メ
ー
ル
で
売
れ
行
き
状
況
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
農
家
が

商
品
を
追
加
し
た
り
翌
日
の
出
荷
量
を
決

め
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
手

数
料
は
売
上
額
の
17
％
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
他
店
に
転
送
す
る
場
合
は
プ
ラ
ス
で

６
％
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。質
の
良

い
も
の
は
評
判
を
呼
ん
で
毎
年
指
名
さ
れ

る
が
、
質
の
悪
い
も
の
を
出
す
と
全
て
自

分
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
。「
産
直
市
場
よ
っ

て
っ
て
」
の
信
用
に
も
関
わ
る
の
で
、
適

正
な
値
段
設
定
と
、
お
客
様
の
声
を
踏
ま

え
た
質
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う

に
常
々
お
願
い
し
て
い
る
。

【
参
加
者
（
自
治
体
職
員
）】
観
光
客
の
利

用
と
地
元
客
の
利
用
を
両
立
さ
せ
る
た
め

の
工
夫
は
あ
る
か
。

【
野
田
氏
】
店
舗
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、

地
元
客
の
割
合
が
圧
倒
的
に
多
い
。
た
だ

し
、
近
く
に
温
泉
が
あ
る
店
舗
や
、
高
速

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
近
い
立
地
の

店
舗
は
年
々
観
光
客
が
増
え
て
い
る
傾
向

に
あ
る
。
地
元
の
お
客
様
だ
け
で
は
数
に

限
界
が
あ
る
の
で
、
旅
行
会
社
と
も
連
携

し
て
観
光
客
に
ど
れ
だ
け
寄
っ
て
い
た
だ

け
る
か
と
い
う
挑
戦
を
し
て
い
き
た
い
。

【
参
加
者
（
自
治
体
職
員
）】
水
産
物
を
扱

う
に
あ
た
り
、
漁
業
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

【
野
田
氏
】
漁
業
の
場
合
は
漁
の
有
無
や
温

度
管
理
の
問
題
な
ど
、
農
作
物
以
上
に
難

し
い
部
分
が
あ
る
。
漁
協
と
は
、
敷
地
内

の
一
角
を
借
り
て
、
移
動
式
の
冷
蔵
庫
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
値
付
け
の
機
械
な
ど
を
設

置
し
た
り
、
売
上
金
や
手
数
料
を
漁
協
の

口
座
に
振
り
込
む
と
い
っ
た
形
で
連
携
す

る
予
定
で
あ
る
。

【
参
加
者
（
自
治
体
職
員
）】
店
舗
の
展
開
と

し
て
は
都
市
部
に
進
出
し
て
い
る
面
も
あ

る
と
思
う
が
、
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
宣
伝
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

【
野
田
氏
】一
定
の
人
口
と
農
家
数
が
あ
り
、

物
流
が
比
較
的
う
ま
く
組
め
る
と
こ
ろ
に

出
店
を
し
て
い
る
。

　

ど
こ
に
行
っ
て
も
買
え
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、
我
々
は
そ
こ
で
し

か
買
え
な
い
も
の
を
扱
っ
て
い
る
。
農
家

の
商
品
の
魅
力
が
あ
り
、
口
コ
ミ
で
良
さ

が
広
ま
っ
て
い
く
た
め
、
大
手
や
大
都
市

は
競
合
だ
と
思
っ
て
い
な
い
。
チ
ラ
シ
も

オ
ー
プ
ン
当
初
は
配
る
が
、
そ
れ
以
降
は

ほ
と
ん
ど
配
ら
な
い
。

【
参
加
者
（
大
学
教
員
）】
出
荷
農
家
を
ど
の

よ
う
に
集
め
て
組
織
化
し
て
い
る
の
か
。

【
野
田
氏
】
特
に
都
市
部
は
農
家
数
が
少

な
い
が
、
多
店
舗
展
開
し
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
商
品
が
多
く
の
店
舗
に
出
せ
る
こ

と
、
手
数
料
が
低
い
こ
と
な
ど
が
口
コ
ミ

で
広
が
り
、
出
荷
農
家
を
多
く
集
め
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
一
方
で
、
農
家
年
齢

が
高
く
、
後
継
者
不
足
で
あ
る
こ
と
が
一

番
の
心
配
事
で
あ
る
。
我
々
の
出
荷
農
家

の
中
で
も
30
代
で
４
０
０
０
万
円
近
く
稼

い
で
い
る
人
が
い
る
が
、
若
者
が
農
業
で

し
っ
か
り
と
収
入
を
得
て
、
農
家
を
継
げ

る
よ
う
に
な
る
施
策
を
国
に
や
っ
て
も
ら

い
た
い
。

●
参
加
者
か
ら
の
反
応

参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
若
い
年
代

の
所
得
が
こ
れ
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
」「
民
間
企
業
と
し
て
地

方
創
生
、
農
業
振
興
を
実
現
し
て
い
る
興

味
深
い
お
話
だ
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
道
の

駅
を
作
ろ
う
と
す
る
当
市
に
と
っ
て
も
大

変
参
考
に
な
る
も
の
だ
っ
た
」
と
い
っ
た

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
と
に
か
く
消
費
者
や
農
家
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」と
い
う
想
い
の
も
と
、常

に
新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、流

通
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
熱
い

想
い
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
経
済

を
循
環
さ
せ
、
国
の
補
助
金
頼
り
で
は
な

く
自
分
た
ち
で
儲も

う

け
を
出
し
て
税
金
を
支

払
う
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
示
唆
し
て

い
た
だ
き
、
地
方
創
生
の
あ
り
方
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
自
身
の
生
い
立
ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
通
し
て「
農
家
の
目
」「
消
費
者
の

目
」「
経
営
者
の
目
」
の
３
つ
の
目
を
持
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
が
幸
せ
に
な
る
経
営
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
が「
産
直
市
場
よ
っ
て
っ
て
」の

成
功
の
背
景
に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
観
光
研
究
情
報
室　

福
永
香
織
）

227号観光文化_活動報告.indd   65 2015/10/02   19:07



66観光文化227号 October 2015

「
観
光
を
す
る
こ
と
か
ら
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
楽
し

さ
を
創
り
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。」
私
の
最
近
の
研

究
は
旅
行
を
楽
し
さ
か
ら
究
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

観
光
は
「
楽
し
み
の
た
め
の
旅
行
」
と
定
義
さ
れ
る
が
、

こ
の
定
義
は
ふ
た
つ
の
側
面
を
含
ん
で
い
る
。

第
一
は
、
道・

・

・

・

・

・

中
が
楽
し
い
旅
行
と
す
る
側
面
で
あ
り
、

第
二
は
、
旅・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

の
経
験
を
基
礎
に
私
た
ち
は
さ
ら
に
生
活

の・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

楽
し
さ
を
創
り
出
す
資
源
と
す
る
側
面
で
あ
る
。

マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
観
光
研
究

今
か
ら
40
数
年
前
、
私
が
学
生
の
こ
ろ
、「
旅
の
楽
し

さ
は
個
人
的
経
験
で
あ
る
の
で
科
学
的
に
研
究
し
社
会

現
象
と
し
て
究
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
教
わ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
旅
の
楽
し
さ
は
観
光
行
動
を
生
起
さ
せ
る

独
立
変
数
と
し
て
、
ま
た
観
光
へ
の
期
待
の
充
足
度
が

満
足
と
結
び
つ
く
と
さ
れ
て
い
た
。

確
か
に
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
量
と
し
て
の
観

光
、
す
な
わ
ち
観
光
需
要
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
前
者
の
発
想
は
有
効
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
理
解

は
否
定
で
き
な
い
。
現
在
で
も
観
光
を
産
業
を
通
じ
て

験
を
知
る
社
会
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
そ
れ
を
可
能
と

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
旅
行
小
説
で
は
、
観
光
か
ら
旅
の
「
楽

し
さ
」が
切
り
出
さ
れ
、空
想
の
旅
物
語
が
紡
が
れ
、
斬

新
な
旅
の
楽
し
さ
が
創
造
さ
れ
る
の
で
あ
る
。『
八
十
日

間
世
界
一
周
』
で
は
主
人
公
と
彼
の
執
事
が
恰あ

た
か
も
旅
行

業
者
と
旅
行
者
を
連
想
さ
せ
、
両
者
の
関
係
が
コ
メ
デ

ィ
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
、
日
付
変
更
線
の
通
過
に
主
人
公

が
気・

・

・

・

・

・

・

づ
い
て
い
な
い
こ
と
が
、
結
末
の
面・

・

・
白
さ
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は
近
代
観
光
の
要
素
を
社
会
が
熟

知
し
て
い
な
け
れ
ば
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
。

実
際
に
旅
行
し
な
い
で
、
楽
し
む
こ
と

観
光
が
「
楽
し
み
の
た・

・め
の
旅
行
」
で
あ
る
な
ら
ば
、

論
理
的
に
は
「
旅
の
楽
し
み
」
を
十
分
に
知
っ
た
社
会

に
お
い
て
、
も
は
や
事
実
と
し
て
の
旅
行
が
無
く
て
も

旅
の
楽
し
み
を
資
源
と
し
て
社
会
生
活
を
豊
か
に
す
る

方
法
に
人
々
は
関
心
を
向
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

今
、
日
本
で
は
、
観
光
参
加
率
は
横
ば
い
か
海
外
旅

行
に
至
っ
て
は
若
者
の
参
加
率
は
漸
減
と
さ
え
言
わ
れ

て
お
り
、
他
方
で
、
テ
レ
ビ
の
プ
ラ
イ
ム
タ
イ
ム
に
は
旅

行
を
扱
っ
た
多
く
の
番
組
が
放
映
さ
れ
て
、
旅
行
の
楽

し
さ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
も
は
や
実
際
の
観
光
地
を
紹

介
す
る
旅
行
素
材
の
説
明
に
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

「
笑
」の
世
界（
楽
し
み
を
創
り
出
す
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
）

理
解
し
よ
う
と
す
る
英
語
圏
の
観
光
研
究
に
は
、
こ
の

理
解
が
強
く
見
ら
れ
る
。

観
光
経
験
を
基
礎
に
し
た
楽
し
み
と
は

し
か
し
な
が
ら
、
少
し
身
を
引
い
て
考
え
て
み
る
と

事
態
は
違
っ
て
見
え
て
く
る
。

社
会
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
毎
年
数
回
観
光
を
す
る

よ
う
な
社
会
を
想
像
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
旅
の

楽
し
さ
は
「
道
中
の
楽
し
さ
」
と
し
て
ば
か
り
語
ら
れ

る
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
多
く
の
人

が
観
光
経
験
を
持
っ
て
お
り
、
観
光
の
楽
し
さ
（
道
中

の
楽
し
さ
）
が
社
会
的
経
験
と
し
て
蓄
積
さ
れ
、
実
際

に
旅
行
を
伴
わ
な
い
空
想
の
旅
物
語
に
も
人
々
は
〝
面

白
さ
〟
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

実
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
決
し
て
新
し
い
こ
と
で

は
な
い
。
す
で
に
19
世
紀
の
半
ば
に
近
代
の
始
ま
っ
た

欧
州
で
は
、『
八
十
日
間
世
界
一
周
』（
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ

ル
ヌ
、
１
８
７
２
年
）
が
新
聞
小
説
と
し
て
発
表
さ
れ
、

多
く
の
人
々
が
そ
れ
を
読
み
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
の
こ

ろ
す
で
に
、
筆
者
も
読
者
も
共
に
観
光
と
い
う
旅
行
経

「
旅
行
の
楽
し
さ
」の
研
究

立
教
大
学
観
光
学
部
教
授
　
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長　
　

村
上
　
和
夫

連載Ⅰ
当財団専門委員

私の研究と観光
第2回
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を
創
造
す
る
素
材
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
娯
楽
産
業
や
メ
デ
ィ
ア
あ
る
い

は
出
版
産
業
の
発
展
が
あ
り
、「
旅
の
楽
し
さ
」
は
産
業

と
無
縁
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
を
観
光
研
究
で
ほ
と

ん
ど
意
識
し
な
い
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。

道
中
の
失
敗
か
ら
生
ま
れ
る
、

新
た
な
楽
し
さ
の
発
見

旅
行
経
験
を
生・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

活
を
楽
し
む
た
め
の
資
源
と
し
て
利

用・

・

・

・

・

す
る
社
会
と
は
、
先
述
し
た
「
旅
の
楽
し
さ
は
個
人

的
経
験
」
と
し
て
我
々
が
追
い
求
め
て
き
た
豊
か
さ
に

他
な
ら
な
い
。未
だ
に「
道
中
の
楽
し
さ
と
観
光
需
要（
旅

行
需
要
）
の
再
生
産
」
に
の
み
研
究
を
傾
注
す
る
意
味

は
何
な
の
か
、
そ
れ
は
必
要
と
思
う
が
少
し
寂
し
さ
を

感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

旅
行
経
験
か
ら
楽
し
さ
を
創
り
出
す
行
動
を
知
る
た

め
に
、
一
般
に
「
楽
し
み
の
た
め
の
旅
行
」
と
い
う
定

義
と
矛
盾
す
る
行
為
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
紹
介
し
よ
う
。

事
例
と
し
て
「
旅
行
の
楽
し
か
っ
た
経
験
を
語
る
」
と

い
う
時
に
旅
行
の
失
敗
譚た

ん

が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
る
と

い
う
事
実
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

生
活
習
慣
の
違
い
、
体
調
の
不
具
合
、
犯
罪
の
被
害
、

予
期
せ
ぬ
無
駄
遣
い
な
ど
旅
行
中
の
失
敗
は
幅
広
い
が
、

そ
の
多
く
は
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、
避
け
る
努
力

が
傾
け
ら
れ
て
き
た
事
柄
で
あ
る
。
失
敗
譚
に
含
ま
れ

る
「
失
敗
→
楽
し
さ
」
の
構
図
は
必
ず
「
新
し
い
発
見
」

が
あ
り
、
発
見
は
「
笑
」
や
「
哀
愁
」
を
生
む
修
辞
法

を
ベ
ー
ス
に
表
現
さ
れ
、
さ
ら
に
聞
き
手
に
「
受
容
」

さ
れ
る
時
に
、
失・

・

・
敗
譚
が
娯・

・

・
楽
譚
（
楽
し
い
旅
物
語
）

へ
と
転
換
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

道
中
を
快
適
に
そ
し
て
安
全
な
も
の
と
し
よ
う
と
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
の
努
力
と
、
失
敗
譚
を
娯
楽
譚
に
変
換
し

て
楽
し
む
人
々
の
行
為
と
は
、
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
豊
か
な
時
代
の
観
光
を
考
え
る
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
が
存
在
す
る
。

「
旅
行
の
楽
し
さ
」
の
本
質
を
探
る

「
道
中
の
失
敗
」
は
、
旅
の
楽
し
さ
を
創
造
す
る
た
め

に
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
目
指
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
故
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
が
避
け
よ

う
と
す
る
「
旅
行
者
の
失
敗
」
す
な
わ
ち
積
極
的
に
創

り
出
さ
れ
る
「
旅
行
の
安
全
策
」
は
、
実
は
「
失
敗
」

の
事
実
に
後
続
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、「
失
敗
」
は
、
予
期
が
不
可
能
で
あ
る
と

同
時
に
、
そ
れ
が
生
起
し
た
時
点
で
は
個
々
ば
ら
ば
ら

で
あ
り
、
そ
れ
故
に
今
度
は
「
旅
行
の
安
全
」
の
概
念

は
個
々
の
「
失
敗
」
か
ら
乖か

い

離り

し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
旅
行
の
安
全
」
の
概
念
と
そ
の
た
め
の
手
法

が
完
全
性
を
目
指
そ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
が
叶
わ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
創
り
出
す
努
力
は
無
駄
と
は
言

わ
な
い
が
「
旅
の
楽
し
さ
」
と
の
結
び
つ
き
が
必
然
的

に
薄
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
な
る
と
、我
々
は「
旅
の
楽
し
さ
を
個
人
的
経
験
」

と
し
て
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
社
会
的
命
題
に
向
か
う

場
合
、
重
要
と
な
る
の
は
数
少
な
い
「
失
敗
」
を
基
礎

に
「
旅
の
楽
し
さ
を
創
造
す
る
実
践
」
に
身
を
傾
け
ざ

る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

我
々
の
社
会
は
、
す
で
に
こ
の
こ
と
を
学
ん
で
い
る

よ
う
に
は
見
え
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
し
て
、実
際
に
社
会

は
娯
楽
の
修
辞
法
に
強
く
関
心
を
示
し
始
め
て
い
る
の

で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
テ
レ
ビ
の
娯
楽
番
組
は
そ
の
好

例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
訪
日
外
国
人
に
含
ま
れ
る
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
ス
ノ
ッ
ブ
な
イ
ン
テ
リ
旅
行
者

た
ち
は「
失
敗
」で
は
な
い
が
、
限
界
的
な
生
活
を
「
リ

ア
リ
テ
ィ
」
が
あ
る
と
愉た

の

し
む
傾
向
を
見
せ
て
お
り
、こ

の
社
会
の
動
き
と
論
理
的
に
は
同
調
す
る
も
の
が
あ
る
。

「
楽
し
さ
」
を
軸
に
観
光
を
見
る
と
観
光
研
究
の
視
野

は
広
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

（
む
ら
か
み　

か
ず
お
）

村
上 

和
夫
（
む
ら
か
み 

か
ず
お
）

立
教
大
学
観
光
学
部
教
授
・
立
教
新
座
中
学
・
高
等
学
校 

校
長
。
立

教
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
応
用
社
会
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
萩

女
子
短
期
大
学
、
横
浜
商
科
大
学
商
学
部
、
立
教
大
学
社
会
学
部
を
経

て
現
職
。
日
本
観
光
研
究
学
会
会
長
・
日
本
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教

育
学
会
評
議
員
・A

sia Pacific Tourism
 A

ssociation 

日
本
代
表
を

務
め
る
。
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本
書
は
、
１
９
７
７
年
の
初
版
『
ホ
ス
ト
＆
ゲ

ス
ト
〜
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
人
類
学
的
考
察
』
の
第
二

版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
今
や
世
界
の
「
地

域
の
た
め
に
観
光
を
考
え
る
研
究
者
」
た
ち
の

バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
た
。
初
版
も
話
題
を
呼
ん
だ
が
、

第
二
版
の
価
値
は
、
掲
載
さ
れ
た
世
界
各
地
11
の

事
例
研
究
の
す
べ
て
が
、
初
版
か
ら
15
年
間
の
追

跡
調
査
の
成
果
と
な
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。

人
類
学
者
は
そ
れ
ま
で
、
お
も
に
近
代
化
が
地

域
に
も
た
ら
す
文
化
変
容
を
研
究
課
題
と
し
て
き

た
た
め
、
彼
ら
に
す
れ
ば
、
お
構
い
な
し
に
や
っ
て

来
て
土
足
で
地
域
文
化
を
踏
み
に
じ
る
（
か
に
見

え
る
）「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
、
忌
み
嫌
う
べ
き
存
在

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ほ
と
ん

ど
の
社
会
に
お
い
て
文
化
を
変
容
さ
せ
る
主
要
因

で
は
な
く
、
低
開
発
地
域
が
近
代
化
を
図
る
上
で

導
入
し
た
産
業
の
最
も
合
理
的
な
選
択
肢
に
過
ぎ

な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
15
年
間
に
及
ぶ

11
事
例
の
追
跡
調
査
が
証
明
し
た
。
ツ
ー
リ
ズ
ム

こ
そ
人
類
学
者
が
目
を
逸
ら
さ
ず
に
研
究
対
象
と

す
べ
き
現
象
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
た

の
で
あ
る
。

私
が
こ
の
本
に
出
会
っ
た
と
き
、
日
本
は
ま
さ

に
バ
ブ
ル
景
気
の
下
、
総
合
保
養
地
域
整
備
法
（
リ

ゾ
ー
ト
法
）
を
錦
の
御
旗
に
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
、

マ
リ
ー
ナ
な
ど
の
不
動
産
と
建
設
資
本
が
ら
み
の

画
一
的
な
地
域
開
発
に
邁
進
し
、
こ
れ
こ
そ
が
観
光

開
発
と
誰
も
が
信
じ
て
い
る
最
中
で
あ
っ
て
、
本

書
が
指
摘
す
る
文
化
的
交
流
と
し
て
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
本
質
な
ど
に
は
誰
も
興
味
が
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
第
14
章
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
「
近

代
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
人
々
が
文
化
の
境
界
を
越
え

る
と
い
う
世
界
史
の
中
で
唯
一
最
大
の
平
和
的
行

為
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
触
れ
、
日
本
人
が
ま

だ
気
づ
い
て
い
な
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
に
取
り
組
み

た
い
と
強
く
感
じ
た
の
を
憶
え
て
い
る
。

当
時
の
京
都
大
学
建
築
学
科
の
三
村
浩
史
研
究

室
で
こ
の
本
を
翻
訳
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人

類
学
の
専
門
用
語
も
分
か
ら
な
い
建
築
の
人
間

だ
け
で
悪
戦
苦
闘
し
や
っ
と
出
版
に
こ
ぎ
着
け
た

『
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
人
類
学
〜
ホ
ス
ト
＆
ゲ

ス
ト
論
で
み
る
地
域
文
化
の
対
応
』（
勁
草
書
房 

１
９
９
１
）
の
少
し
外
し
た
翻
訳
は
、
後
に
日
本

の
人
類
学
の
専
門
家
た
ち
か
ら
、
先
を
越
さ
れ
た

悔
し
さ
を
込
め
た
？ 

批
判
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
あ
の
時
代
に
翻
訳
を
世
に
問
う
た
こ
と
を

自
負
し
て
い
る
。

今
読
ん
で
も
新
鮮
で
示
唆
に
富
む
こ
の
本
を
、

『H
osts and Guests

』
で
育
っ
た
人
類
学
者
の
専

門
家
た
ち
と
、
い
つ
か
一
緒
に
翻
訳
し
、
改
訂
版
を

出
版
し
た
い
も
の
で
あ
る
。（

に
し
や
ま　

の
り
あ
き
）

連載Ⅱ
当財団専門委員
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２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
９
月
30
日
、

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
「
旅
の
図

書
館
」
は
、
来
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向

け
て
一
時
閉
館
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
館
は
、
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）

９
月
を
め
ど
に
、
南
青
山
に
移
転
い
た
し

ま
す
。

●

「
旅
の
図
書
館
」（
開
館
当
時
の
名
称
は

「
観
光
文
化
資
料
館
」）
は
、１
９
７
８
年

（
昭
和
53
年
）10
月
、東
京
駅
か
ら
程
近
い

八
重
洲
の
第
一
鉃
鋼
ビ
ル
１
階
に
開
館
、

以
来
37
年
間
、お
か
げ
さ
ま
で
約
87
万
人

の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
ま
い
り
ま
し
た

（
２
０
１
５
年
９
月
末
日
現
在
）。

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）、第
二
鉃
鋼

ビ
ル
地
下
階
へ
移
転
、２
０
１
２
年（
平
成

24
年
）
に
は
、
八
重
洲
ダ
イ
ビ
ル
地
下
１

階
へ
と
２
回
の
移
転
を
経
て
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。こ
の
た
び
は
、約
１
年
の
閉
館

期
間
を
い
た
だ
き
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
館
を
運
営
す
る
公
益
財
団
法
人

日
本
交
通
公
社
本
部
の
南
青
山
へ
の
移
転

に
伴
い
、
調
査
研
究
部
門
と
旅
の
図
書
館

を
一
体
化
さ
せ
、
観
光
分
野
に
お
け
る
調

査
研
究
活
動
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
機
能
の
融
合

す
る
新
た
な
創
発
の
拠
点
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。　

具
体
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
本
欄
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み

１
９
７
８
年（
昭
和
53
年
）、当
館
は「
テ

ー
マ
の
あ
る
旅
を
応
援
す
る
」
図
書
館
と

し
て
、
豪
華
写
真
集
を
中
心
と
し
た
約

４
０
０
０
冊
を
主
な
蔵
書
と
し
て
公
開
し
、

ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
旅
の
雰
囲

気
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
“
旅
行
の
下
調
べ
に
必
要
な
図

書
を
”
と
い
う
ご
要
望
に
応
え
、
日
本
各

地
、
世
界
各
国
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

地
図
、
時
刻
表
、
旅
行
関
連
雑
誌
、
紀

行
文
な
ど
旅
行
・
観
光
に
関
す
る
資
料
・

情
報
の
収
集
に
力
を
入
れ
、具
体
的
に「
旅

行
に
役
立
つ
」
資
料
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

１
９
７
６
年
（
昭
和
51
年
）
創
刊
の
機
関

誌
『
観
光
文
化
』
で
は
、
実
際
に
図
書
館

に
ご
照
会
い
た
だ
い
た
事
例
か
ら
興
味
深

い
旅
の
方
法
や
テ
ー
マ
な
ど
を
選
び
、
文

化
的
、
専
門
的
な
旅
の
情
報
提
供
と
い
っ

た
発
信
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
（
別
冊

『
観
光
文
化
と
旅
』
１
９
７
８
年
～
84
年
）。

こ
う
し
て
蔵
書
数
、
利
用
者
数
は
増

加
し
、
多
い
年
（
１
９
９
５
年
〔
平
成
７

年
〕）
に
は
年
間
約
３
万
７
千
人
の
皆
様

に
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）
の
地
下

階
へ
の
移
転
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
利
用

者
数
は
減
少
し
ま
し
た
。
地
階
と
な
っ
た

た
め
、
通
り
が
か
り
の
利
用
者
が
減
っ
た

「
旅
の
図
書
館
」一
時
閉
館

図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

第一鉃鋼ビル1階にオープンした観光文化資料館

1985年　館内の様子

図書館リニューアルオープンに向けて69
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２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）に「
観
光
立
国
」が
宣
言
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
10
年
以
上
経
過
す
る
。

昨
年
は
訪
日
外
国
人
も
年
間
１
３
０
０
万
人
に
激
増
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
だ
が
、

『
新
・
観
光
立
国
論 

―
イ
ギ
リ
ス
人
ア
ナ
リ
ス
ト
が
提
言
す
る
21
世
紀
の
「
所
得
倍
増
計
画
」』

（
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
著
、
東
洋
経
済
新
報
社
）
の
筆
者
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
、
日

本
の
潜
在
力
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
、
人
口
減
少
の
時
代
に
な
る
な
ら
、
訪
日
外
国
人
を
「
短

期
移
民
」
と
し
て
捉
え
、
国
内
消
費
を
促
す
に
は
、
観
光
は
最
善
策
で
あ
る
と
言
い
切
る
。
観

光
立
国
４
つ
の
条
件
、
気
候
、
自
然
、
文
化
、
食
事
は
日
本
に
は
全
て
あ
る
。
あ
と
は
、
外
国

人
の
し
た
い
こ
と
を
理
解
し
て
き
め
細
か
い
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
を
工
夫
す
れ
ば
い
い
。
真
に
観
光

立
国
を
目
指
す
な
ら
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
廃
止
し
て
「
大
量
の
観
光
客
を
さ
ば
く
」
と

い
う
供
給
側
視
点
か
ら
の
対
応
を

や
め
る
べ
き
と
も
明
言
す
る
。「
お

も
て
な
し
」
を
求
め
て
外
国
人
が

訪
日
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
外
国
人
が
お
金
を
払
っ

て
で
も
利
用
し
た
く
な
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。       （
片
桐
）

観
光
地
と
し
て
名
高
い
聖
地
に
は
信
仰
心
と
は
無
縁
の
人
々
が
数
多
く
足
を
運
び
、
宗
教
と

直
接
関
係
の
な
い
場
が
「
聖
地
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、関
心
を
集
め
て
い
る
。
本
書
『
聖

地
巡
礼　

世
界
遺
産
か
ら
ア
ニ
メ
の
舞
台
ま
で
』（
岡
本
亮
輔
著
、
中
公
新
書
）
が
取
り
上
げ

る
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
母
出
現
、
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
巡
礼
、

世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
聖
地
、
オ
カ
ル
ト
文
化
が
生
み
出
し
た
聖
地
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
な
ど
、
現
代
社
会
の
中
で
生
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
聖
地
」
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
著
者
は
、「
現
代
社
会
で
は
聖
地
巡
礼
と
観
光
が
混
ざ
り
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
の
中
で
位

置
づ
け
直
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
従
来
の
宗
教
研
究
や
観
光
研
究
の
枠
組
み
で
は

捉
え
き
れ
な
い
変
容
を
生
じ
て
い
る
」
と
論
じ
る
。

こ
れ
ま
で
、
主
と
し
て
観
光
の
現
象
と
し
て
研
究
さ
れ
て
き
た
「
聖
地
巡
礼
」
研
究
と
は
異

な
る
宗
教
学
、
宗
教
社
会
学
を
専

門
と
す
る
著
者
の
丁
寧
な
考
察
は
、

現
代
に
お
け
る
宗
教
と
観
光
と
の

関
わ
り
の
深
さ
や
そ
の
意
味
を
読

み
解
く
上
で
多
く
の
手
掛
か
り
を

与
え
て
く
れ
、
読
み
応
え
が
あ
る
。

（
大
隅
）

四六判　280ページ
定価　1,500円
東洋経済新報社
（2015年6月発行）

新書判　240ページ
定価　780円
中公新書
（2015年2月発行）
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こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
り
、
旅
先
の
基
礎
情

報
は
比
較
的
簡
単
に
入
手
で
き
る
時
代

と
な
り
、
当
館
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
変

化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
館
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
利

用
目
的
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、
２
０
０
９

年
（
平
成
21
年
）
の
調
査
で
は
約
７
割
が

「
旅
行
の
下
調
べ
」（
個
人
的
な
旅
行
62
％
、

仕
事
関
係
の
旅
行
７
％
）
と
回
答
さ
れ
た

の
に
対
し
て
、２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

の
調
査
で
は
「
旅
行
の
下
調
べ
」は
42
・５

％
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
滞
在
時
間
が
延
び
る
傾
向
な

ど
か
ら
よ
り
目
的
的
な
利
用
ス
タ
イ
ル
に

変
化
し
た
よ
う
で
す
。

２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）
に
は
専
門

図
書
館
協
議
会
へ
加
盟
す
る
な
ど
し
て
、

今
日
、
図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
な

ど
に
つ
い
て
模
索
し
な
が
ら
、「
旅
の
図

書
館
講
座
」
な
ど
、
図
書
館
を
会
場
と

す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
の
開
催
、
蔵
書
の

中
か
ら
テ
ー
マ
を
決
め
て
の
特
別
展
示
な

ど
も
始
め
ま
し
た
。

最
近
は
、
特
に
観
光
研
究
の
専
門
書

や
学
術
書
の
収
集
に
力
を
入
れ
、
貴
重
な

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
古
書
・
貴
重
本
の

閲
覧
の
開
始
、学
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
購
読
・

公
開
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
２
０
１
４
年
（
平
成
26

年
）
か
ら
は
「
た
び
と
し
ょCafé

」
と
し

て
、閉
館
後
の
図
書
館
を
利
用
し
て
、
少

人
数
で
ゲ
ス
ト
を
囲
み
、双
方
向
の
情
報・

意
見
交
換
の
で
き
る
ミ
ニ
研
究
会
を
主
催

し
て
い
ま
す
。
手
探
り
な
が
ら
こ
う
し
て

さ
ま
ざ
ま
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
し
ょ
う

か
、
２
０
１
４
年
度
は
再
び
年
間
利
用
者

数
が
微
増
す
る
な
ど
、
手
応
え
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。●

当
館
は
、
先せ

ん
だ
つ達
か
ら
託
さ
れ
た
理
念
を

大
切
に
継
承
し
つ
つ
、
時
代
の
要
請
に
沿

っ
て
新
し
い
姿
と
な
り
、
引
き
続
き
観
光

文
化
の
振
興
に
寄
与
す
べ
く
、
運
営
し
て

ま
い
り
ま
す
。

明
年
２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）、調
査

研
究
部
門
資
料
室
と
の
一
体
化
に
よ
り
、

当
館
の
蔵
書
数
は
現
在
の
約
３
万
５
千
冊

か
ら
約
６
万
冊
（
非
公
開
資
料
含
む
）
と

な
り
ま
す
。
観
光
に
よ
る
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
日
々
、
調
査
・
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
当
財
団
研
究
員
と
と
も
に
、
観

光
研
究
を
軸
と
し
た
交
流
、
創
発
の
場
と

し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
る
専
門
図
書
館
を

目
指
し
ま
す
。

（
旅
の
図
書
館
長　

久
保
田
美
穂
子
）
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「
研
究
員
コ
ラ
ム
の
紹
介
」（
２
０
１
５
年
６
月
〜
８
月
）

各
研
究
員
が
独
自
の
経
験
と
視
点
を
基
に
し
て
、
ホ
ッ
ト
な
雑
感
を
綴
り
ま
す
。
当
財
団

ホ
ー
ム
ペー
ジ
「
研
究
員
コ
ラ
ム
」
に
掲
載
し
た
３
カ
月
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

 

研
究
員
コ
ラ
ム
一
覧   

で
検
索
で
き
ま
す
。

２
５
５　

富
士
登
山
の
ス
ス
メ
（
初
級
）	

（
中
島
泰
）

２
５
６　

観
光
振
興
の
担
い
手	

（
中
野
文
彦
）

２
５
７　
“
自
撮
り
棒
”
が
観
光
客
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
奪
う
？	

（
西
川
亮
）

２
５
８　

子
育
て
世
代
の
心
を
つ
か
む
旅
行
と
は	

（
福
永
香
織
）

２
５
９　

自
動
車
で
の
移
動
と
地
図
と
カ
ー
ナ
ビ	

（
堀
木
美
告
）

２
６
０　

し
ま
な
み
海
道
に
お
け
る
自
転
車
旅
行
の

推
進
に
関
す
る一考
察	

（
牧
野
博
明
）

２
６
１　
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
・
コ
ラ
ム
～

「
ビ
バ
ルマ
ン
・
ト
ラ
ッ
ク
」
を
歩
い
て	

（
吉
谷
地
裕
）

２
６
２　

世
界
遺
産　

富
士
山
の
魅
力
、

そ
の
普
遍
的
価
値
を
伝
え
た
い
！	

（
吉
澤
清
良
）

２
６
３　

訪
日
外
国
人
の
消
費
動
向
か
ら
見
た

宿
泊
料
金
と
質
の
バ
ラ
ン
ス	

（
相
澤
美
穂
子
）

２
６
４　
「
納
涼
」
～
季
節
を
楽
し
む
暮
ら
し
文
化	

（
大
隅
一
志
）

２
６
５　

旅
行
に
行
き
た
く
な
る
ビ
ジ
ュア
ル
と
は	

（
柿
島
あ
か
ね
）

２
６
６　

住
民
と
「
一泊
住
民
」

～
渋
温
泉
で
の
滞
在
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
～	

（
門
脇
茉
海
）

当
財
団
で
は
、調
査
研
究
の
成
果
を
、出
版
物
を
通
し
て
広
く
公
開
し
て
い
ま
す
。

各
書
は
次
の
方
法
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

●
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
賛
助
会
員
様
は
一
部
を
除
き
会
員
価
格
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

http://w
w

w
.jtb.or.jp

●
書
店
／
大
型
書
店
、政
府
刊
行
物
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー・ス
テ
ー
シ
ョン（
官
報
販
売
所・取
扱

所
）な
ど
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
は
、お
近
く
の
書
店
で
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
／オ
ンラ
イ
ン
書
店
か
ら
は
、紙
書
籍
版
と
と
も
に
一
部
書
籍
の
ペー
パ
ー
バッ

ク
版（
プ
リ
ン
ト
オ
ン
デマン
ド
印
刷
）、電
子
書
籍
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
美
し
き
日
本 

旅
の
風
光（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）（
２
０
１
４
年
５
月
発
行
）

調
査
研
究
専
門
機
関
と
し
て
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

期
に
、当
財
団
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
「
日
本
に
お
け

る
観
光
資
源
の
評
価
に
関
す
る
研
究
」の
成
果
を
基
に
監

修
し
た
写
真
集
。
完
全
英
語
訳
付
き
で
海
外
の
方
に
も

広
く
日
本
の
観
光
資
源
の
魅
力
を
お
伝
え
で
き
る
１
冊
。

＊『
電
子
書
籍
版
』も
発
行
中（
電
子
書
籍
版
は
掲
載
写

真
の一部
を
変
更
あ
る
い
は
非
掲
載
と
な
って
い
ま
す
）。

■
平
成
26
年
度
観
光
地
経
営
講
座 

講
義
録 

最
新
刊（
２
０
１
５
年
３
月
発
行
） 

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店（am

azon.co.jp 

三
省
堂
オ
ン
デ
マ
ン
ド
）よ
り『
ペ
ー
パ
ー
バッ
ク
版（
プ
リ
ン

ト
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
）』も
発
行
中
。

平
成
26
年
度
の「
観
光
地
経
営
講
座
」の
講
義
録
。「
観
光

地
経
営
の“
８
つ
の
視
点
”と
実
践
～
組
織
を
見
直
し
て
実

行
力
を
高
め
る
！
」を
主
題
に
、特
に「
組
織・人
材
」に
焦

点
を
当
て
、山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
、八
ヶ
岳
南
麓（
山
梨

県・長
野
県
）で
活
躍
す
る
方
々
の
事
例
紹
介
か
ら
実
践

的
な
考
え
方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
触
れ
、持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
解
説
し
た
１
冊
。

■
２
０
１
４
年
度
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
記
録（
２
０
１
５
年
７
月
発
行
）

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店（am

azon.co.jp

）よ
り『
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版（
プ
リ
ン
ト
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印

刷
）』も
発
行
予
定
。

当
年
度
開
催
３
回
の
記
録
で
す
。第
１
回
は「
海
外
の
魅

力
的
な
リ
ゾ
ー
ト
に
学
ぶ
」。第
２
回
は「
現
代
ア
ー
ト
を

起
爆
剤
に
温
泉
街
を
活
性
化
！？
～
道
後
温
泉
の
ま
ち
づ

く
り
に
学
ぶ
」。第
３
回
は「
改
め
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つい

て
考
え
る
」。温
泉
地
の
将
来
を
考
え
る
上
で
、多
く
の
ヒ

ン
ト
が
見
え
て
く
る
１
冊
。

■
旅
行
年
報
２
０
１
５（
２
０
１
５
年
10
月
発
行
）

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店（am

azon.co.jp

）よ
り『
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版（
プ
リ
ン
ト
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印

刷
）』も
発
行
予
定
。

日
本
人
の
旅
行
実
態
に
関
す
る
調
査
、訪
日
外
国
人
の
発

地
調
査
、都
道
府
県
へ
の
観
光
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
の
当
財
団
独
自
調
査
の
分
析
レ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
、

「
旅
行
市
場
」「
観
光
産
業
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」に

つい
て
直
近
１
年
の
動
向・出
来
事
を
総
覧
し
た
１
冊
。当

財
団
の
研
究
員
が
分
析
、執
筆
、編
集
。当
財
団
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
公
開
。

※
担
当
：
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
情
報
室

　
　
　

電
話 

０
３
・
５
２
５
５
・
６
０
７
３ http://w

w
w

.jtb.or.jp

◆
以
前
勤
務
し
て
い
た
旅
行
会
社
で
ド
イ
ツ
・
デ
ュ

ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
駐
在
開
始
当
初
、
ド
イ
ツ
人
の

仕
事
と
休
暇
に
対
す
る
考
え
方
や
取
り
方
の
自
分

に
と
っ
て
の
常
識
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
き
ま
し
た
。

日
本
だ
と
仕
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
段
取
り
を
ま

ず
決
め
て
、
そ
の
後
仕
事
の
様
子
を
見
な
が
ら
休

み
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
普
通
だ
と
の
考

え
を
抱
い
て
ド
イ
ツ
人
と
の
業
務
計
画
を
立
て
る

べ
く
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
打
ち
合
わ
せ
に
入
り

ま
し
た
。
ド
イ
ツ
人
管
理
職
が
真
っ
先
に
す
る
こ

と
は
ス
タ
ッ
フ
の
30
日
有
給
休
暇
の
「
年
間

休
暇
計
画
」
調
整
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。
こ

れ
が
決
ま
っ
た
後
で
よ
う
や
く
業
務
計
画
を

立
て
て
い
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。

◆
休
暇
パ
タ
ー
ン
は
お
お
む
ね
２
つ
で
、
30
日

連
続
か
、
２
週
間
を
２
回
に
分
け
る
か
で
し

た
。
休
暇
計
画
を
決
め
る
と
ス
タ
ッ
フ
は
仕

事
も
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
段
取
り

よ
く
き
っ
ち
り
仕
事
を
こ
な
し
て
い
き
ま
す
。

自
分
を
含
め
て
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
と

休
暇
に
対
す
る
考
え
方
が
だ
い
ぶ
違
っ
て
い

た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
ド
イ
ツ
人
ス
タ

ッ
フ
の
休
む
た
め
に
仕
事
を
す
る
と
い
う
考

え
方
に
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
人
生
の

中
で
仕
事
と
休
息
（
休
暇
）
の
意
味
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
経
験
で
し
た
。

◆
日
本
で
こ
の
よ
う
な
休
暇
取
得
が
一
般
的
に

な
ら
な
い
背
景
や
要
因
に
何
が
あ
る
か
が
、

ご
寄
稿
か
ら
見
え
て
き
ま
し
た
。
豊
か
に
生

き
る
た
め
の
手
段
と
し
て
旅
、
旅
行
が
あ
る

な
ら
、
自
律
的
に
も
他
律
的
に
も
実
現
へ
向

け
て
、
今
号
の
特
集
が
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

（
片
桐
）

  

観
光
文
化
編
集
室
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

kankoubunka@
jtb.or.jp

●

近
隣
諸
外
国
に
お
い
て
観
光
研
究
者
の
国
際
的
な
活
動
や
交
流
が
急
速
に
活
発
化
し
て

い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
我
が
国
に
は
そ
れ
ら
各
国
の
「
観
光
研
究
」
の
動
向

や
特
徴
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
が
少
な
い
よ
う
で
す
。
次
号
で
は
、
ま
ず
は
近
隣
の

ア
ジ
ア
諸
国
を
対
象
と
し
て
、
大
学
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
の
観
光
関
連
学
術
研
究
機

関
が
ど
の
よ
う
な
観
光
研
究
に
取
り
組
み
、
社
会
的
に
ど
う
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
な

ど
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
収
集
調
査
を
実
施
し
、
分
析
を
試
み
ま
す
。

編
集
後
記

次

号

予

告

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

観光文化227号やバックナンバーをPDFで閲覧できます。  観光文化最新号   で検索

当
財
団
か
ら
の
お
し
ら
せ

「
２
０
１
５
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催
予
定
」

当
財
団
主
催
の
今
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
に
つい
て
ご
案
内
し
ま
す
。

●
第
25
回 

旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
５
年
10
月
23
日（
金
）

会
場
：
大
手
町
サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム（
東
京
・
大
手
町　

朝
日
生
命
大
手
町
ビ
ル
27
階
）

本
年
10
月
発
行
の
最
新
版『
旅
行
年
報
２
０
１
５
』の
内
容
を
も
と
に
、日
本
人
の
旅
行
市

場
、観
光
産
業・観
光
地
の
動
き
、観
光
政
策
、訪
日
外
国
人（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）の
旅
行
市
場

に
つい
て
、当
財
団
独
自
調
査
結
果
を
複
数
交
え
、研
究
員
が
概
説
し
ま
す
。

詳
細
に
つい
て
は
、当
財
団
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ（http://w

w
w

.jtb.or.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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